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　　　　有あり川かわ桂けい人と







「……愛している、桂人」

　囁ささやかれるのは、鼓こ膜まくから蕩とろけてしまいそうな甘い囁き。

「……抱きたい」

「いけません、皇こう賀が機長。……ん……っ」

　唇くちびるにそっと触れてくるのは、見た目よりも柔らかい、彼の唇。

「……んん……っ！」

　部屋に入った途と端たんに抱だきしめられ、電気を点つける暇ひまもなかった。

　ステイ先のホテル。窓から差し込むのは、ハワイのロマンティックな月の光。

　愛いとおしげに私の身体からだを抱きしめる、逞たくましい腕うで。

　フワリと鼻び孔こうをくすぐる、彼のコロン。それは有能な機長にふさわしい、いかにも爽さわやかな柑かん橘きつ類とグリーン。だが、発情した彼の肌はだにあたためられた時、それはフワリと淫いん靡びなムスクを含ふくむ。

「……あ……ん……っ」

　繰くり返される軽いキスが、だんだん深くなる。

「……ん……ん……」

　今、鼻孔をくすぐっているのは、微かすかなムスクの香かおりだ。

　……ああ、彼は私に、発情してくれている……？

　思っただけで鼓こ動どうが速くなる。

　私の名前は、有川桂人。二十七歳。

　アメリカーナ・エアラインに入社して五年の副コー操・パ縦イロ士ツト。

　そして私を抱きしめている彼は、皇賀凱よし一かつ。三十四歳。

　私と同じアメリカーナ・エアラインで、機長をしている。

　両親ともに日本人らしいが、その彫りの深い顔立ちは、イタリアかどこかの血を引いているかのようにも見える。

　凜り々りしい眉まゆと、奥おく二ぶた重えの目。

　艶つやのある黒い髪かみ、コックピットからの星空を思わせる、深い漆しつ黒こくの瞳ひとみ。

　きっちりと引き締しまった筋肉質の身体。

　その長身を紺こん色いろの機長の制服に包んだ姿は、通り過ぎる人々が残らず目を奪うばわれるほど。

　まるで男神の彫ちよう刻こくのように、高貴で、そして完かん璧ぺきに整った容姿をしている彼だが……どこか淫いん蕩とうでセクシーな唇くちびるが、そのバランスをわずかに崩くずしている。

　この唇でキスをされると……私はいつでも何もかも忘れそうなほど感じてしまうんだ。

　彼はハンサムなだけでなくハーヴァード大学出のエリートで、本当ならボストンで法律事務所を開いている父親の跡あとを継つぐはずだったらしい。

　しかし小さい頃ころから持っていた空への憧あこがれが捨てきれず、ハーヴァードを出た後に航空関係の学校に入り直した。そしてアメリカ空軍で戦せん闘とう機きのパイロットになり、その後、アメリカーナ・エアラインのパイロットになったというかなりの変わり種だ。

　彼は、ベテラン揃ぞろいのアメリカーナ・エアラインの中でも群を抜ぬく飛行技術を持った天才。

　彼の周りに煌きらめく不思議なほどのオーラ。それは眩まばゆいと同時に人に不思議な安心感を与あたえ……人々は『彼なら信用しても大だい丈じよう夫ぶ』と感じてしまう。飛行機がどんなに危険な状じよう況きようになっても、彼の美声でアナウンスが入ると、キャビンのクルーたちも、乗客たちも、思わず安心してしまう。『どんな嵐あらしに巻き込まれようが、飛行機にどんな故障が起ころうが、皇賀機長の機は必ず戻もどってくる』というのがアメリカーナ・エアラインの神話になっている。

　一年前に起きた、私たちの飛行機が操縦不能になったあの事件。いつでも冷静であるはずの私までが、あまりの恐おそろしさと絶望に、パニックを起こしそうになった。

　しかし皇賀機長の優やさしい声と、そのあたたかな存在感に……私はなんとか冷静さを取り戻すことができた。そして皇賀機長は一人の死傷者を出すこともなく、無事にその飛行機を着陸させた。

　私と皇賀機長がこうして結ばれるきっかけになったその事件で……その神話はさらに真実味を増した。

　皇賀機長を崇すう拝はいし、彼とチームを組みたいと切望する若手副操縦士たちの数は、今では数え切れないほどだ。

　航空会社によっては毎回違ちがう人間とチームを組む場合も多いが、アメリカーナ・エアラインの場合は、どちらかといえばできるだけ同じ人間とチームを組ませたがる。

　そのため、彼と一いつ緒しよにコックピットに入れるのは、ほぼ私だけという状況で……私は副操縦士たちの羨せん望ぼうと嫉しつ妬とを一身に受けている。

　尊敬し、心から愛する彼と一緒に飛べるのは……私にとっては信じられないほどの幸運だ。

　そして……こうして甘い甘い時間を過ごせることも。

「……キスの途と中ちゆうで気を散らしているね？　イケナイ人だ。何を考えている？」

　彼が、唇を触ふれ合わせたままで囁いてくる。

　今の私の頭の中は、皇賀機長のことでいっぱいだ。だが、あなたのことを考えていた、などと、意地っ張りの私が言えるはずもなく……。

「……明日の、フライト・プランを」

　私が囁き返すと、彼は小さく苦く笑しようする。

「君らしいといえば君らしいが……許さないよ」

　囁いて、彼のキスが、容よう赦しやなく深くなる。

　チュッと音を立てるセクシーなキスを繰り返されて、身体がジワリと熱を上げる。

　彼の胸の上に置いた私の手が、彼の麻あさのシャツの布地をキュッと摑つかんでしまう。

「……んんっ」

　身体に熱がこもり、爪つま先さきから甘い痺しびれが這はい上ってくる。

　……ダメだ、このままでは……。

「……ダメです、もう、終わりにしてください」

　私は必死で言い、彼の胸に手をついて、身体を離はなそうとする。

「これ以上は、明日のフライトに……んんっ」

　私の拒きよ否ひの言葉が火に油を注いでしまったのか、彼のキスがさらに熱くなる。

「……あ、んん……っ！」

　歯列の間から少し強ごう引いんに滑すべり込んでくる、彼の熱い舌。

「……んん……っ」

　舌を舐なめられ、感じやすい上うわ顎あごを舌先で愛あい撫ぶされて、膝ひざから力が抜けるほど感じてしまう。

　彼は、座り込みそうな私をその力強い腕でしっかりと抱き留とめる。

　笑いを含んだ、甘い美声で、

「キスだけでこんなに感じているくせに、まだ私をじらすつもりか？」

　煌きらめく漆黒の瞳で見つめられて、鼓動がますます速くなる。

「イケナイ人だ。うんとお仕置きをしなくては」

　彼の手が二人の身体の間に滑り込み、私の綿シャツの、一番上のボタンにかかる。

　そしてじらすようにゆっくりと、それを外す。

「や……やめてください……」

　必死で拒否した言葉は、しかし甘くかすれていて……まるで誘さそっているかのようだ。

　彼の顔が下りて、私の首筋にキスをする。

「あ……っ」

　熱く濡ぬれた舌が、首筋のラインを滑り下りる。

「……ああ……っ」

　制服の襟えり元もとから見えない、ギリギリの場所。

　いくつも付けられていたキスマークの上。チュッと音を立てて、彼の唇が、また印を刻む。

「ああっ！」

　空に君臨する、私にとっては神のような彼。

「愛している」

　その彼が、欲情にかすれた声で囁き、まるでセクシーなヴァンパイヤのように私の首筋を貪むさぼっている。

　彼の印を刻み込まれることは、私にとって……。

「……ああー……！」

　キュッと甘あま嚙がみされて、身体からだが欲望に熱くなる。

　……いけない……。

　脚あしの間の部分に、欲望がジワリと集結してくるのを感じる。

　……でも、もう身体が……。

　ピピピピピピ！

　部屋の中に、いきなり甲かん高だかい電子音が響ひびき渡わたった。

「えっ？」

　皇賀機長が驚おどろいたように私の首筋から顔を上げる。

　速い鼓動を鎮しずめようと深呼吸をし、私はポケットから小さな目覚まし時計を取り出す。

　アラームを止め、その時計を皇賀機長の目の前にかざしてやりながら言う。

「フライトの十二時間前に鳴るように、タイマーをかけておきました。こうでもしないと、あなたはいつまでも部屋に帰りませんから」　>>>♥

　彼の完璧に整った顔に、不似合いな、呆ぼう然ぜんとした表情が浮うかぶ。

「あんな色っぽい声を聞かせておいて、あとはお預け、ということ？」

「そのとおりです」

　私は彼に外された一番上のボタンをしっかりとかけ、それからドアの方を指さしてやる。

「明日のフライトに差し支えます。さっさと自分の部屋にお帰りください」

　彼は目を丸くして私の顔を見つめ……それから小さく苦笑する。

「怒おこった顔も色っぽい。まったく。私の副操縦士は、隅すみから隅まで極ごく上じようだ」

　彼は、ふいにコックピットにいる時のような真面目まじめな顔になる。

「わかった。だが、あと一分だけ時間をくれないか、有川くん？」

　彼の仕事の時と同じ口調に、私は慌あわてて姿勢を正す。

「はい。なんでしょうか……あっ！」

　彼の手が、私の腰こしを強く引き寄せる。

「君のおやすみのキスなしでは、眠ねむることなどできないよ」

　囁ささやいて、彼の唇くちびるが、私の唇に重なってくる。

　淫みだらに濡れた舌が、私の歯列の間から強引に割り込み、そして口こう腔こうを蹂じゆう躪りんし……。

「……ん、んん、あん……っ！」

　その熱ねつ烈れつなキスに、私は思わず何もかも忘れてしまう。

　彼の舌を受け入れ、舌を絡からませて応こたえ、そして身体を熱くしてしまい……。

　クチュ、と濡れた音を立てて、二人の唇が離れる。

　キスがとても深かったことを示すように、二人の唇の間を、銀色の糸がつなぐ。

「……あぁ……っ」

　私の口から、名残なごり惜おしげな声が漏もれてしまう。

　彼はどこかが痛むかのようなとてもセクシーな目をして私を見つめる。

「……愛している、桂人」

「……皇賀機長……」

　彼は私の身体を離し、片目をつぶってみせる。

「明日、日本に着いたら容赦しない。わかったね？」

　彼の言葉は……私の身体をまた熱くしてしまうんだ。







　　　　藤ふじ崎さき空くう







「九く條じよう、九條ってばぁ！」

　オレは、安らかな寝ね息いきを立てている彼の身体を揺ゆり動かす。

「信じらんない、なんでシャワー浴びてる間に寝ちゃってるんだよぉ！」

「うう……ん」

　眠そうな声で呻うめく九條のパジャマの襟えりを、オレは握にぎりしめる。

「九條、わかってんのかよぉ？　今日でもう、五日目なんだぞーっ！」　>>>♥

　そして、思いきり叫さけぶ。

　オレの名前は、藤崎空。二十六歳。

　アメリカ系航空会社、アメリカーナ・エアラインに入社して五年目のまだまだヒヨッコ。

　日本にある四年制大学の英文学科を出て、アメリカーナ・エアラインに入社した。

　今は、キャビン・アテンダントという仕事をしている。

　キャビン・アテンダントっていうのは、日本語にすれば、客室乗務員。

　今は、男女差別がどうのこうので業界の正式用語では使われないけど、一いつ般ぱんによく言われた『スチュワーデス』の男性版。『スチュワード』って呼ばれてたあれだ。

　飛行機の客室でお客様のお世話をし、いざという時には冷静に対処してお客様の安全を守る保安要員……みたいな仕事。

　飛行機が昔から大好きで、キャビン・アテンダントになるのはずっと夢だったんだけど……こんな大だい企き業ぎように就職できたなんて、今でも信じられない。

　入社後、アメリカであった訓練は本当に厳しかった。たくさんの試験全部に合格基準点を取らないと、落第になって内定取り消しで国に送り返されちゃうっていう試練をなんとか乗り越こえ、こうしてこの仕事をしてる。

　がんばってやっと就つくことができた今の仕事は、すごく楽しくてすごくやりがいがある。

　経験を積み、優ゆう秀しゆうなキャビン・アテンダントになって、いつかは憧あこがれのチーフ・パーサーを務めるのが夢だ。

　それからオレには、もう一つ夢がある。

　それは……目の前にいるこの男と、ずっとずっと一いつ緒しよにいること。

　オレと彼は、実は、会社や家族には内緒の……恋こい人びと同士なんだ。

　彼は九條高たか章あき。オレより年下の二十四歳。入社して二年目のキャビン・アテンダント。

　英語は完かん璧ぺき、物もの腰ごしは優ゆう雅がだし、気は利きくし……まだ二年目のくせにオレよりもずっと優秀。

　背が高く、肩かた幅はばが広く、モデルみたいなスタイルをしている。アメリカと日本のハーフみたいで、色素の薄うすい髪かみと茶色の瞳ひとみをした美形。銀ぎん縁ぶち眼鏡めがねが、そこにクールさを加えてる。

　キャビン・アテンダントの紺こんの制服を凜り々りしく着て、空港ターミナルを歩けば、女の子が残らず振ふり返るような、ものすごく格好いい男。

　仕事中でも、プライベートでも、オレは九條にめちゃくちゃ夢中で。

　一緒にいるだけで、こんなにドキドキして。

　……なのに……？

「……何が、五日目なんですか？」

　九條のため息交じりの眠そうな声に、オレはいきなりキレそうになる。

「何がじゃないよっ！　もう、五日も……っ」

　オレは叫び……そして一人で真っ赤になって言葉を切る。

　九條はオレに襟を摑つかまれたまま、眠そうに目を開ける。

「どうしました？」

「……う……」

　下から見上げられて、オレはさらに真っ赤になってしまう。

　ベッドサイドのスタンドに照らされているのは、思わず見とれるような美び貌ぼう。

　いつもかけてるクールな銀縁眼鏡が、今はない。

　いかにもハーフっぽい色素の薄い瞳は、レンズ越ごしじゃないと、ますます綺き麗れいな色。

　仕事中でもプライベートでも、彼はほとんど眼鏡を外さない。

　だけど、二人きりでベッドにいる時だけ、こうやって外して。

　だから、眼鏡を外した彼の顔を見ると……なんだかドキドキするようになっちゃってて。

　……しかも……。

「何か言いたいことがあるようですね」

　彼は、襟えりを摑んだままのオレの手に、そっと手を重ねる。

　彼の手はひんやりと乾かわいていて、触ふれられるといつもすごく心ここ地ちいい。だけど……。

　彼の指先が、オレの指と指の間をすっと撫なでた。

「……ああん……っ！」

　オレの唇から妙みように甘い声が漏もれ、オレはさらに赤くなる。

「どうして五日もお預けだったのか、その理由を忘れましたか？」

　彼が妙にセクシーな声で囁ささやきながら、オレの指の間をさらに撫でる。

「……あ、やあ……っ」

　そんなことだけでゾクゾクするほど感じてしまう自分が、情けない。

「忘れたのなら、思い出してください」

「……え？　ええと……っ」

　オレは鼓こ動どうが速くなるのを感じながら、

「……最初の日はフライトで、あとの四日は、オレがサーフィンに熱中しすぎて……くたびれてさっさと寝ちゃったから？」

「そうですよ」

　彼のもう片方の手が伸のびて、オレの首の後ろにかかる。

「……ああ……っ」

　そのままそっと引き寄せられて、さらにドキドキしてしまう。

　キスできそうなほど至近距きよ離りに近づく、銀縁眼鏡のない、彼の美貌。

　……ああ、眼鏡があっても、なくても、オレの九條は本当にセクシーだ……。

　オレはうっとりと彼の顔に見とれてしまう。

　……どうしよう、このままキスとかされたら、オレ……もう……。

「さっさと寝てしまうあなたの隣で、五日も禁欲状態だった私が……」

　彼の甘い囁きが、オレの唇くちびるをくすぐる。

「……どんなにつらかったか、わかりますか？」

　その囁きに、腰こし骨ぼねのあたりが蕩とろけそうなほど熱くなる。

　……くたびれて寝ちゃったとはいえ、五日もお預けだったのはオレも同じで。

　真っ直すぐに見つめられたら、ズキズキするような甘い欲望が、オレの身体からだに広がってくる。

　……ああ、どうしよう、身体が熱い。

　恋人同士になれてから一年。オレたちは、時間さえあれば身体を重ねてきた気がする。

　……だって、九條はこんなにセクシーで、しかもオレの身体の隅すみ々ずみまで知り尽つくしていて、さらにすっごく上手で……。

　彼との甘い行こう為いを思い出すだけで、背骨の下の方から熱い痺しびれがせり上がってくる。

　それに慣れちゃったオレの身体は、九條の体温を感じ、その香かおりを嗅かぐだけで、もう……。

「……九條……オレ、もう……」

　オレの唇から、かすれた声が漏れた。

　ピピピピピ！

　けたたましい電子音が、オレの言葉を遮さえぎった。

「……な、何っ？」

　九條はオレから手を離はなし、手を伸ばして枕まくら元もとの目覚まし時計を止める。

「な……なにそれ？」

「フライトの十二時間前になったら鳴るようにセットしておきました」

「へっ？」

「直前まで抱だくと、あなたは飛行機の中でヨロヨロするんですよ。危なくて見ていられない。さらにお客様に向かってまで、妙に色っぽい顔をしてしまうし」

　九條は真面目な顔で、オレを見上げる。

「ですから、乗務の十二時間前から、禁欲です」

「えええっ？　そんなー、ひどすぎるーっ!!」

　九條の手がオレの首の後ろに回り、ふいに引き寄せる。

「……えっ？　あ、んん……っ！」

　九條の唇が、オレの唇に重なってくる。

「……ん、んん……っ！」

　妙にセクシーなキスの後、唇が触れたままで九條が囁く。

「……日本に着いたら容よう赦しやしません。その代わり、今夜はキスだけですよ」

　……この、イジワル野や郎ろうー……っ！







　　　　皇賀凱一







「一つ、お願いしたいことがあるんです」

　成なり田た国際空港にある、アメリカーナ・エアラインのオフィス。

　私は、スケジューリング・マネージャーの拝はい島じま氏に呼び出されていた。

「お忙しい皇賀機長にこんなことをお願いするのは、本当に心苦しいのですが……」

　とても言いにくそうな口調に、私は嫌いやな予感を覚える。

「なんでしょうか？」

「フライト・スケジュールの変へん更こうをお願いしたいのです」

　その言葉に、私は予測が当たったことを知り、眉まゆをひそめる。

　……桂人と一緒でないフライトは、できるだけ避さけたいのに。

　もちろん、副操縦士が誰だろうが完璧なフライトをする自信はあるが……もし私が別のフライトに出れば、その間、桂人は別の機長と一緒に飛ぶことになる。

　……それは、我が慢まんできないぞ。

「私はアメリカーナ・エアラインの社員です。会社の決めたスケジュールを拒きよ否ひする権限は、私にはありません」

　私のあからさまに嫌そうな口調に、拝島氏はとても困った顔をする。

「そ……そうおっしゃられると……」

　私は、彼を困らせても仕方がない、と思い、ため息をつく。それから、

「とりあえず、どんなスケジュールになりそうなのかを、教えていただけませんか？」

　私の言葉に、拝島氏は慌あわててうなずいて、

「実は……中東のある国の王族関係者たちを、アメリカまで送り届けていただきたいんです」

「ＶＩＰフライトですか？」

「ええ。うちの社の飛行機を一機チャーターしたい、という依い頼らいで」

　何かの事情で国の飛行機が使えない場合には、こういう依頼もないではない。しかし、そういう時は年ねん齢れいが上のベテランパイロットを起用するのが常だ。

「適任者は、ほかにたくさんいるのでは？」

　私の言葉に、彼は、

「それが、異例のことなのですが……その依頼者から『皇賀機長の操縦で』というリクエストがきてしまったのです」

「は？　なんですか、それは？」

「一年前、操縦困難になった飛行機を神業的な操縦で無事に着陸させて以来、皇賀機長のお名前は社の内外で有名になってしまっています。わが社を選ばれたのも、そのせいかと……」

　……なんてことだ。あれは機長として当然のことをしたまでなのに。

「……それで、日程はいつからになるのですか？」

「それが……来週の日曜日から、一週間なのです」

「はあっ？」

　私が言うと、拝島氏は慌てたように、

「皇賀機長が休きゆう暇かを取っておられるのは承知しています。もちろん休暇は別の日に……」

「お断りします！」

　私は彼の言葉を遮って言う。

　……よりにもよって、来週の日曜日から一週間だなんて！

「あ、もちろん労働時間が超ちよう過かしないように、それまでのスケジュールも変更して、フライトの前には休日を……」

「そうではなく……！」

　私は言い、そして片手で顔を覆おおってため息をつく。

　……さっき、自分で言ったじゃないか！

　……私はアメリカーナ・エアラインの社員で、会社の方針には逆らえないのだと！

「申し訳ありません！　休暇中のご予定もありましたよね？」

　……もちろん、大ありだ。その日は……。

「すみません、考えさせてください」

　私はやっとのことで言い、ショックから立ち直れないまま部屋を出る。

　……来週の日曜日から一週間は、桂人と南の島で過ごす予定だったんだ！

　私はため息をつきながら、オフィスのドアの並ぶ廊ろう下かを歩く。

「こんばんは、皇賀機長！」

「お久しぶりです！」

　ちょうど到とう着ちやくしたばかりらしく、バゲージ・カートを引いた別のチームのキャビン・アテンダントの女性たちが、はしゃいだ様子で私に挨あい拶さつをしてくれる。

「あ？　ああ……お疲つかれさま」

　落ち込んだ様子など見せられない私は、慌てて言って笑え顔がおを作ってみせる。

　……このメンバーは、普ふ段だんはヨーロッパ、たまにロング・フライトで東京に来るニューヨーク・ベースのチームだ。

　……ということは、機長は……。

「聞いたよ、コウガくん」

　後ろから聞こえた、低い声に、私はうんざりする。

「王族のＶＩＰフライトの機長に、個人的に指名されたんだってね」

　私は誰にも聞こえないように小さくため息をつき、それから振ふり返る。

　そこに立っていたのは、バーナード機長。アメリカーナ・エアラインの中ではかなりのベテランになる。白しら髪が混まじりの髪かみ、ハンサムと言える顔立ちだが、その目つきは傲ごう慢まんだ。

　私の周りにいたキャビン・アテンダントたちが顔を引きつらせ、口々に、お先に失礼いたします、と言ってブリーフィング・ルームの方に消えていく。

　交代機長や副操縦士までが彼女たちの後についてそそくさと去ったところを見ると、バーナード機長は、コックピット・クルーにとってもかなりうるさい存在なのだろう。

　もちろん操縦の腕うでは確かだし、いちおう大だい先せん輩ぱいに当たる人なのだとは解わかっているのだが……ほかの社員に対する彼の高慢な態度が、私はどうしても好きになれない。

　しかも、彼と私は一カ月ほど前に、ある事情で衝しよう突とつしていて……。

「お疲れさまです、バーナード機長。お耳が早いですね。成田のスケジューリング・マネージャーが口外するとは思えませんが、どこからそれを？」

　私が言うと、彼は得意げに顎あごを上げて言う。

「ああ……ニューヨーク本社の上の方に、親しい友人がいるからね」

　彼はキャリアが長いだけあって本社の重役たちとも親しい。そこから聞き出したのだろう。

「光栄な話じゃないか。もちろん依頼を受けるんだろう？」

　彼は私を見つめ、嫌みな口調で言う。

　……彼は何度も世界のＶＩＰを乗せてフライトした経験があり、それが自慢だ。

　……今回、自分の頭の上を飛び越こえて私に指名が来たことが、かなり悔くやしいのだろうな。

　私は思うが、彼はなぜか妙みように嬉うれしそうな顔になって言う。

「……ということは、アリカワくんのスケジュールが空あくということだな？」

　彼の言葉に、私は思わず眉をひそめてしまう。

　……この男……まだ懲こりないのか……？

　一カ月前の衝突は、桂人を巡めぐってのことだった。

　見み目め麗うるわしく、並外れた操縦センスを持つ桂人は、ベテラン、新人問わず、機長たちから本気で欲しがられている副操縦士だ。

　その中でも特に桂人にご執しゆう心しんな機長たちが何人かいて、このバーナード機長はその中でもかなりしつこい部類。私たちのチームがニューヨークに到着した日には、なぜか偶ぐう然ぜん、ステイ先のホテルにいることが多い。

　ニューヨーク・ベースの彼は、会社から支給された、マンハッタンの豪ごう華かなマンションに住んでいるはず。ホテルにわざわざ用事を作って来るのは……桂人に会うために決まっている。

　彼はほんの少し目を離はなすだけで桂人になんとか近づこうとしていて、一カ月前のある夜、わざわざホテルに部屋を取ってそこに桂人を誘さそい込もうとした。もちろん私が阻そ止ししたが、それがきっかけで衝突した。もちろん殴なぐり合ったりはしておらず、単なる軽い口論程度だったが（正直言えば、二、三十発は殴りたかった）。

　彼と口論したことはまったく後こう悔かいしてはいない。だが、私が会社組織から浮うきがちであることを常に気にしている桂人に、かなり心配をかけてしまった。

　その元げん凶きようになったこの男が……私はあれ以来、ますます嫌きらいになった。

「まだ依頼を受けたわけではありません」

　私が言うと、バーナード機長は顔色を変える。

「どういうことだ？　本社からの依頼を断る気なのか？」

　彼は言って、その顔に怒いかりを浮かべる。

「それは、私たちベテランに対する侮ぶ辱じよくかな？」

　私は睨にらんでくる彼の顔を、真っ直すぐに睨み返す。

「もちろん、そんなつもりはありません。しかしそう取られるのでしたら、それは……」

「皇賀機長。ここにいらしたんですね？」

　澄すんだ声が響ひびき、一いつ触しよく即そく発はつの空気を吹ふき飛ばした。

　バーナード機長は私の肩かた越ごしに向こうを見て……そしてその顔に満面の笑みを浮かべる。

「アリカワくんじゃないか！」

　彼は私のことなどすっかり忘れたようにして、私の脇わきをすり抜ぬける。

　……会わせたくなかったのに……。

　私はため息をつき、それからゆっくりと振り返る。

　靴くつ音おとを響かせて歩いてくるのは、有川桂人。二十七歳。

　バゲージ・カートを引いて足早に歩く彼に、地上スタッフたちが見とれている。

　袖そで口ぐちに金の三本線のある紺こん色いろの制服に身を包み、背筋をピシリと伸のばして歩く姿は、凜り々りしく、そして本当に麗うるわしい。

　彼は、私の副操縦士、愛しい恋こい人びと、そして……私の空の女め神がみだ。

　日本人にしては高めの身長。

　しっかりと張った肩の感じ。

　彼の外見は凜々しく、女性的なところは少しもないが……しなやかな首筋と、引き締しまった腰こし、そしてすらりと伸びた脚あしが、どこか不思議な色気を醸かもし出している。

　いつものようにきっちりと被かぶった制せい帽ぼうの下から覗のぞく、艶つやのある黒髪。

　磁器ビスク人形ドールを思わせる、完璧に整った、小さな顔。

　降ったばかりの雪のような、白く透き通った肌。

　バサバサと不揃いな、長い長い睫まつ毛げ。

　彼が瞬まばたきする様子は、まるで世界にただ一匹の美しい蝶ちようが羽ばたきをするようだと、私はいつも思う。

　上品にすっと通った、細い鼻び梁りよう。

　仕事中はいつもクールに引き締められている、その唇くちびる。

　厳しい光を浮かべた、漆しつ黒こくの瞳ひとみ。

　しかし二人きりの時、その唇がどんなふうに綻ほころび、どんなに甘い喘あえぎを漏もらすかを私は知っている。

　その瞳がどんなふうに潤うるみ、そしてどんなふうに色っぽく私を見上げてくれるかも。

　彼はクールでストイックに見えるが、その内面に、壊こわれやすく繊せん細さいな心を隠かくしている。

　そして本当は、とても優やさしく、純情で、とても可愛かわいい。

　そんな彼のすべてを、私は不思議なほどに愛している。

　……やっと手に入れたこの愛いとおしい君を……。

　私は、近づいてくる桂人を見つめながら思う。

　……もちろん、誰にも渡わたす気はない。

　桂人は、責めるような視線で私をチラリと見て、すぐにバーナード機長に視線を移す。

「お疲れさまです、バーナード機長。今、成田にご到着ですか？」

　彼はその美しい顔に、艶あでやかな笑みを浮かべてみせる。

　バーナード機長はさっきまでの不ふ機き嫌げんが吹き飛んだかのように、いきなり笑み崩くずれる。

「そうなんだ。いやあ、君と会えるなんてラッキーだなあ」　>>>♥

　……何がラッキーだ。

　……上に手を回して、できる限り、桂人と到着時間が近い便にスケジュールをねじ込んでいるくせに。

「アリカワくん。よかったら東京を案内して欲しいんだが……時間はあるかな？」

「残念ですが、先約がありますので」

　桂人はにっこりと微笑ほほえんで彼の誘いをあっさり断り、私の方に向き直る。

「皇賀機長、お疲つかれのところ申し訳ありません。今日のフライト・プランのことで意見があるのですが、都内までご一いつ緒しよしてもよろしいですか？」

「ああ……もちろんだよ。もう用事はすんだ」

　私が言うと、桂人は腕を上げて時計を覗き込み、

「次の成田エクスプレスがもうすぐ出ますね。それでご一緒します」

　言ってから目を上げ、バーナード機長ににっこりと笑う。

「バーナード機長、それではお先に失礼いたします」

「え？　あ、待ってくれないか、アリカワくん……」

「あの、バーナード機長……」

　ブリーフィング・ルームから顔を出した彼のチームの副操縦士が、恐おそる恐る言う。

「ブリーフィングが始まりますが……」

「ああ、わかった、すぐに行く！」

　バーナード機長は悔しそうに叫さけぶ。桂人はにこやかなまま、

「それでは。日本でのステイをお楽しみください」

　言って、あっさりと踵きびすを返す。

　バーナード機長は、名残なごり惜おしげに桂人を見つめてから、私の視線に気づく。

　ムッとした顔になってブリーフィング・ルームに消える。

　私は踵を返して桂人の後を追う。隣となりに並んだ私を横目で見て、桂人は怒ったように眉まゆをチラリと上げて見せる。

「どうしていつもそう喧けん嘩か腰ごしなんですか？　さっき、バーナード機長と睨み合っていましたよね？」

「……見られたか」

　私が呟つぶやくと、桂人は歩きながら本気で怒ったような顔で、

「ふざけないでください。私は本気で……！」

　彼の言葉を、私は手を上げて遮さえぎる。

「わかっている。本気で殴り合ったりはしないから。……誓ちかうよ」

　彼は本当ですね、という顔で私を睨む。私は、君を守るためのちょっとした喧嘩はもちろんするけれどね、と思うが、とりあえずそれは黙だまっておく。それから、

「さて、有川くん。今日のフライト・プランに関する意見というのは何かな？　何か問題でもあった？」

　仕事の時のような口調で言うと、桂人はハッとして、

「すみません。あなたのフライトはいつものように完かん璧ぺきでした。……バーナード機長の前でしたので、とっさに」

「私を心配して、助けてくれたわけだ。……優しい人だな」

　囁ささやくと、彼の長い睫まつ毛げの瞬きが、少しだけ速くなる。

　彼は何も言わないままで、ふいに私から目をそらす。

「もうすぐ成田エクスプレスが出る時間です。……急ぎましょう」

　そして、その足取りを少し速める。

　切きつ符ぷ売り場で東京駅までの二人分の指定席券を買い、エスカレーターでホームに下りる。

　席を確かく認にんしながらホームを歩く私たちを、旅行帰りらしい観光客たちが次々に振ふり返る。

　桂人を憧あこがれの眼まな差ざしで見つめる女性たち、そして、もっと熱い目で見送る、その気けのありそうな男たち。

　……自分がどんなに美しいか、そしてどんなに男たちの欲望をかき立てるか……本当に自覚して欲しいものなんだが。

　私は桂人の隣を歩きながら、小さくため息をつく。そして、

「ホノルルで私が言った言葉を、憶おぼえている？」

　さりげない口調で言うと、桂人は真面目まじめな顔で私を見上げてくる。

「どの言葉を指しておっしゃっているのか、わかりませんが？」

「『明日、日本に着いたら容よう赦しやしない』という言葉だよ」

　桂人はわずかに目を見開き、それから動どう揺ようしたように急いで私から目をそらす。

　凜々しく着こなした紺色の制服。真っ直すぐに前を向いて長いストライドで歩く桂人は、ほかの人から見れば、クールでまさに完璧な副操縦士に見えるだろう。

　だがその滑なめらかな頰ほおは、ほんの少しだけ淡あわいピンク色に染まっている。

　長い睫毛の瞬きが、さっきよりもさらに速い。

　彼の秀しゆう麗れいな眉が、何かの痛みに耐たえるかのようにキュッと寄せられる。

　人一倍繊細で、純じゆん粋すいで、そして恥はずかしがり屋な彼は、人前で感情を見せるのをとても嫌きらう。

　だが、恋人である私には、彼が今何を考えているのかが、手に取るように解わかる。

　……彼は、今、今夜二人に何が起きるかを想像した。

　……そして……発情してくれた。

　彼は何も答えないまま、成田エクスプレスの車内に乗り込む。そして私を振り向かないままで指定席券と座席番号を見比べて通路を足早に進んでいく。

　ちょうど到とう着ちやくする便の少ない時間だったのか、車両にはほとんど人がいなかった。

　座席は、車両の一番前。周りには客は一人もいない。

「私は通路側の席ですので」

　桂人は通路に立ち、真面目な副操縦士の顔で私に奥の席を譲ゆずろうとする。

「君が奥にどうぞ。フライトの後だ。ゆっくり眠ねむりたいだろう？」

　鹿しか爪つめらしい顔で、ありがとうございます、と言って奥の席に座った彼の隣に、私はリラックスして座る。

　肘ひじ掛かけに載のせた腕うでと腕が、微かすかに触ふれ合う。

　そんなほんの少しの接せつ触しよくだけで、彼が小さく息をのんだのに気づき、私は微笑んでしまう。

　……私の恋こい人びとは、こんなにクールな顔をして、本当に可愛い。

　成田エクスプレスは、客をほとんど乗せないままでゆっくりと発車する。

　誰の視線もないというのに、桂人は緊きん張ちようしたように真っ直ぐに前を向いて座ったままだ。

　私は、彼の耳元にそっと顔を寄せる。

「このまま私の部屋に来なさい。今夜は朝まで容赦しない。……いいね？」

　囁くと、桂人はふいに顔を伏ふせ、欲望に耐えかねたようにキュッと強く目を閉じる。

　彼の美しい唇くちびるから、小さな、しかしとても甘い囁きが漏もれたのを私は聞き逃のがさなかった。

「……はい」

　……ああ、私の美しい恋人は、なんて可愛くて、そしてなんてセクシーなんだろう？







　　　　有川桂人







　皇賀機長がタクシーを停とめたのは、東京湾わん沿ぞいの、あるバーの前。

　倉庫が多いこのあたりでは珍めずらしい、とても渋しぶくて洒落しやれた店だ。

　あたたかなオレンジ色のライトに照らされた、見逃してしまいそうに小さな看板。

　鋳ちゆう鉄てつでできた重い扉を開くと、中には急な階段が下に続いている。

「気をつけて」

　皇賀機長は先に立って私の手を取り、ゆっくりと階段を下りる。

　……皇賀機長の部屋に行く前に、ここに寄るのがいつのまにか習慣になってしまった。

　彼の手は大きくてあたたかい。そして接近しているために彼の芳かぐわしいコロンが鼻び孔こうをくすぐってくる。

　私は階段を下りながら、鼓こ動どうが速くなるのを感じる。

　……この店で美味おいしい酒を少しだけ飲んで、彼の部屋に行く。

　……そして何もかも忘れて、彼の部屋で激しく愛し合う。

　彼の愛あい撫ぶはとてつもなく優やさしく、しかし容赦なく私を快楽の渦うずに巻き込む。

　身体からだがその熱さを勝手に思い出し……鼓動がますます速くなる。

　……こうして手を引かれ、この店の階段を下りるのは……。

　私は、見上げてくる彼から思わず目をそらしながら思ってしまう。

　……まるで、抱だかれる前の儀ぎ式しきのようだ。

　地下に下りると、そこは適度な暗さに照明の落とされた、落ち着いた店内。

　テーブルはなく、カウンター席があるだけの小さな店だ。

　真しん鍮ちゆうの手すりを持つ、磨みがき抜ぬかれたカウンターの向こうには、背面が鏡張りにされた棚たな。ヴィンテージものを含ふくめた、たくさんの選び抜かれた洋酒の瓶びんが美しく煌きらめいている。

　都会の喧けん噪そうから切り離はなされた、不思議と現実味のない、隔かく絶ぜつされた空間。

　ここに来るといつも思う。まるで、大陸を行く優ゆう雅がな列車に乗ってしまったようだ。

　カウンターには顔を見たことのある客が何人もいるが、ここでは、常連といえども言葉など交かわさないし、目を合わせて挨あい拶さつをすることすらない。

　ゆっくりと自分の時間を楽しむのが、暗あん黙もくのルールだ。

　グラスを磨いていた顔見知りの初老のバーテンダーが、ゆっくりと顔を上げる。

　私と皇賀機長を見比べて、目元にいつものあたたかな笑えみを浮うかべてくれる。

「おかえりなさい、皇賀機長、有川さん。フライト、お疲つかれさまでした」

　静かな声で言って、一番奥に空いている二つのスツールを示してくれる。

　皇賀機長は客たちの視線を遮るようにして、私を一番奥のスツールに座らせる。スツールに座る時、二の腕をさりげなく支えてくれるところが……私の恋人は本当に過保護だと思う。

　……その甘さにいつのまにか慣らされてしまった、私も、私だが……。

　初めて彼の部屋に泊とまった夜（私が自分の気持ちに気づくずっと前。電車が止まって仕方なく行っただけだった）、彼はこの店に私を連れてきた。

　初めてにもかかわらず、初老のバーテンダーはなぜか私のことを知っていた。皇賀機長は事あるごとに「女め神がみのように美しい副操縦士がいる。いつか必ず連れてくる」とバーテンダーに話していたらしい。

　そして皇賀機長は私を見つめて「やっと連れてくることができた」と言った。

　その時は、なんてふざけた人なんだろう、と思っただけだったが……。

「どうぞ」

　バーテンダーが、いつもの飲み物を私たちの前に置いてくれる。

　彼には珍しいヴィンテージもののバーボンのストレート、私にはシンガポール・スリングだ。

　……そういえば、あの夜から、ずっとこれになってしまったな。

　並んだ二人のグラスに、点ともされたろうそくの明かりがキラキラと反射している。

「乾かん杯ぱいしよう。……何がいい？」

　彼のセリフも、あの夜と同じだ。私はグラスを持ち上げて、

「今夜も見事だった、あなたの着陸に」

　彼はにっこり笑って、

「君に褒ほめてもらえて、とても光栄だ」

　言って、茶目っ気のある仕草で、私のグラスにグラスをぶつける真似まねをする。

　私はグラスを上げて、いつものシンガポール・スリングをゆっくりと味わう。

　甘い物はどちらかといえば苦手だ。こんな女性の好みそうなカクテルを飲む趣しゆ味みはなかったはずなのだが……厳選された物だけを使い、熟練した技で作られたこの店のカクテルは、すっきりとして、それでいて深い味わいがあり……本当に素す晴ばらしい。

「……美味しい……」

　私が呟つぶやいたのを聞いて、皇賀機長は満足げに微笑ほほえむ。それから自分のグラスを持ち上げ、バーボンを美味しそうに飲む。

　彼の長く美しい指に支えられると、クリスタルのグラスと芳ほう醇じゆんな琥こ珀はく色いろのバーボンは、ますますその煌めきを増すように見える。

　グラスに触れる彼の男っぽい唇に、私は一いつ瞬しゆん見とれ……それから慌あわてて目をそらす。

　彼の唇がキスマークを刻む感かん触しよくを思い出し……首筋がカアッと熱くなったからだ。

　ネクタイをきっちりと締しめ、一番上までボタンを留めた私のワイシャツの下、隠かくされた場所に……今も、セクシーな彼のキスマークが……。

　身体の奥深い場所が、ふいに、ズクン、と甘く疼うずいた。

　私は小さく息をのみ、唇を嚙かんで、いきなり訪れた熱い感情を必死で抑おさえ込む。

　……いけない、こんなところで……。

「ここに来て、これを飲むと、やっと一仕事終えたという気に……」

　いつものセリフを、彼が途と中ちゆうで途切れさせる。

「頰ほおが赤いな。まだ一口しか飲んでいないのに、なぜ？」

　彼は楽しそうな口調で言う。私は、彼から顔を背そむけながら、

「赤くなどなっていません。光の加減ではないですか？」

「本当？　もしかして体調が悪くて、もう酔よってしまったとか？」

　彼は言って、確かめるように、さらに私に顔を近づけてくる。

　ふわりと鼻孔をくすぐった彼の芳しいコロンの香かおり。セクシーなムスクを含んだミドル・ノートに、また身体の奥が熱くなる。

「離れてください」

　冷たい口調で言ったはずの私の声が、なぜか甘くかすれてしまう。

「私は、酔ってなどいません。馴なれ馴れしく近づかれるのは……」

「……君は、発情している」

　私にしか聞こえないような小さな声で囁ささやかれて、私は思わず彼を振ふり返る。

　彼は夜空のような漆しつ黒こくの瞳ひとみで私を見つめて、まるで催さい眠みん術をかけるかのように低く言う。

「……抱かれたいと思っている」

　その視線の熱さ、囁きのあまりの甘さに……私は思わず目め眩まいを覚える。

　……「違ちがいます」と言わなくてはいけないのに……。

　……言わなければ、肯こう定ていしたと思われてしまうのに……。

　彼は熱い目で私を見つめ……それからいきなり、手で顔を覆おおって深い深いため息をつく。

「……はあ……」

　さらに次の口説くどき文句が来ると身構えていた私は、意外な彼の反応に驚おどろいてしまう。

「なんなんですか、そのため息は？」

　それから、かなりムッとしてしまいながら、

「今すぐタクシーを拾って家に帰ります。私がお部屋に伺うかがうのはご迷めい惑わくのようですから」

　伝票を摑つかんで席を立とうとする私を、彼の手が慌てたように止める。

「まさか。迷惑なわけがないだろう？　私がため息をついたのは、さっき言われたことを思い出したからだよ」

「さっき？　バーナード機長に何か言われましたか？」

　彼は、あんな男のことは気にしていない、とでも言いたげに肩かたをすくめる。

「スケジューリング・マネージャーの拝島氏に呼び出されていただろう？　その時に言われたことだ」

　その言葉に、私は青くなる。

　……ちょっとした伝達事じ項こうとしか思わなかったのだが、もしかしたら深刻な話だったのか？

「もしかして、この間、ホノルル空港で黄ホワン機長に突つっかかったことに関してですか？　それともニューヨークのホテルでバーナード機長に暴言を吐はいた時のこと？　さらにさっきも危険な雰ふん囲い気きでしたし……もうああいうことは二度となさらないでください。彼らはあなたの大だい先せん輩ぱいじゃないですか」

　私の言葉に、彼は反省した様子もなく、ふん、と怒おこったように鼻を鳴らす。

「私は間ま違ちがったことなどしていない。黄機長は君に露ろ骨こつなことを言ったし、バーナード機長に至っては君を部屋に誘さそい込もうとした。もっと言ってやってもよかったくらいだ」

　彼の言葉に、私は深いため息をつく。

　……まったく。解わかっていないんだから、この人は。

「皆みなさん、冗じよう談だんがお好きなだけですよ。あんなことは別に珍めずらしくはありませんし……」

「『皆さん』？　『珍しくない』？」

　彼が身を乗り出してきたのを見て、私は自分が口を滑すべらせたことに気づく。

「ああいうことがしょっちゅうあるのか？　ほかの機長たちからも誘われている？　私がちょっと目を離した隙すきに？」

　私は言わなければよかった、と思いながら、

「もちろんどなたも本気ではありませんし、私も本気にしているわけではありません。私が若じやく輩はい者でクソ真面目まじめな男だから、皆さん面おも白しろがってからかうだけなんでしょう」

　皇賀機長はまた深いため息をついて、

「自分がいかに魅み力りよく的か、自覚していないところが一番危険だ」

　皇賀機長は私をやけに真しん剣けんな顔で見つめて、

「君は見とれるほど綺き麗れいで、本当に色っぽい。そしてその魅力で、君のような美人に興味のある男を残らず魅了する。その証しよう拠こに黄機長も、バーナード機長も、かなり本気だ。……君は、そのことをちゃんと自覚しなくちゃいけない」

「は？」

　彼の言葉に、私は呆あつ気けにとられる。

「おっしゃっていることの意味がよくわかりません。私は綺麗でも色っぽくもありませんし」

「いくら言ってもダメか」

　皇賀機長はため息をつく。それから、

「スケジューリング・マネージャーの話は、スケジュールの変へん更こうの件だ。……近々、ＶＩＰフライトがあるらしい。その機長として私が指名されたんだ。ＶＩＰから、直じき々じきに」

「そうなんですか？　光栄なことじゃないですか」

　私は嬉うれしくなりながら、

「おめでとうございます。がんばってください」

　言うと、彼はなぜかまた深いため息をつく。

「なぜため息なんですか？　あなたを信しん頼らいをして指名してくれたのだろうし、いいことだと思うのですが？」

「そのフライトの日が、君と一いつ緒しよに南の島に行く予定に重なっているんだ！」

　その言葉に、私はドキリとする。

　……それは……。

「だから断る」

　彼の言葉に、私は驚いてしまう。

「ＶＩＰ直々の指名ならば断るのは難しいでしょうし、さらにそんなことをしたらベテランパイロットたちの中には、皇賀機長に反感を抱いだく人も出ると思います」

　皇賀機長はもともとアメリカーナ・エアラインの訓練所出身ではない。アメリカ空軍上がりのうえ、このマイペースな性格。さらに、この業界にありがちな縦社会をくだらないと思っているフシがある。

　……ただでさえ、会社組織の中では浮うきがちなのに……。

　私は思い、ため息をつく。

　……これ以上先輩方の心証を損ねて、これから仕事がやりづらくなってしまうのは皇賀機長の将来のためにならないのに……！

　……彼は、私には眩まばゆいほどの天才パイロットだ。妙みようなことで足をすくわれて欲しくない！

「そんなことが原因で、くだらない争いなどに巻き込まれたりするのは望ましくありません。あなたはその依い頼らいを受けた方がいいと思います」

　私が言うと、彼は私の顔をじっと見つめる。そして妙に真剣な表情で、

「君は……私との二人きりのバカンスがつぶれることが、寂さびしくはないのか？」

　その言葉に、私はドキリとする。

　……二人きりのバカンス……。

　その響ひびきは、私の胸を不思議なほどに締しめ付ける。

　同じチームに所属しているためにフライト中はほとんど行動をともにしているし、ステイ先のホテルでも一緒に過ごすことはできる（もちろん部屋は別々だが、彼が勝手にやってくる）。

　日本に帰ってきている時には、ほとんどの時間を皇賀機長の部屋で過ごしているのもたしか。

　だが、私の頭の中からは、いつでも次のフライトのことが抜ぬけない。きっと彼も同じだ。

　だから、何もかも忘れて過ごせるであろう今回のバカンスを……私は柄がらにもなくとても楽しみにしていた。

　……そうか、この依頼を受ければ、バカンスは中止になるんだ。

　そのうえ、パイロットの仕事には厳しい時間制限がもうけられているために、一度二人のスケジュールがずれれば、しばらくは一緒のフライトができなくなるに違ちがいない。

　私の心が、ズキリと痛む。

　……私は別の機長と行動をともにし、そして彼の隣となりには別の副操縦士が……。

　皇賀機長は、アメリカーナ・エアラインでは一、二を争うほどの有名パイロットで、しかも見とれるような美び貌ぼうの持ち主。彼に憧あこがれている副操縦士はいくらでもいる。

　……彼の隣に、誰も座らせたくない。

　いつも冷めている私の心に、ふいに燃え上がりそうな熱い気持ちが沸わき上がる。

　それはまるで……嫉しつ妬とのような……？

　……だが……。

　私は拳こぶしを握にぎりしめて思う。

　……私がこんなところでわがままを言えば、彼の輝かがやかしい将来に、もしかしたら傷が……？

「……桂人」

　皇賀機長の声に、私はハッと我に返る。

　彼はその端たん整せいな顔に、ふいにセクシーな笑えみを浮かべる。

「私のことを心配してくれているんだね？　ほかの機長と気まずくならないように」

「……あ……」

　図星を指されて、私は思わず動どう揺ようする。

「クールな顔をして……本当に優やさしいんだから」

　彼が手を伸のばし、私の髪かみをフワリと撫なでる。その大きな手、あたたかな感かん触しよくに、心がズキリと甘く疼うずく。

　……ああ、本当はずっと一緒にいたい。でも……。

「……愛している、桂人。君の言うとおりにするよ」

「わかってくださいましたか？」

　少し落ち込みながら私が言うと、彼はイタズラを思いついた少年のような顔で笑う。

「ああ。いいことを思いついたんだ。……君も一緒に来ればいい」

「はあっ？」

「そうだ、キャビン・アテンダントのメンバーもリクエストしてみよう。いつものチームの方がやりやすいし、君に熱ねつ烈れつに憧れているコックピット・クルーになど乗り込まれたら、飛行中も気が気でないからね」

　……解ってはいたけれど……。

　私は呆ぼう然ぜんとしてしまいながら思う。

　……なんて強ごう引いんで、しかもなんてマイペースな人なんだ！







　　　　皇賀凱一







「お先に失礼しました」

　バスローブを着た桂人が、髪の毛をタオルで拭ふきながら言う。

　艶つやのある漆しつ黒こくの髪が、濡ぬれて、ミルク色のうなじに張りついている。

　少しのぼせたのか、滑なめらかな頰ほおと美しい形の唇くちびるが、いつもよりもふわりと紅あかい。

　バスローブをきっちりと着込み、腰こし紐ひもをきつく締めているところがいかにも彼らしいが……そのせいでしなやかな身体からだのラインが露あらわになってしまっていて目の毒だ。

　彼はパイル地のスリッパを履はいた足で、優ゆう雅がに部屋を横切ってくる。

　そして、ソファに座っている私の脇わきをすり抜けて、窓に近寄る。

　ここは、私の住んでいるマンション。

　ダークな色の木が張られた高い天てん井じよう、艶のある黒い石張りの床ゆか。

　インドネシアで自分で探した、重厚なアジアン・アンティークのソファ。

　広々としたリビングと、高層マンションにしては珍めずらしい、大きなテラスが気に入っている。

　だが、私がここを買うことにした一番の理由は……。

「……アメリカーナの飛行機が飛びますね。どこ行きでしょう？」

　桂人は言って、窓の外を見つめる。

　部屋の明かりを間接照明だけに落としているために、横長の大きな窓からは、羽はね田だ空港が一望できる。

　駐機場を照らす、オレンジ色の夜間照明。滑走路を彩いろどるのは、ブルーの小さな灯あかり。

　加速した飛行機が、ふわりと空に舞い上がる。

　桂人はまるで子供のような顔で、その飛行機を一心に見つめている。

　その煌きらめく瞳ひとみを見て、彼は本当に飛行機と、そして空が好きなんだな、と思う。

　私はサイドテーブルに置かれた時計を見る。

「この時間だと、上シヤン海ハイ行きの最終だろうな」

　答えて、彼に向かって手を差さし伸べる。

「……おいで」

　彼は驚おどろいたように顔を上げ、ガラスに映った私を見つめ……それからゆっくりとこっちを振ふり返る。

「……疲つかれただろう？」

　彼は緊きん張ちようしたように目を見開き、それからゆっくりと私の方に歩いてくる。

　私は手を取って彼をソファに座らせ、自分は彼の前にひざまずく。

「皇賀機長。あなたの方がお疲れなんですから……」

「君をマッサージすることが、私のリラックス法なんだ。やらせてくれ」

　彼は困ったような顔をしてから、恥はずかしそうにスリッパを脱ぬぐ。

　操縦席は、シートベルトのほかに、肩かたもショルダーハーネスで固定されている。

　そしていつも気を張っている桂人は、フライトの後、とても筋肉が凝こってしまうらしい。

　最初に彼が来た夜から、これは私たちの儀ぎ式しきのようになってしまった。

　私は、彼の足首を大切に支え、そっと持ち上げる。

　膝ひざまである裾すそからすらりと伸びるのは、しなやかな筋肉を薄うすく浮うき上がらせた滑らかなふくらはぎ。

　その下の足首は引き絞ったように細く、ピンク色に染まったくるぶしがとても色っぽい。

　私は両手で彼の足を包み込み、彼の足裏を指先でキュッと押してやる。

「……ああ……」

　彼の唇から、無防備なため息が漏もれた。

「気持ちがいい？」

　私が聞くと、彼は目を閉じてうなずく。

「……ええ、とても」

　彼がとても疲れていることを表しているかのように、足裏はこわばっている。

「そうだろうな。とても硬かたい。触ふれているだけで可哀かわい想そうになるほどだ」

　私は言って、彼の足裏を丹たん念ねんにマッサージしてやる。

「……あ……あ……」

　キュッと指で押すたび、彼の唇からはとても色っぽいため息が漏れる。

　片方の足をたっぷりとほぐして柔やわらかくしてやってから、もう片方の足を持ち上げる。

　頰を上気させた彼が目を開け、どこか陶とう然ぜんとした顔で私を見つめる。

「申し訳ありません。あなたに、こんなこと……」

「気にしないで。リラックスしていなさい」

　私は言って、もう片方の足裏をゆっくりとマッサージし始める。　>>>♥

「……ん……んん……っ」

　桂人はソファに後頭部を預け、長い睫まつ毛げを伏せている。

　のけぞった白い首筋がとても色っぽくて……私は思わずドキリとする。

　足裏を解ほぐしてやってから、今度はふくらはぎをゆっくりと揉もむ。

　溜たまった疲れを押し上げるようにしてやると、彼は目を閉じたままで、気持ちいいです、と小さく呟つぶやく。

　彼のクリームのように滑らかな白い肌はだに、拭き残したお湯の滴しずくがキラキラと煌めいている。

　彼の骨格の繊せん細さいさを示すような、ほっそりとした足首。

　繊細な骨格の薄く浮いた、透すき通るように白い足の甲こう。

　すらりとして長く、形のいい足指。

　そしてその先に煌めく、桜貝のようなピンク色を宿した、艶のある爪つめ。

　彼の素す直なおな筋肉は私のマッサージに応こたえて、あたたかく解れていく。

「……気持ちよかった……」

　桂人が陶然とした声で囁ささやく。

「……どうもありがとうございま……」

　私は顔を下ろし、彼の言葉を遮さえぎるようにして、彼のつま先にそっとキスをする。

「……あ……っ」

　彼の唇から、ため息交じりの小さな声が漏れた。

　その声が拒きよ絶ぜつでなく、甘さを含ふくんでいたことを確かめてから、私は唇をそっと滑すべらせる。

　滑らかな足の甲に唇を付け、そしてチュッと音を立ててキスマークを刻む。

「……ああ……っ」

　支えている彼の足が、感じてしまったかのようにヒクリと小さく震ふるえた。

　私は彼の滑らかな脚あしに手を滑らせ、バスローブの裾をゆっくりとたくし上げる。

「……あ……」

　露わになった白く滑らかな腿ももに、そっと唇を下ろす。

　チュッと吸い上げると、彼の身体がヒクリと反り返る。

「……ああっ……！」

　私は唇を滑らせ、バスローブの布地を鼻で分ける。

　そして、下着の布に包まれた、彼の大切な部分にそっとキスをする。

「……やあぁ……っ！」

　布地の下で、彼の屹きつ立りつが、ヒク、と強く反応した。

「このまましたい。……いい？」

　問いかけると、彼は大きく喘あえぎ……それから観念したように小さく囁く。

「……このまま、して……」

　……ああ、私の恋こい人びとは、なんて色っぽいんだろう……。







　　　　九條高章







「寒い寒ぅい！」

　湯気の立つ湯飲みをこたつの上に置いた空が、私のすぐ隣となりに座る。

　そして無理やりねじ込むようにして、こたつに脚を入れてくる。

　彼のしなやかな脚と私の脚が擦こすれ、布地越ごしながらドキリとする。

　私は動どう揺ようを声に出さないようにしながら、ことさら堅かた苦くるしい口調で、

「藤崎さん、こたつには四つの辺があります。なのに、一つの辺に二人で無理やり入るのは、間ま違ちがってはいませんか？」

　私が言うと、空は拗すねたように唇を尖とがらせる。

「おまえってそんなことばっかり！　いいじゃん、恋人同士なんだぜ、オレたち？」

　言って、それからふいに恥ずかしそうにそっぽを向く。

「台所、寒かった！　お茶いれてる間に、すっかり身体が冷たくなった！」

「え？」

　なんのことを言われているのか解わからずに聞き返すと、彼は間近に私の顔を見上げてきて、

「おまえのためのお茶をいれてる間にっ！　ほらっ！」

　彼の手が、私の手をいきなり摑つかむ。

　彼の指は細くしなやかで、手のひらはまるで仔こ猫ねこの肉球のように柔らかい。

　ひんやりと冷たい、とてつもなく滑なめらかな手て触ざわりに……自分の中の何かがいきなり切れそうになる。

　そう、手のひらだけでなく、彼の身体からだはどこもかしこも柔らかく、そしてこんなふうにサラサラと滑らかなんだ。

　彼の名前は藤崎空。二十六歳。

　アメリカーナ・エアラインのキャビン・アテンダントで、私の先せん輩ぱいに当たる。

　薄茶色の髪かみ、ふわりとしたミルク色の頰ほお、キスをねだるような淡あわい色の唇くちびる。

　反り返った長い長い睫毛の下の、煌きらめく瞳ひとみ。

　黙だまってさえいれば、見とれるほど可愛かわいらしい……私の恋人だ。

　私の名前は九條高章。二十四歳。

　キャビン・アテンダントとしてアメリカーナ・エアラインに入社して二年目の新人だ。

　アメリカ人の父と日本人の母を持つハーフで、生まれはニューヨーク。アメリカの学校で教育を受けていたが、高校生の時に両親が別居し、それを機に私は母とともに母の故郷である日本に移り住んだ。

　実は、今私が勤めているアメリカーナ・エアラインは、父方の一族が経営している企き業ぎよう。現在の社長は父に当たる人間で、私以外に跡あと継つぎのいない彼は、ゆくゆくは私にアメリカーナ・エアラインを継つがせようとしているようだ。

　強制に近い父の強い希望で、大学を出たら入社試験を受けることだけは約束した。

　父は私がニューヨークにある本社オフィスに勤めるものと思っていたらしいが、実は私には考えるところがあり……父に黙ってキャビン・アテンダントの試験を受け、そして合格し、そしてこうして仕事をしている。

　父はそれを不満に思っているようだが、私が飛行機に乗務することでエアラインというものを実地で学ぼうとしているのだろうと前向きに取り（もしくは飛行機に乗ることに飽あきたら経営陣じんに加わるつもりだろうとタカをくくったのだろう）、なんとか許してくれている。

　父と母は世間体を慮おもんぱかって正式に離り婚こんをしていない。だから私はいちおうアメリカーナ・エアラインの社長令息と言える立場なのだろう。だが母方の日本名を使っているせいと、わざわざ社長の息子むすこだと名乗ってほかの社員にいらない遠えん慮りよをされるのが面めん倒どうなのであえて口外していない。

　私が、実はアメリカーナ・エアラインの社長の息子であることは、ほとんどの社員が知らない。

　そして、恋人であるこの空にも、そのことはまだ告白できていない。

　私が社長の息子であることを知っているのは、今は皇賀機長とわずかな重役たちだけだ。

　私個人は、社長の座などに興味はない。父が私に社長を継がせることをあきらめて、重役の誰かに適当に社長の椅い子すを譲ゆずって欲しいと思っている。

　私は、この一年でキャビン・アテンダントという仕事がますます好きになったし、やりがいを感じてもいて、そう簡単に辞やめる気はない。

　だが、今の私は経験が浅く、キャビン・アテンダントとして一人前とはとてもいえない。きちんとキャリアを積み、一人前になれてから……私は自分の素性のすべてを空に告白しようと思っている。

「九條？」

　空は私の手を握にぎったまま、私の反応を待つように真っ直すぐに見上げていた。

　上うわ目め遣づかいで見上げてくる潤うるんだ瞳、ふわりと鼻び孔こうに届く香かおりに、ドキリとする。

　……いけない。

　……ここは、彼の家で、しかもいつお兄さんたちが帰ってくるか解らない状じよう況きようで……。

「オレ、冷たくなったのは、手だけじゃないんだぞっ！」

　彼は焦じれたように叫さけんで、いきなり私の手を持ち上げる。

「こんなとこだって冷たいんだぞっ！」

　そして、私の手の甲に、いきなり乱暴に唇を押しつける。

「んんっ！」

　まるで子供が遊びでするような、色気も何もないキス。だが、ひんやりとして蕩とろけそうに柔やわらかな唇の感かん触しよくは、私の理性を霞かすませるにはじゅうぶんだった。　>>>♥

「……藤崎さん」

　私の声が、低くかすれた。

　私が怒おこったと思ったのか、彼はギクリと身を震わせて、私の手から顔を上げる。

「なっ、なんだよっ！　悪かったよっ！　そんな怖こわい顔しなくたって……あっ！」

　空の言葉が、途と中ちゆうで途切れる。

　私が彼の後頭部に手を回し、そのまま引き寄せたからだ。

「九條……んんっ！」

　私は彼の言葉を吸い取るようにしてその柔らかな唇を深く奪うばった。

「……んんーっ！」

　開いた歯列の間から舌を滑り込ませると、空の身体からフワリと力が抜ぬける。

　そのまま背中と後頭部を支え、彼の身体を畳たたみの上に押し倒たおす。

「……んん……っ」

　上からのしかかるようにしてキスを繰くり返し、舌をすくい上げると、空の呼吸が速くなる。

「……んん、九條……！」

　空は動揺したように呻うめき、身体を震ふるわせる。

　キスを繰り返しながら、彼のネクタイの結び目に指を入れる。

「……んん……っ！」

　彼の手が、ダメ、というように私の腕うでを摑んだことで、私の理性の糸が完全に切れる。

「……藤崎さん」

　私は唇を触ふれ合わせたままで、彼に囁ささやく。

「……本当にわからない人だ。ここで抱だかれる覚かく悟ごもないのに私を誘ゆう惑わくしたんですね？」

「……あ……っ」

　見上げてくる空の瞳が、少し怯おびえたように、しかしとても色っぽくジワリと潤む。

「……誘惑されたら……」

　私は囁いて、彼の首筋に顔を埋うずめる。

「……ああっ！」

　耳に舌を這はわせただけで空の身体がまるで達してしまったかのようにヒクリと跳はね上がる。

「……私にめちゃくちゃにされるだけの覚悟ができていると判断します。いつもそう言っているでしょう？」

　囁いて、マシュマロのように柔らかな耳たぶを甘あま嚙がみしてやる。

「……ああ、ん……」

　耳たぶは、とても感じやすい空の弱点の一つだ。口に含ふくんで舌で愛あい撫ぶすると、彼の唇から蕩けそうな声が漏もれる。

「……やあ、九條……ああ……」

　重なり合った身体。彼の細ほそ腰ごしが無意識の動きで揺ゆれて、私の下腹に押しつけられる。

　制服のスラックスの下、彼の中心が熱くなってくるのが解る。

「……お兄さんたちに、帰国のご挨あい拶さつはします。ですが、今夜はホテルに泊とまりますよ？」

　私は彼の耳に囁きを吹ふき込む。

「……ハワイであんなにお預けにされて……もう我が慢まんできません……」

「……ああ……っ」

　空が甘い声を上げ、そして涙なみだに潤んだ目で私を見上げてくる。

「……いつもあんなにクールなくせに、こんな時だけそんなエッチなこと……あ……っ！」

　私が制服の上着のボタンを開き、ワイシャツの上に手を滑すべらせると、彼は驚おどろいたように声を上げる。

「……ああ……ん……っ！」

　ワイシャツの生き地じの下、彼の小さな乳ち首くびが誘さそうように尖とがっているのが解る。

　布地越ごしにくすぐるように愛撫してやると、彼は悲鳴のような声で、

「……ダメだよ……もうすぐ兄さんたちが……っ」

「ホテルに泊まると言ってください。でないと、お兄さんたちが帰ってきてもやめませんよ？」

「……そんなぁ……っ！」

　彼は涙を溜ためた目で私を見上げてきて、

「……だけど、大たい地ち兄さんが、今夜はアンコウ鍋にしてくれるって言ってたし……」

「それなら食事の後での出発にしてもいいです」

「……ええっ？　だけど明日は、海かい兄さんが『ひさごや』の豆あんみつを食べに連れていってくれるって……」

　私はため息をつく。

　……さすが兄弟だけあって、空の弱点を知り尽つくしている。

　……しかし、ここであきらめたら……。

「兄弟が仲がいいことは、とても素す晴ばらしいと思います。しかし度を越すとブラコンと呼ばれますよ？」

「うっ！」

　空は心当たりがあるのか言葉に詰つまり、ムキになって、

「たしかに大地兄さんと海兄さんはオレをめちゃくちゃ甘やかすから、近所の人たちにブラコンとか言われてるけど……オレは別にブラコンなんかじゃ……っ」

「本当ですか？　恋こい人びととベッドの中にいるのに、お兄さんたちから国際電話がかかってくると、恋人のことを忘れて長話をしてしまっているのに？」

　私が言うと、空はまた言葉に詰まり、それから、

「この間のこと、まだ根に持ってるんだなっ？」

「この間だけではありません。何度も、ですが？」

　私は赤くなった空を上から見下ろして、

「今夜はきっとお酒を飲まされます。いつものように酔よっぱらってはいけませんよ？」

「ええっ？」

「豆あんみつ屋さんへは私が連れていってあげます。ですから夕食が終わったら出発です。……わかりましたね？」

　最後の部分を耳の奥に囁きで吹き込む。空は、かすれた声で、

「……わ、わかった、から……」

　囁いて、熱く潤んだ目で私を見上げてくる。

「……だから、キス、して……」

　蕩けそうな囁きが、私の理性を吹き飛ばす。

　私は、彼の甘い唇くちびるを貪むさぼるためにゆっくりと顔を下ろし……。

「ただいま！」

「空ー！　帰ってるのか？」

　玄げん関かんの扉とびらが開く音、それに続いて聞こえた二人分の声。

　……もう少し遅おそくてもよかったのに……。

　私は思い、深いため息をつく。

「……うわっ、帰ってきたっ」

　空が慌あわてた様子で囁き、私は渋しぶ々しぶ彼の身体からだの上から身を起こす。

　二人で寄より添そっているところをブラコンのお兄さんたちに見られたら何を言われるか解らないので、こたつからいったん出て、隣となりの辺に移動する。

「空？　いるのか？」

　廊ろう下かを歩いてくる二人分の足音と、空を呼ぶ声。

「うん！　帰ってきてるよー！」

　空は慌てて起き上がって廊下に向かって叫さけび、それから、

「ど、どうしよう、オレ……」

　私に向かって泣きそうな顔で囁いてくる。私は不思議に思いながら、

「どうしました？　まだキスを見られたわけではないじゃないですか。何か問題でも？」

「……問題、大ありだよっ！　おまえが、あんなすごいキスするから……」

　空は言い、両手で脚あしの間を押さえるような格好で、真っ赤になってうつむく。

「……勃たっちゃった……」

　その様子があまりにも可愛かわいらしくて、私は思わず吹き出してしまう。

「笑ったなっ！　信じらんないっ！」

　空が顔をさらに真っ赤にして叫び、私に向かって拳こぶしを振ふり上げる。

「おまえなんか嫌きらいだあ！　バカバカ！　バカ九條ーっ！」

　それから彼は声を潜ひそめて、恨うらみがましい声で囁いてくる。

「……ホテルは行かないっ！　それにもう、おまえとは、金こん輪りん際ざいエッチしてやらない……っ！」

　……なんてことだ……。







　　　　有川桂人







　バーレーン国際空港。

　私と皇賀機長は、空港ターミナル内にあるアメリカーナ・エアラインの運航管理室にいた。

「おはようございます」

　にこやかに入ってきたのは、担当ディスパッチャーのラドワン氏だった。

　ディスパッチャーというのは、飛行機の運航管理者のことで、上層風の分布図や悪天予想図をもとにして、フライトの飛行計画を立てる担当者だ。発着空港の気象、ルート上の気象、飛行機の重量をもとにして、塔載燃料や飛行高度を綿密に計画する。

　ディスパッチャーが空の地図に当たるプロッティング・チャートを製作し、私たち操縦士は、そのチャートによってどの空路で飛行機を運航するかを決定することになる。

　大おお柄がらな身体でアメリカーナ・エアラインの地上職員の制服を着こなした彼は、癖くせのある英語で、

「お久しぶりです、コウガ機長、アリカワさん」

　言って、私と皇賀機長に握あく手しゆを求めてくる。

「お久しぶりです」

　皇賀機長はにっこり笑いながら握手をし、それから私と彼が握手をするところを見て少しムッとした顔をする。私はそれに気づいて、あきれながら思う。

　……まったく、どこまでやきもち妬やきなんだろう、この人は？

　ラドワン氏は嬉うれしそうな顔で、

「今回は、アル・ジャッバール一族の方々からの直じき々じきのご指名だそうですね。さすがは皇賀機長だ」

　皇賀機長は複雑な顔になって、

「一つお聞きしておきたいのですが……その、アル・ジャッバール一族というのは、どういう方々なのですか？」

　ラドワン氏は、彼らを知らないのか、という顔で目を丸くする。それから、

「まあ、遠い日本からいらしたのでは、ご存じないのも無理はないかもしれませんが……」

　言って、ミーティングテーブルの向こう側に座る。私たちが座ったのをたしかめてから、

「油田とダイヤモンド鉱山を持つ、とんでもない大だい富ふ豪ごうの一族です。航空業界に顔が広くて、この空港の建設時にも資金を援えん助じよしていますし……たしかアメリカーナの株もだいぶ持っていたんじゃないかな？」

「……なるほど。大株主ね」

　皇賀機長は、ため息交じりの声で言う。

　飛行機をチャーターすることも、そのうえ機長を指名することも、もちろん不可能ではないのだが……たとえお金を払はらったとしても、本社の上の方との親密なつながりがないと難しいだろう。

　……会社の上部がそんなワガママを平気で許した理由がやっと解わかった。

「テレビ局を作ったり、病院や学校に莫ばく大だいな寄付をしたり……アル・ジャッバール一族の首長はたくさんの人々から尊敬されている偉い大だいな人です。ただ……」

　ラドワン氏はテーブルの上に身を乗り出して、声を小さくする。

「……偉大な首長が率いているとはいえ、人数が多ければ、一族の中にたまに問題児もいるということで……」

「問題児？」

　皇賀機長が聞くと、ラドワン氏は困った顔になる。

「ええと……正直に申し上げれば、今回の乗客はかなり扱あつかいづらいかもしれません」

　私と皇賀機長は、思わず顔を見合わせる。ラドワン氏は乗客リストを指して、

「実は……今回乗客リストにあるこの三人は、この国では有名な……なんというか……」

「鼻つまみ者？」

　皇賀機長の言葉に、ラドワン氏は苦く笑しようして、

「私にはそこまでは言えませんが……ともかく、要注意人物としてリストアップされている人々です。ああ、もちろん政治的、思想的に問題があるわけではないのですが……ええと、なんというか……」

「思想的には問題のない、どうしようもない遊び人」

　皇賀機長の言葉に、私は彼を思わず睨にらむ。

　……いくらバカンスが中止になったことが気に入らないからといっても、さっきから、この人は……！

　皇賀機長は私の視線に気づくが、知らないふりでわざと目をそらす。そして、乗客リストを見ながら、

「行き先がラスベガスというところからも、それはうかがえます。しかし子供連れじゃないですか」

　あきれた声で言う。

　そう。乗客リストにあるのは大人おとなの男性が三人。そして三人の子供たち。

「子供連れで、ギャンブル旅行というわけですか？」

　ラドワン氏の柔にゆう和わな表情が、そこではっきりと曇くもる。

「私もその神経が信じられないのですが……この三人の素行を見る限り、ついついそう取りたくなってしまいます」

　ラドワン氏は言い、それから私と皇賀機長の表情に気づいたようにハッとして、

「す、すみません。フライト前にこんなことを……」

　皇賀機長は肩かたをすくめて言う。

「どんなに素行が悪い乗客でも、きちんと目的地に送り届ける。それが私たちの仕事ですから。キャビン・アテンダントたちに注意するように言っておきましょう。……そろそろミーティングを始めましょうか」

　皇賀機長の言葉に、ラドワン氏はホッとしたように息をつく。

「そうですね。失礼しました」

　彼は言い、テーブルの上にプロッティング・チャートを広げた。

　今回乗務する機種は、ボーイング７６７‐３００ＥＲＹ。全長54・９ｍ、全高15・９ｍ、巡じゆん航こう速度８５０㎞／ｈ、座席数２８６席。いつものジャンボジェットより一回り小型の、しかし最さい新しん鋭えいの飛行機だ。

　行きはバーレーンからヨーロッパ上空を飛び、ラスベガスに到とう着ちやくする。

　そこで、クルーたちは三日間のステイ。

　そして帰りはラスベガスから太平洋上を飛び、成田で一度給油してからインド洋上空を通ってバーレーンに到着する予定。

　行きと帰りで、ほぼ地球を一周することになる。最短ルートではないが、彼らの要望ということで私たちはそれに合わせたフライト・プランを立てている。

「運航経路上に問題のありそうな気象条件は今のところ見あたりません。ラスベガスの天気予報は晴れ」

　ラドワン氏が言い、書類をめくって、

「ノータムによると軍事演習の予定はありません。もちろん、実戦も」

　にっこり笑って言うが、その冗じよう談だんには私たちはとても笑えない。

「ルート・Ｒ２７が最善かと思いますが。……有川くんの意見は？」

　皇賀機長が言い、私はうなずく。

「私も賛成です」

　ラドワン氏は飛行計画書を皇賀機長に差し出しながらにっこり笑う。

「私も同感です」

　皇賀機長は、制服の胸ポケットからペンを引き抜ぬく。

　彼が署名をする瞬しゆん間かんには、私はいつも鼓こ動どうが高鳴るのを感じる。

　それは、皇賀機長が、乗客、そして私たち乗員の全員の命を預かる、という証あかしだからだ。

　彼はいつものように迷いのない強い筆ひつ致ちで署名をする。

　……私もいつか……。

　私は、ペンを握にぎった、彼の美しい指を見つめながら思う。

　……機長になり、そしてこうやって、飛行計画書に署名をする日が来るのだろうか……？

　私の心に、チクリと鋭するどい痛みが生まれる。

　……ずっとずっと副操縦士でいることなどできないんだ。

　……皇賀機長の、隣となりに座り続けることも。

「それでは、よい飛行を」

「ありがとうございます」

　私たちは言い、そしてテーブルに広げていた、分厚いオペレーション・マニュアル、ルート・マニュアル、そしてチェックリストを閉じる。それを運フライ航ト・鞄バツグに詰つめ、私物の入ったオーバーナイトバッグと一いつ緒しよにカートに乗せて、運航管理室を後にする。

　廊ろう下かを隔へだてた向こう側に、ミーティング・ルームがあった。

　そこには、今回のフライトに同乗するキャビン・アテンダントたちが集合している。

　キャビン・アテンダントのメンバーは、チーフ・パーサーに篠しの原はら慎しん也やくん。パーサーにロバート・ラウくん。そして藤崎空くんと、九條高章くん。

　全員がいつもチームを組んでいて、気心が知れているメンバーだ。

　一昨日、別々の便に乗り、私たちはデッド・ヘッド（働かずに乗客として飛行機に乗ってくることだ）でバーレーンに到着した。そして全員が昨日は一日ステイをもらっていた。

　普ふ段だん、私たちは成田─ホノルル─ロスアンゼルス─ニューヨークという太平洋便に乗務している。一カ月に一度程度、ロングフライトでヨーロッパに飛ぶが、たいていはロンドンかパリまで。中東まで足を伸のばすのは久しぶりだった。

　しかし、慣れないＶＩＰフライト（全員が初めてだ）ということでさすがの彼らも緊きん張ちようしたらしく、観光もしないでホテルでずっとおとなしくしていたらしい。

　まあ、どこへ行っても誰の前に出てもマイペースな皇賀機長だけは例外で、いつものように私にせまり、そして私に手ひどく拒きよ絶ぜつされた。

　緊張していたわけではないが……いつもとは勝手が違ちがうフライトなので、とてもそんな気持ちになる余よ裕ゆうがなかった。

　……まったく、皇賀機長のあのマイペースには、とてもついていけない。







　　　　藤崎空







　フライト当日。オレたちはバーレーン国際空港にいた。

　なんと今回は、某ぼう国こく王室関係者のＶＩＰフライト。

　今回はチャーターだから、チームメンバーは六名。

　客室乗務員は、オレと九條のほかには、篠原慎也さんとロバート・ラウさん。篠原さんは客室責任者であるチーフ・パーサーを務めることが多い人。ラウさんは彼の同期で、パーサーだ。

　そしてコックピット・クルーでは、機長の皇賀さん、そして副操縦士の有川さん。

　少し離はなれた場所を何かを話しながら歩く二人を見て……オレは思わず見とれてしまう。

　皇賀さんは、ベテランの多いアメリカーナ・エアラインのクルーの中でも、かなりの技術を持つ素す晴ばらしい機長だ。一、二を争う名パイロットだって噂うわさされてる。それだけじゃなくて、鍛きたえ上げられた長身を持ち、黒い瞳ひとみが野性的な、まるでモデルさんみたいなものすごい美形だ。

　有川さんは、まだ飛行時間が少ないから職位は副コー操・パ縦イロ士ツトだけど、恐おそろしいほどの才能を持った天才だって、皇賀機長が言ってた。皇賀機長は有川さんを心から信しん頼らいしている。

　そして。有川さんは才能があるだけじゃなくて、白磁みたいな肌はだと、濡ぬれたような黒い瞳をした、まるで精せい巧こうに作られた磁器ビスク人形ドールみたいなものすごい美人。

　お客様や、そしてキャビン・クルーであるオレたちには優やさしい笑え顔がおを見せてくれるけど、仕事の話をしている時の有川さんは、近寄りがたいような怜れい悧りな表情をする。

　そんな顔をした彼を見ると、いつも完かん璧ぺきを求められる有能なコックピット・クルーなんだなって思う。オレもしっかり仕事をしなきゃ、って気持ちが引き締しまる気がする。

　皇賀機長が、有川さんのことを『彼は私の空の女め神がみだ』って自じ慢まんしてるわけが、なんとなく解わかる気がする。

　この二人が操縦する飛行機に毎回乗れるなんて、いつも思うけどすごく光栄なことだ。

　オレたちは、ここから王族たちを乗せ、ラスベガスに向かうことになっていた。

　なかなかできない経験だし、すごく楽しみにしてたんだ。……だけど！

「外交と言っておけば、一族の長老たちもうるさいことは言わないしな！」

「ははは、しかも子供連れなら、奥方たちも何も言えないし！」

「まったく、いい手を思いついたもんだよ！　これでカジノで遊び放題だな！」

　あたりをはばからず大声で話してるのは、三十代前半の男性三人組。

　浅黒い肌と、いかにもアラブ系らしい彫ほりの深い顔立ち。

　高価そうなスーツを着込み、宝石のついたカフスを光らせ、指にはたくさんの金の指輪。

　三人とも、いかにもモテそうなハンサムだけど、その成金趣しゆ味みな服装と、傍ぼう若じやく無ぶ人じんな態度は、とても好感の持てるものじゃない。

　彼らは三人とも政府の高官らしいし、由ゆい緒しよ正ただしい王族の子息で人々から崇あがめられてるみたい。そのコネと財力を使って、今回、飛行機を一機チャーターしたみたいなんだけど……。

　……王族っていうからどんなにすごい人たちかと思ってたけど……。

　カートを引いて歩きながら、前を歩いている彼らを睨にらみ付ける。

　……なんか、かなりの期待外れって感じだぞ……！

　うるさい一族から逃のがれてタガが外れたのか、リムジンから降りてきた時から、彼らは三人ともかなり酔よっぱらってた。

　……搭とう乗じよう前から酔っぱらうなんて、信じらんない！

　……しかも、三人だけならともかく……。

　彼らの後ろには、まだ小学生くらいの男の子が三人。

　二人はちょっと身体からだが大きくて、一人は中学生、もう一人は小学校高学年くらいかな？

　もう一人は彼らよりも一回り小さくて、小学校の低学年って感じ。

　三人にはそれぞれ大人おとなのお供がついていて、彼らの荷物を抱かかえて歩いてる。

　その前を手ぶらで堂々と歩いているところが……一人前に偉えらそうな感じ。

　さっきから聞こえてくる会話の内容によると、大人三人にはまだ子供がなく、この三人は彼らの甥おいっ子。教育のため、と言いながら、実はうるさい奥さんたちや親類たちを黙だまらせるための隠かくれ蓑みのとして連れてこられたみたいだ。

「……あんな小さい子たちを引率してるっていうのに、あんなに酔っぱらうなんて……っ！」

　思わず呟つぶやき、拳こぶしを握りしめるオレの手に、そっとあたたかなものが触ふれてくる。

「……藤崎さん」

　見上げると、九條がオレの手をそっと握ってくれていた。

　彼は、色素の薄うすい綺き麗れいな色の瞳で、オレを真っ直すぐに見下ろして言う。

「……怒おこるのはいつでもできますから」

　その声からして……九條もかなりムカついてるらしい。

　……だけど。

「……っていうか、オレが怒ってるの、彼らに対してだけじゃないんだけどっ！」

　オレは囁ささやき返し、九條の手を振ふり払はらう。

「馴なれ馴れしく触さわるなよ……っ！」

　成田に到とう着ちやくした夜。

　本当は手を握り合ったりしてイチャイチャできるだけでよかったのに、九條はオレにすごい濃のう厚こうなキスを仕し掛かけてきた。

　オレは感じちゃって、さらに不覚にも……しっかり勃たっちゃって。

　しかも、そうなった原因である九條は、オレがそれを言ったらいきなり笑って。

　……いま思い出してもムカつくぞっ！

　ちょっと熱っぽいんだって言い訳はしたけど、オレの顔は真っ赤で。いつ兄さんたちに身体の状態がばれるかってヒヤヒヤしっぱなしで。

　アンコウ鍋なべはとりあえずムッとしたままみんなで食べたけど、オレは怒って九條を追い返し、さらに携けい帯たいにかかってきた電話もシカトして。

　とりあえずアンコウ鍋は食べられた。兄さんたちと豆あんみつ屋にも行けた。だけど今回の日本での休日は……なんだか妙みように寂さびしくて。

　オレは、九條の当とう惑わくした顔を見上げながら思う。

　……そんな顔したって、まだ許してやらないんだからなっ！

　……何もかも、おまえが悪いんだからなっ！

「……しっかし。あんなに飲んだら、搭乗させられるかどうか怪あやしいもんだよなあ」

　呟いたのは、パーサーのロバート・ラウさん。

「……ったく、乗客でさえなければ、胸むなぐら摑つかんで説教してやるのに！」

　逞たくましい身体で、ピシリと制服を着こなしている。野性的な雰ふん囲い気きのある、端たん整せいな顔立ち。

　彼は中国系アメリカ人で、実は大だい富ふ豪ごう・ラウ一族の血を引く人。

　だけど、実はかなりの二重人格って感じ。仕事中はきっちりと制服を着こなし、完璧なクイーンズ・イングリッシュを操り、ハンサムで丁てい寧ねいなパーサーなのに……ステイ中はタガが外れたように無精になるし、しかも仲間同士での口調はかなりぞんざいでブロークン。彼の本性を知ってからは、大富豪の令息というよりは、どっか秘境の現地ガイドとか言われた方がしっくりくるぞって思うようになった。

　……黙っていれば、見とれるような美男子なのになあ。

　……まあ、いつも黙っちゃいないし、しゃべったらいつもこの調子なんだけど。

「……ぶん殴なぐりたくても我が慢まんするんだぞ。いいな、クーちゃん？」

　彼は言って、オレの髪かみの毛をクシャクシャ撫なでる。

「……なんでオレに言うんですか？　そうしたいのは、ラウさんでしょっ？」

　オレは言い返しながらも、ムカついた気分を忘れてちょっと笑ってしまう。

　ラウさんは、ムードメーカーで、頼たよれる兄貴って感じの人なんだ。

「……お客様を殴ったら、おれがおまえを殴るぞ」

　ラウさんの向こうから囁いてくるのは、チーフ・パーサーの篠原慎也さん。

　色素の薄いサラサラの髪と、琥こ珀はく色いろの瞳。きっちりと整ったちょっと冷たい感じの美び貌ぼう。

　有川さんと並んで、アメリカーナ・エアラインでは一、二を争う美人と言われてる。女性キャビン・アテンダントたちまでが思わず同意してしまうくらい、雰囲気のある人。

　だけど彼は綺麗なだけじゃなくて、チーフ・パーサーとしての仕事はいつでも完璧にこなすし、しかもすごく強い。どうやらボクシングのプロライセンスを持っていて、本気で怒おこらせたらすごく怖こわいらしい（とラウさんがいつも言ってる）。

　彼に憧あこがれているキャビン・アテンダントが、男女問わずめちゃくちゃ多いことにもうなずけてしまう。

　彼は、オレにはすっごく優しくて、そして仕事中は凜り々りしくてめちゃくちゃ格好よくて。

　優しい顔でにっこりされたら、オレはいつでもうっとりしてしまう。

　篠原さんは、オレの目標でもある憧れの人なんだ。

「……ちょっと待て、シンヤはボクシングのプロライセンスを持ってるじゃないか」

　ラウさんが慌あわてて言う。

「……俺を殴ったら、傷害罪で逮たい捕ほだぞ？」

　篠原さんは肩かたをすくめて、

「……そんなことはわかっている」　>>>♥

「……シンヤ……！」

　ラウさんは、なぜか感動したように目を潤うるませて篠原さんを見つめる。

「……正しい道を示すためなら、犯罪者になっても構わないと言うのか？　それほどまでに俺のことを……！」

「うるさい」

　ラウさんの言葉を、篠原さんはクールな声で一刀両断する。

「うるさいから一度殴ってやりたい。それだけだ」

「……うっ」

　ラウさんは呻うめき、それから深い深いため息をついて、

「……わかったよ、シンヤ。そのクールなところも含ふくめて愛しているし」

「そういうことを言うのなら、今すぐに殴ってやろうか？」

　篠原さんは前を向いて歩きながら、平然と言う。

　しなやかな身体で紺こん色いろの制服をピシリと着こなし、いかにも理想的な乗務員に見える彼の口からこんな言葉が出てるなんて、誰も想像しないだろう。

　ラウさんががっくりと肩を落としているのを見て、オレも、そして九條も思わず笑ってしまう。

　……この二人、なんだか妙にいいコンビなんだよね。

「ええと……こういう大きなハサミは、飛行機に持ち込めないんだよ？」

「なんでだよ？　俺のお祖父じい様は王様だぞ！」

　困ったように言う検査官に向かって、少年の一人が怒ったように叫さけんでる。

　中学生だと聞いたけど、黒いＴシャツと黒いジーンズ、兵士のように短く刈かった髪が妙に大人びて見える。

「お祖父様に言いつけてやる！　それが嫌いやなら、ちゃんと返せよ！」

　その言葉を聞いて、隣となりにいる九條が深いため息をついている。

　乗客のうち、大人三人は空港に来た時からすでに搭とう乗じよう拒きよ否ひのギリギリまで酔っていた。

　しかも、子供たちは……。

　検査官は、子供のトランクの奥から出てきたものを見て目を丸くしている。まるで土産みやげ物のように見える装そう飾しよくの施ほどこされたものだけど、鞘さやを抜ぬくと、いかにも切れそうな刃はが光っていた。

「ああ……正しよう真しん正しよう銘めい、本物のナイフじゃないか！　どうしてこんなものを子供が……」

「子供とか言うなよ！　ジブリールはもう中学生だぞ！」

　言ったのはもう一人の子。ジブリールと呼ばれた子はため息をついて、

「ああ、いいよ、イブラーヒム。もう面めん倒どうになった。持ち込めないモノはさっさと持ってけばいいだろ？」

　面倒くさそうに言って検査官に手を振ってみせる。

　……うわあ、なんて生意気な子供なんだ！

　検査官たちはムッとしたように顔を見合わせ、だけど荷物検査がスムーズにいくことに内心ホッとしてるのか、何も言わないままでトランクの中からいろいろなものを掘ほり出す。

「はい、パスポートを出してくださいね～」

　女性検査官が、一番小さな子に向かって言う。

　ずっと二人の陰かげに隠かくれるようにしていたその子は、ギクリとして目を潤ませる。

「パスポートは、持ってるかな？　お名前は？」

　彼は怯おびえたように検査官を見て、慌てて持っていたリュックからパスポートを取り出す。

「……ユ、ユーセフ……です」

　そして蚊かの鳴くような声で答えている。

　……ジブリール、イブラーヒム、ユーセフ、ね。

　オレは子供の名前を憶おぼえながら、ため息をつく。

　……ううん、素す直なおなのは、一番小さいあの子だけかな？







　　　　皇賀凱一







　バーレーン上空は、抜けるような快晴だ。

　乾かわいた砂さ漠ばくの空気のせいか、コックピットの気密窓から見える空は、ほかではなかなか見られないような不思議な深い青をしている。

　私たちの乗り込んだアメリカーナ・エアライン０８０便は、白い滑かつ走そう路ろの上をゆっくりと動き出す。


『Bahrain Tower, MA080, Ready for takeoff』



　私は管かん制せい塔とうに、離り陸りく準備が完かん了りようしたことを告げる。


『MA080, Taxi into position and hold』



　管制塔から、離陸位置まで移動するようにとの指示が入る。

　私はスラスト・レバーを動かし、飛行機を指定位置まで移動させる。


『MA080, Wind 200 at 9, cleared for takeoff』



　管制塔からの、風向きと風速の報告。そして、テイクオフの許可。

　桂人がキャビンに離陸の合図を送り、チーフ・パーサーの篠原くんの声が、離陸のアナウンスを入れるのが聞こえてくる。

　私はブレーキ・ペダルを踏ふんだまま、二本のスラスト・レバーをゆっくりと起こす。

　エンジンがすべて七十パーセントの出力になっていることを確かめ、オートスラスト・スイッチをオンにする。

　スラスト・レバーは自動的に前に倒たおれ、そしてエンジンの回転数が上がっていくのが解る。

　私がブレーキをオフにすると、飛行機はゆっくりと滑走路を進み始める。

　左手で操そう縦じゆう桿かんを握にぎり、前に倒し気味にする。右手はスラスト・レバーの上部を押さえる。

　桂人は左手で、スラスト・レバーの下部を押さえ、プライマリー・フライト・ディスプレイの表示を見つめている。

　滑走路が後ろに流れる速度が、だんだん上がっていく。

　ＰＦＤの速度計が１５５ｋｔに達したところで、桂人がコールする。

「Ｖ１」

　Ｖ１というのは離陸決心速度で、このスピードが出たら、何があろうと、もう離陸を取りやめることはできない。

「ＶＲ」

　桂人のコールは、機首引き起こし速度に達したという合図だ。

　私は、操縦桿を静かに手前に引いていく。

　滑走路と車輪が擦すれる振しん動どうが、ふいに静かになる。

　機体は、青い空にフワリと上じよう昇しようしていく。

「Ｖ２」

　機体安定速度に達したという意味の、桂人のコール。


「Gear up, radar on」



　私は、車輪を収納するように指示する。

　桂人の手が軽かろやかに動き、足操作レバーを『ＵＰ』にし、レーダー装置をオンにする。

　私は操縦桿を操作して、機体の角度をさらに上げる。

　シートに押しつけられるようなＧ重力加速度を感じ、視界には濃こい青い空だけが広がる。

　計器類と窓の外の景け色しきを確かく認にんしながら、操縦桿を動かして機体の姿勢を安定させる。

　……よし、完かん璧ぺきだ。

　私は心の中で呟つぶやいて、オート・パイロットをオンにする。


『MA080, Contact Bahrain departure, have a nice flight』



　バーレーン・タワーの管制官からメッセージが入る。私は、


「Roger, good day」



　私と桂人の操縦するこの機は、青い空に向かって舞まい上がる。

　……ああ、私はこんなに飛ぶことが好きだ……。

　視界に美しい青空が広がる瞬しゆん間かん、私はいつもこのことを確信する。

　そして……。

　隣に座っている桂人が、チラリと私の方を見る。

　彼は動どう揺ようしたように瞬まばたきを速くし、それから少しだけ頰ほおを染めてくれる。

　……これに勝まさる快感は、愛する桂人を抱だいている時以外には、絶対に感じられないだろう。







　　　　九條高章







　……なんだか、さんざんだった。

　私は心の中でため息をつく。

　……スケジュールが変へん更こうになって、予定が狂くるってしまったし。

　今日からの一週間で、実は不動産屋巡めぐりをするつもりだった。

　海外では空と一いつ緒しよの部屋に泊とまることができるのだが、ステイ先のホテルでは近くの部屋（事によったらすぐ隣）に同どう僚りようや先せん輩ぱいがいる。なかなか落ち着いて愛を確かめ合うことはできないし、遊び好きの空は私とのデートよりも遊びを優先させがちだ。

　そして一番落ち着いて愛を確かめ合えるはずの日本では、二人とも実家にいるせいで、デートもままならない。

　私の方の親はともかく、彼のお兄さん二人は空をとても可愛かわいがっていて、外がい泊はくをなかなか許可してくれない。空を連れ出すのは、いつも至難の業わざだ。

　……さらに、空まで怒おこらせてしまったし。

　私は自分の失態を思い出して、思わずため息をつく。

　空はすぐに誘さそいをかけてくるし、黙だまっていてもとても美しく、色っぽい。

　しかし、男と（というか女性とも）深い付き合いなどしたことのなかったらしい空は、まだまだとても純じゆん粋すいで、純情で、奥手だ。

　彼が私に無む邪じや気きに触ふれてくるのは、単に『手を繫つないでいたい』とか『髪かみを撫なでて欲しい』とかいう意味でしかない。

　それが解っていながらも……空のそばにいる時、私の理性はいつもギリギリのところで保たれているだけだ。ほんの少しのきっかけで理性の糸が切れ、空に本気で襲おそいかかってしまう。

　……まだ、そうとう怒っているらしい。

　私はそっぽを向いている空を見下ろしながら思う。

　空がこんなにピリピリしているのは、私に対する怒りだけでなく、初めてのＶＩＰフライトに緊きん張ちようしているからでもあるのだろう。

　到とう着ちやく先のラスベガスでは、三日間のステイが約束されている。

　……ラスベガスに到着したら、きちんと謝らなくては。

　幸い、いつものフライトとは違ちがい、乗客は六人だけ。

　だから面めん倒どうそうな客もなんとか我が慢まんしようと思っていたのだが……搭とう乗じようしてきたうちの五人は最悪の客だった。

　大人おとなのうちの一人は皇賀機長が目当て、もう一人は離陸前に見た有川副操縦士にぞっこんになってしまった様子。そして残る一人は空をいやらしい目で見続けている。

　……なんてことだ。

　私はギャレーで食事の支度をしながら思う。

　……しかも……。

「ねえねえ、けっこう可愛い顔してるって言われない？」

　一番大きな子供が、妙みように大人びた口調で言って空の髪に触さわっている。

「そうだよねえ。おれ、ちょっと好みかも」

　もう一人の子供が言って、空の腰こしのあたりに手を回している。

　小生意気なこの二人は空を気に入ってしまったらしく、さっきからコーラが欲しいだの、毛布を持ってこいだのと空を呼び出しては、ベタベタ触りまくっている。

　……子供だからといって……。

　私は、二人の子供が目配せをし合い、さりげなく手を回して空の尻しりに触っているのを見て……キレる寸前だ。

　……何をしてもいいというわけではないんだぞ！　>>>♥

　私がプラスティックカップを握りつぶしたのを見て、隣となりで夕食の準備をしているロバート・ラウさんが気の毒そうな顔をする。

「まあ、怒る気持ちもわからないではないが、相手はお客様だしなあ」

「大人げないのはわかっています。しかし……」

　私はカーテンの隙すき間まから向こうを示して言う。

「……もしも篠原さんが同じことをされていたとしたら、どうします？」

「なにっ？　そんなこと絶対に許さないぞっ！」

　ラウさんは驚おどろいたようにカーテンの向こうを覗のぞき……篠原さんがクールな顔で大人たちをさばき、さりげなく酔よい醒ざましのコーヒーを配っているのを見て、ホッとしたように深いため息をつく。

「……よかった。シンヤの尻に触る男なんぞいたら、ぶん殴なぐってしまう。俺だってまだ触ったことなど一度もないのに……」

　ラウさんは言って、なぜか一人で赤くなっている。

「何に触ったことがないんですか？　顔赤いですよ、ラウさん」

　楽しそうに言いながら、空がギャレーに戻もどってくる。私は思わずムッとしたまま、

「あなたも少しは気をつけてください、藤崎さん」

　空に向かって言ってしまう。空は眉まゆをつり上げて、

「ああ？　なんのことだよ、九條？」

「子供たちが、あなたのお尻を触っていました。気づいていなかったのですか？」

「へ？」

　空は目を丸くして、

「別に気づいてたけど？　子供ってどこでもべたべた触りたがるじゃないか」

「子供だろうが、なんだろうが……」

　いけない、と思いながらも、私は思わず言ってしまう。

「あなたに触れる男は許せない」

「なんなんだよ、それ？」

　空はあきれたように言い、それから怒ったように眉をひそめて言う。

「おまえ、キャビン・アテンダントの自覚が足りなくない？」

　手を腰に当てて、私を睨にらみ上げてくる。

「どんなに嫌いやなお客様でもにっこり笑ってきちんと接客するのが、プロだろう？」

「たしかにそれはそうですが」

　私は思わず言い返してしまう。

「あなたのお尻を撫でる客を目の前にして……笑えるわけがないでしょう？」

「九條！」

　空は言い、それから本気で怒った顔をしてそっぽを向く。ラウさんに向かって、

「オレ、下のギャレーからグラス取ってきますから！」

　言って、私とはもう顔を合わせないままでギャレーを出ていってしまう。

「あ～あ」

　ラウさんが言って、私の肩かたをポンポンと叩たたく。

「気持ちはわかる。ワガママお姫ひめ様のご機き嫌げんを取るのは本当に難しいよなぁ」

　彼は言うが、篠原さんが戻ってきたのを見て口をつぐむ。彼はチラリとラウさんを見て、

「誰がお姫様だって？」

「き、聞こえてたのか、シンヤ！　いや、別にシンヤのことをワガママお姫様だって言った訳じゃないんだ！　シンヤはお姫様っていうよりはＳの気けのある女王様で……うっ！」

　篠原さんは彼を冷たい目で睨み、それから何も言わないままで彼に背を向けて仕事に戻る。

「ああ～、笑ってくれとは言わないけど、せめて無視だけはしないでくれよぉ～」

　ラウさんが情けない声で言っている。

　……この二人は、本当にいいコンビだな。

　私は思わず笑ってしまいながらも……ずっと気になっていることを言ってみる。

「一番小さいユーセフという名前の子、ずっとしゃべりませんよね。気分でも悪いんでしょうか？」

　空のことももちろん気になってはいたが……私はずっと、暗い顔をして座ったままでいる一人の子供が気になっていた。

　とても綺き麗れいな顔をした可愛い子なのだが、笑いもせず、一言も口を利きいてくれない。

　篠原さんがやはり心配そうに、彼に視線を向けて、

「さっき聞いてみたけれど、そうじゃないと言っていた。人見知りじゃないかな？」

「少し、話してきてもいいですか？」

　私が言うと、篠原さんはにっこり笑って言ってくれる。

「もちろん。彼にもフライトを楽しんで欲しいからね」

　ラウさんが肩をすくめて、

「ほかの五人には、もうちょっと抑おさえて欲しいけどな」

　言って、篠原さんにひじ鉄を入れられている。

　私は子供が好きそうなリンゴのジュースをプラスティックのカップ三つに入れ、それらをトレイに載のせる。

　……うるさい従兄弟いとこたちに少し黙っていてもらって、その間に話をしてみよう。

　ギャレーから出ると、シートから立ち上がってワインを飲んでいた大人三人が期待したように目を輝かがやかせる。そして、出てきたのが私だと解るとがっかりしたように、

「さっきの可愛かわいいキャビン・アテンダントさんはどうした？」

「それより、あのすごい美人の副操縦士さんに、ワインを注ついで欲しいんだが？」

　まるで飲み屋さながらの言葉に、私はうんざりする。

　努めて顔に出さないようにしながらも、冷たい声が出てしまう。

「二人とも、この機の安全な航行のために、勤務中ですので」

　大人たちの向こうで、あのユーセフという子が身を震ふるわせたのを見て、私はしまった、と思う。

　……怯おびえさせてしまってどうするんだ？

　私は思いながら、大人たちの間を擦すり抜ぬけ、隅すみのシートに座っているユーセフのところに近寄る。彼の視線が、私の顔とコップの間を興味深げに行き来しているのが解る。

「リンゴジュースは好き？」

　聞くと、彼はコクンとうなずく。私は笑って見せて、

「それならよかった。飲むかな？」

　言うと、彼は嬉うれしそうに瞳ひとみを輝かせ、小さく笑ってくれる。

　……笑った。可愛いな。

　私は思いながら、微笑ほほえましい気持ちで彼のテーブルにコップを置こうとし……。

「ああ、ずるいっ！」

「ユーセフだけジュースなんてっ！」

　キャビンの隅に座り込んで遊んでいたジブリールとイブラーヒムが、いきなり駆かけ寄ってくる。

「おとなしくしてください。君たちの分もありますから……」

「おれが先だーっ！」

「おれもっ！」

　横から子供二人がぶつかってきて、手の上のトレイが一いつ瞬しゆん大きく揺ゆれる。

　リンゴジュースが跳はね、私の制服の袖そでを濡ぬらした。

　……まったく、なんというワルガキたちだ……。

　私は思わず眉をひそめ……聞こえてきたヒューヒューという不自然な音に気づいて目を上げる。

「やめ……やめてよ……」

　不自然な音は、ユーセフの喉のどから漏もれていた。

　喘ぜん息そくの発作とも違ちがう、まるですすり上げるような不自然な速い呼吸。

「……う……っ」

　ユーセフの手が、首に巻かれたリボンタイと、シャツの布地を、強く握にぎりしめた。

「どうした？　気分が悪い？」

　私は言い、彼の腰こしに巻かれたままになっているシートベルトを外す。

　シートから抱だき上げ、床ゆかの絨じゆう毯たんの上に寝ねかせる。

「……くるし……うう……っ」

　ユーセフは真っ青になり、手足が痙けい攣れんし始めている。

　大人おとなたちが異常に気づき、叫さけびながら駆け寄ってくる。

　……いったい、どうしたというんだ……？







　　　　皇賀凱一







　フライトは順調だった。

　だが、私は最悪の気分だった。

　キャビンではあの客たちが大暴れしているようで、操縦を自動に切り替えてからは、キャビン・アテンダントたちが代わる代わるインターフォンで操縦室に不満を訴うつたえてくる。

　私に最初にこの依い頼らいを受けることを薦すすめた桂人は、自分のせいと思っているのか、だんだんと暗い顔になっていく。

「桂人？　どうしてそんな暗い顔をしてるんだ？」

　私は手を伸のばして、少し青ざめたように見える彼の頰ほおに触ふれようとする。

　だが、彼はふっと顔をそらして私の手を拒きよ絶ぜつする。

「注意してきます」

　彼は言って、シートベルトとショルダーハーネスを外す。

　立ち上がろうとする彼の腕うでを、私は摑つかんで止める。

「君が行ったとしても、彼らは言うことを聞いたりはしない。かえって喜ぶだけだ」

　客の一人は、美しい桂人に一ひと目め惚ぼれしたらしい。桂人の姿をずっと目で追い、事あるごとにいやらしい顔をして話しかけていた。

　桂人は笑え顔がおで応こたえていたが、頰がこわばっていたところをみると、やはり嫌いやだったのだろう。

「ですが……」

「チームのメンバーがひどい目に遭あっているのは、自分のせいだと思っている？」

　私の言葉に、彼はハッとしたように顔を上げる。私は、

「彼らはどうしても私を指名するつもりだったらしい。うちのメンバーがひどい目に遭わなければ、うちの会社の別のメンバーがひどい目に遭っていた。そうだろう？」

「それはそうですが……」

　彼は口ごもり、それから責めるような目で私を見る。

「どうして彼らに何もおっしゃらないんですか？　キャプテンであるあなたが怒おこれば、彼らはおとなしくなるかもしれないのに」

　彼はふいに苦しげに眉まゆをひそめて、

「もしかして……彼らが王族だから、しかも会社の命令で受けた依頼だから……」

　私は手を伸ばして彼の唇くちびるに触れ、その言葉を途と中ちゆうで遮さえぎる。

「君は、恋こい人びとである私を、本当にそういう男だと思っている？」

　聞くと、彼はハッとしたように目を見開き、それからとても苦しげな顔になる。

「申し訳ありません。気が立って言いすぎました」

　彼はその美しい瞳ひとみで、私を真っ直すぐに見つめてくれる。

「あなたがそんな人でないことは、わかっています」

「それならいい。こんなに熱愛している恋人にそんな男と思われていたら……それほどつらいことはないよ？」

　ことさらおどけた口調で言うと、彼はやっとほんの少しだけ笑ってくれる。

「どんな客が乗ってきたとしてもキャビンを平静に保つのは、キャビン・アテンダントの仕事だ。これは彼らにとっていい勉強になる。それを証しよう拠こに、少しずつだけれどキャビンの混乱は安定してきているじゃないか」

　私の言葉に、彼はハッとする。

「そう言われてみれば、たしかに……」

「機長には、客の搭とう乗じようを拒きよ否ひする権利があり、どこか近くの空港に降りて彼らを放り出すことができる」

　私はため息をつきながら言う。

「だが、それは最悪の時だけにしたい。どんなに嫌なやつでも、私たちの会社を選んでくれたお客様には変わりがないんだよ？」

「……皇賀機長……」

　プルルル！

　私の言葉を遮るように、インターフォンが鳴った。桂人の頰が、ヒクリと引きつる。さっきからこの調子で何度も助けとアドバイスを求められているからだ。

　慌あわてて取ろうとする桂人を手で止めて、私はインターフォンの受話器を取る。

「苦情は私が聞こう。君に聞かせすぎたようだ。……はい、皇賀だが？」

　インターフォンの向こうから、篠原くんの声が聞こえる。

『皇賀機長。一番小さな子が、何かの発作を起こして急に倒たおれました。呼吸困難と痙けい攣れんの症しよう状じようがあります』

　いつも冷静な篠原くんの硬かたい声が、ただごとではないことを示していた。

　インターフォンから漏もれた声が聞こえたのか、桂人が驚おどろいたように身を起こす。

「すぐに行く」

　私は叫さけんでインターフォンの受話器を置く。

「コックピットを頼たのめるか？」

　言うと、桂人は緊きん張ちようした顔でうなずき、さっき外したシートベルトとショルダーハーネスを締しめ直す。

「……お任せください」

　私はシートベルトとショルダーハーネスを外して立ち上がる。ドアのロックを解除し、コックピットから外に出る。

　客室の床ゆかには九條くんと藤崎くんが座り込み、その周りを子供の従兄弟たちや伯お父じたちが青ざめた顔で取り囲んでいる。

　ユーセフは床に座り、九條くんに上半身を抱だき起こされた格好でいた。

　彼は呼吸困難に陥おちいり、額に玉のような汗あせを浮うかべながら、首のあたりを押さえて身体からだを激しく痙攣させていた。

「ユーセフが！　ユーセフが死んじゃう！」

「ああ！　どうしたっていうんだ？」

　乗客たちは半分パニックになりながら、子供に向かって叫んでいる。

　……なんてことだ……！

「刺し激げきを与あたえてはいけない。静かにしてください」

　私は叫んでいる彼らに向かって言い、子供の脇わきに膝ひざをつく。子供の身体を毛布で包んでやりながら、

「彼には何か持病があるのでは？　いつも使っている薬などをご存じないですか？」　>>>♥

　私の問いかけに、男の一人が怯おびえたように、

「し、知らない。彼の両親からは何も……」

「ユ、ユーセフは、前にもこんなふうになったよ」

　大きい方の子供が言い、もう一人の子供が震ふるえながらうなずく。

「何回もね！　その時はいつも主治医が飛んで来た！」

「……どうして、今回に限って主治医が一いつ緒しよではないのですか？」

　思わず言ってしまうと、大人おとな三人は苦しげに顔をゆがませる。

「知っていれば一緒に連れてきた！　だが私はこんな発作を見るのは初めてで……！」

「そもそも、あんたの操縦が荒あらいからこんなことになったんじゃないのか？」

　大人たちの非難の声に、ユーセフは身体を大きく震わせ、ますます苦しそうになる。

　私は、彼のそばにひざまずき、その薄うすい胸に手を当ててみる。

　激しい呼吸困難に彼の胸は激しく上下し、動どう悸きがとても速い。

　……もしかしたら……。

「まさか、心臓でしょうか？」

　篠原くんの心配そうな声に、私は首を振ふる。

「いや、こういう症状の乗客を、前に見たことがある。紙かみ袋ぶくろをくれないか？　なんでもいい」

　私が言うと、ラウくんが弾はじかれたように身を翻ひるがえし、ギャレーに飛び込んでいく。

　ワインが包んであったらしい細長い茶色の紙袋を持って、素す早ばやく駆かけ寄ってくる。

「これで大だい丈じよう夫ぶですか？」

「上等だ」

　私は、酸素を貪むさぼるように大きく開いたユーセフの口に、その紙袋の口を押しつける。

　ぴったりとふさいでしまうと酸欠になってしまうので、口の一部を開けておく。

　ユーセフはその中で苦しげな呼吸を繰くり返し、そしてだんだんと落ち着きを取り戻もどしてくる。

「過呼吸症しよう候こう群ぐんだ、ストレス性の。知らず知らずに酸素過多になって発作を起こすんです」

　彼の背中を撫なでながら言うと、大人三人は驚いたように目を見開く。

　ユーセフの顔を見下ろして、私は聞いてみる。

「伯父さんや従兄弟いとこたちが、キャビン・アテンダントに迷めい惑わくをかけるのを見るのが……嫌だったんだね？」

　ユーセフは涙なみだを浮かべたまま私を見上げ……そしてしっかりとうなずいた。

「わ、私たちが原因……？」

　大人の一人が呆ぼう然ぜんとした声で言う。子供の一人が、

「そういえば、ユーセフが発作を起こすのは、いつもおれたちと一緒の時なんだよね……」

「じゃなかったら、伯父さんたちと食事したすぐ後とか……」

　その言葉に大人たちはギクリとし……それから発作を起こした子供に向き直る。

「ユーセフ。それは本当か？」

「伯父さんたちや、従兄弟たちに、もっと礼れい儀ぎ正ただしくして欲しかったのか？」

　ユーセフはうなずき、小さな声で、

「うん。だって、彼らはすごくいい人たちなのに……」

　言って、私たちクルーの方を示す。

「……迷惑かけたりしたら、嫌きらわれちゃうよ」

　大人たちは顔を見合わせ、それから彼の周りに膝をつく。

「伯父さんたちが悪かった。もう彼らに迷惑をかけたりしないよ」

　その言葉に、ユーセフは安心したようにため息をつく。

「安全な航行のためにも……」

　私の言葉に、大人たちはギクリと肩かたを震わせる。

「機長である私からも、ぜひともそうお願いしたいのですが？」

　リーダー格の男性が、恥はずかしそうな顔になって私を見上げて言う。

「キャプテン、そしてキャビン・アテンダントのみなさん。……すみませんでした。これまでの失礼を許して欲しい」

　私の隣となりに立ち上がった藤崎くんが、

「ここから先、おとなしくするならば許してあげてもいいですよ？」

　偉えらそうに胸を反らして言い、キャビンは笑いに包まれた。

　そして……苦しそうだったユーセフは、やっとホッとしたように可愛かわいい笑え顔がおを見せてくれた。







　　　　有川桂人







　あのあと、フライトの往路は無事に進み、飛行機はラスベガスに到とう着ちやくした。

　乗り込んだ時の様子が噓うそのように彼らはおとなしく、しかも仲むつまじい様子で飛行機を降りていき……私は少なからずホッとする。

　……なにせ、帰りも彼らを国まで送っていかなくてはいけないんだ。

　彼らの出発は、四日後。

　それまで、私たちにもラスベガスでのステイが与えられている。

　皇賀機長が子供の発作の原因を見み抜ぬいて彼の苦しみを素早く取り除き、さらに大人たちまでも諫いさめてしまったことに、私は密ひそかに胸を熱くしていた。

　……やはり彼は、本当に頼たよりになる機長なんだ。

　そして、皇賀機長は、私のその気持ちを見抜いたかのように……。

「……あっ」

　ホテルの部屋。ドアを入った途と端たんに抱き上げられて、私は驚いて声を上げる。

「皇賀機長！　待ってください……」

「君が、目覚まし時計をセットする前に」

　彼は囁ささやいて、その漆しつ黒こくの瞳ひとみで私を真っ直すぐに見つめる。

「もう我が慢まんできない。……抱くよ？」

　セクシーな声で囁かれたら、身体が甘く痺しびれて抵てい抗こうできなくなる。

「……あ……」

　思わず目をそらす私を抱いたまま、彼は悠ゆう々ゆうと部屋を横切る。

　そしてベッドにそっと下ろし……制服姿のままの私を押し倒たおす。

「待ってください、まだ着き替がえもすんでいないのに……」

　恥ずかしくて思わず言ってしまう私に、彼は笑って、

「一いつ瞬しゆんも待てない。本当なら南の島でずっとこうしていたはずなんだよ？」

　彼の甘い囁きに、胸が熱くなる。

「ですが……ああ……っ」

　彼の長い指が、私のネクタイの結び目に滑すべり込む。

　シュッと音を立てて、ネクタイが解ほどかれてしまう。

　彼の手が、私の上着のボタンをゆっくりと外していく。

「……待ってください。皇賀機長……あ……」

　速くなる鼓こ動どうを感じながら、私は思う。

　……ああ、私は、彼をこんなに愛している。

　逞たくましい胸に抱きしめられて、陶とう然ぜんとする。

　……ああ……彼のような人の、恋こい人びとになれてよかった。







　　　　藤崎空







「そういえば、ラスベガス便に乗るのって初めてだったんだよな～」

　オレは、華はなやかなネオンを見回しながら言う。

「たまには変わったルートのフライトもいいかもね！」

　オレたちクルーは、マッカラン国際空港から、会社が手配してくれたリムジンバスに乗って、ラスベガスの中心街に来た。

　アメリカーナ・エアラインの指定ホテルはなんと超ちよう高こう級きゆうホテル『ヴェネシアン』だった。ラスベガス便のクルーはいいなあ、とか言いながらオレたちはそれぞれチェックインをした。

　そして、夕食と観光を兼かねてストリップと呼ばれるメインストリートに来ている。

　皇賀機長と有川さんは、疲つかれてたのか、夕食はルームサービスにすると言って部屋にこもってしまった。だから夕食メンバーは、オレと九條、そして篠原さんとラウさんの四人だ。

「おおっ！　あっちでショーが始まったぞ、早く行こう！」

「子供じゃないんだから、そんなに走るな！」

　もともとお祭り好きらしいラウさんは、まるで大型犬みたいにはしゃぎっぱなし。篠原さんはあきれた顔をしながらも、ちょっと楽しそう。

　二人はもともとロスアンゼルス・ベースだから、ロスアンゼルス市内に会社支給のマンションがある（ラウさんはお兄さんが所有してる大きなお屋や敷しきもあるらしいけど、そこには帰らずにマンションに住んでるらしい）。

　ロスアンゼルスとラスベガスは同じ西海岸だから、何度も来たことがあるかと思ったら……実は二人もここは初めてだったらしい。

　テレビで見た時には、ラスベガスは『お金持ちの集まるカジノの街』ってイメージが強かった。ギャンブルなんかする気ないし、とあんまり興味がなかったんだけど、実際に来てみたら……なんだか大きなディズニーランドみたいな場所だった。

　ホテルは遊園地のアトラクションみたいに、それぞれ趣しゆ向こうをこらしたショーを毎晩やっているみたい。ギャンブルに興味のない人でもじゅうぶんに楽しめそうな場所だ。

　ラウさんが駆かけ寄っていったのは、『トレジャー・アイランド』ホテルの前。そこには巨きよ大だいなプールが造られていて、なんと大きな海かい賊ぞく船が二艘そう浮うかんでいる。

「うわあ、すっごい大がかりなセット……！」

　海賊の格好をしたマッチョなお兄さんや、スペイン風の格好のセクシーなお姉さんが、歌い踊おどり、そのうちに二艘が大たい砲ほうで撃うち合い、そしてなんと最後には海賊船のうちの一艘、悪い海賊の船が爆ばく発はつして沈しずんでしまった。

　観客は子供に戻ったかのように大だい喝かつ采さいをし、ラウさんも彼らに交ざって大おお騒さわぎをしている。

「すごぉい！　面おも白しろかった！」

　オレが呟つぶやくと、隣にいた篠原さんが言う。

「さすが、ハリウッドが近いだけあるね。……ああ、弟に見せてあげたら喜びそうだなあ。晶あき也やはディズニーランドが大好きだから」　>>>♥

　彼の口調がまるで恋人のことを話してるかのように愛いとおしげで……オレと九條は顔を見合わせて笑ってしまう。

　篠原さんの弟さんが白い肌はだと琥こ珀はく色いろの瞳をした見とれるような美青年で、しかも篠原さんが弟さんにメロメロのブラコンであることは、アメリカーナ・エアラインの中では有名な話。

「くうう、俺と一いつ緒しよだっていうのに、またアキヤのことばかり考えて！」

　ラウさんが悔くやしそうに拳こぶしを握にぎりしめている。篠原さんはさっきとは別人のような顔でキラリと瞳を光らせる。

「兄として、弟のことを気き遣づかうのは当然のことだろう？」

「シンヤは気遣いすぎだ！　まるでアキヤが恋人みたいじゃないか！」

「アキヤは恋人ではなく弟だ。だが、世界で一番愛おしい存在でもある」

「うわあ、だからブラコンだって言われるんだぞ？」

「ブラコンではない。こんなのはごく普ふ通つうだ」

　篠原さんの迷いの微み塵じんもないきっぱりした口調に、オレと九條はまた笑ってしまう。

　……だけど、篠原さんには、自分がかなりのブラコンって自覚がないんだよね。

「藤崎くんのところのお兄さんたちも、藤崎くんのことをいつも心配してくれているだろう？」

　篠原さんに聞かれて、オレはうなずいてしまう。

「あ、はい。お店でもいつもオレのことばっかり話してるみたいで」

　オレの実家は下町のラーメン屋。両親はもういないけど、二人の兄さんが店を切り盛りし、しかもオレの親代わりになってくれている。

　……あの二人も、かなりのブラコンと言われてるんだけど……？

「ほら見ろ、これが普通なんだ」

　篠原さんが言い、ラウさんが悔しそうに叫さけぶ。

「クーちゃんのとこの兄さんたちもかなり重症のブラコンなんだ！　俺の兄貴は俺のことを可愛かわいがったりしないぞ！」

　……ラウさんのお兄さん？

　ラウさんのお兄さん、アランさんの顔なら、経済雑誌の写真で見たことがある。ラウさんと同じ翡ひ翠すい色の目をした、モデルさんみたいなすごい美形だった。男らしくていかにもノーブルな美形で、彼がごついラウさんを可愛がるところって、ちょっと……。

「アランさんはクールな人だし、しかもおまえのようなむさ苦しいデカい男が弟では、可愛がりようがない」

　篠原さんの言葉に、オレは大きくうなずく。

「……むさ苦しいデカい男……たしかにハズレではないけど……」

　ラウさんが手で顔を覆おおってため息をつく。篠原さんは彼を綺き麗れいに無視して、

「藤崎くん、そろそろお腹なかが空すいたんじゃない？」

　オレに向かって優やさしく聞いてくれる。

　……ラウさんには冷たいけど、オレにはやっぱり優しい人なんだよねえ。

「お腹空きました！　ごはん食べたいです！　どっかオススメの場所ってあります？」

　篠原さんは少し考えてから、

「ううん……観光客向けのホテルのビュッフェが名物みたいだけど、最初の夜からそれもちょっとね……」

　九條がおもむろに上着のポケットから手帳を取り出す。

「それでしたら、ラスベガス・ベースのクルーから、おすすめの店をいくつか聞いてきました。イタリアンと、フレンチと、ヌーベル・ベトナミーズ・キュイジーヌですね」

「九條くん、君は本当に気が利きくよね」

　篠原さんが感心したように言い、オレまで誇ほこらしくなる。

「えっ？　メシかっ？」

　ラウさんが復活して身を乗り出してくる。

「……まったくもう、なんてがっついた大型犬なんだ」

　篠原さんがあきれたように言い、オレは思わず笑ってしまう。

　九條は、やっと笑ったオレの顔を見て、ホッとしたように笑い返してくれる。

　……うん。なんだか楽しいステイになりそうだ。







　　　　九條高章







　ステイの一日目。

　せっかく仲直りの兆きざしが見えたのだが……初めての土地に浮かれた空は、篠原さんたちと約束を入れた。そして郊こう外がいに行ったり、ホテル内でショーを観みたりとさんざん楽しんでいた。

　私はもちろん付き合っていたが……実は内心かなりムッとしていた。

　……フライト前にはあんなに色っぽくセマってきたくせに、楽しいことがあると私のことなどすぐに忘れてしまうんだから。

「さて」

　ショーとバーをハシゴし、時間はすでに夜中の二時半。

　空を部屋まで送った私は、逃にげようとする彼を捕つかまえ、部屋の隅すみに追いつめて言う。

「昼は予定を入れ、夜は自分の部屋にこもって、いっこうに私と二人きりになろうとしない。その理由を聞かせてもらいましょうか？」

「……う……だって……」

　問いつめると、空はその白い頰ほおをカアッと染めた。

「皇賀機長と有川さんはラヴラヴのあまりホテルの部屋からほとんど出てこないし……」

　篠原さんは「来月のフライト試験のために、勉強しているのかな？　本当に仕事熱心な人たちなんだから」と感心していたが……私と空は、二人が何をしているのか想像がついている。

　あの二人は、本当ならば今いま頃ごろは南の島でバカンスのはずだった。それがふいになってしまった熱愛中の二人が、部屋にこもってすることといえば、もちろん一つだ。

「そうですね。私とあなたも、同じようにしてステイを楽しんでもいいはずですが？」

　私が言うと、空はカアッと赤くなる。

「だ、だって、そうしたら、篠原さんとラウさん二人きりになっちゃうし……」

「言い合ってはいますが、あの二人は本当はとても仲がいい。二人にしたからといって問題はないはずですよ。というか、ラウさんからすれば、逆に私たちの方が邪じや魔まなのでは？」

　ラウさんは、篠原さんのことが本気で好きらしい。それがただの友情なのか、それとも愛情なのかは今のところまったく不明だが、彼が篠原さんと二人きりになりたがっていることには間ま違ちがいないだろう。

「私を避さける、本当の理由を言ってください」

　壁かべ際ぎわに追いつめた彼の頭の脇わきに、両手をつく。

　逃げられないと悟さとった空は、少しだけ怯おびえたような顔で私を見上げてくる。

「だって……」

「だって？」

　空はカアッと頰を染め、今にも泣きそうに目を潤うるませて言う。

「だって、一回したらタガが外れちゃいそうだし……だから禁欲しようかって……」

「はあ？　なんですか、それは？」

「だからっ！　もう、なんでわかんないんだよっ！」

　空は焦れたように拳を握りしめて、

「おまえと一回したら、もうやめられなくなっちゃう！　ラスベガス・ステイの間中、昼も夜も、エッチばっかりしちゃいそうなんだよおっ！」

　とても意外な彼の告白に、私は思わず目を丸くする。

「それは……」

　彼の気持ちが冷め始めたのでは、と密ひそかに心配していた私の心に、あたたかな愛いとおしさが広がってくる。

「……かなり大だい胆たんな誘ゆう惑わくですね」

「うっ、別に誘さそってるわけじゃ……あっ！」

　私は手を伸のばし、彼の身体からだを腕うでに抱だき上げる。

「わっ、わあっ、離せってば！」

　彼はやんちゃな仔こ猫ねこのように暴れるが、ベッドに押し倒たおしてやると、色っぽく目を潤ませて抵てい抗こうをやめる。

「あなたを抱きます、昼も、夜も」

「……あっ！」

　囁ささやくと、彼はそれだけで感じてしまったかのように身体をヒクリと震ふるわせる。

　彼の首筋にキスをしてやると、彼は喘あえいで、とても色っぽい声で囁いてくる。

「……やあ、ダメ……明日は篠原さんたちと、ニューヨーク・ニューヨークでジェットコースターに乗る約束……」

「明日になったら、私から電話をしておきます」

「……な、なんて？」

「『藤崎さんが軽い風邪かぜをひいたようです。大事をとってホテルでおとなしくしています』と」

「……か、風邪なんかひいてないってば！……ああっ……」

「でもこれから体力を使うことをしますから」

　私は囁き、彼のＴシャツの裾すそから手を滑すべり込ませる。

「……やあ、九條……っ！」

　手のひらで引き締しまったお腹を撫なでると、彼の身体がまるで魚のように跳はねる。

　そのまま手を上に滑らせ、彼の胸に手のひらを当てる。

「……ああ……っ！」

　彼の小さな乳ち首くびは、硬かたく尖とがり始めていた。

「どうしました、藤崎さん？　そんな甘い声を出したりして」

　私は囁きながら、乳首の先せん端たんにそっと円を描えがく。

「……やあ……っ」

　指先で軽く揉もみ込むようにしてやると、彼の身体からふわりと力が抜ぬけた。

　座り込みそうな彼の身体を抱き留とめ、その熱くなった耳に囁く。

「……もしかして……もう、したくなりましたか？」

「……バカ……イジワル……」

　空は泣きそうに潤んだ目で私を見上げてくる。その染まった頰がとても色っぽい。

「……したいに、決まってるだろ……？」

　……ああ、私の愛した人は、なんて可愛かわいらしいんだろう……？







　　　　皇賀凱一







　ピピピピピ！

　無情な電子音が、私たちの蜜みつのような時間の終わりを告げる。

　私の裸はだかの胸に顔を載せ、とろとろとまどろんでいた桂人がゆっくりと目を開く。

　怠だるそうに振ふり返って時計を見、フライト十二時間前であることを確かめる。

「……あぁ……」

　そして、快楽の名残なごりのある、色っぽいため息をつく。

　いつもは感情をなかなか見せてくれない彼が、残念そうな表情を浮うかべてくれたことに、私は少しだけ慰なぐさめられる。

　……もちろん、蜜月の時間が終わってしまうのは、私もとても残念なのだが。

　寝ね返がえりを打とうとする裸の桂人を、片手で抱きしめる。

「いい。私が止めるよ」

　手を伸ばし、ベッドのサイドテーブルに置かれた目覚まし時計を取る。

　電子音をオフにし、時間を確かめる。

「夕方の六時。シャワーを浴びて、食事に出るにはちょうどいい時間かな？」

　桂人が、まだ夢の世界にいるようなぼんやりとした顔で私を見上げてくる。

　美しい曲線を持つしなやかな身体は惜おしげもなくさらされ、白いシーツが、かろうじて腰こしの部分を覆おおっているだけだ。

　情事の名残の残る瑞みず々みずしい白い果実のような肌はだに、私が刻んだ愛の印が花びらのように散っている。

　彼の長い睫まつ毛げが、気け怠だるげにゆっくりと瞬まばたく。

　美しい形の唇くちびるは、私から贈おくられた数え切れないほどのキスで、いつもよりも紅あかい。

　唇が無防備に開き、そこから真しん珠じゆのような歯が覗のぞいている。

　いつもストイックに表情を引き締めている彼が、こんなあどけない表情をみせてくれるのは、本当に珍めずらしい。

　……凜り々りしい顔をしたいつもの彼も、とても美しいが……。

　私は彼の顔を見下ろしながら思う。

　……こんな顔をすると、本当に可愛いんだな。

　私は愛おしさに胸を熱くしながら、彼の柔やわらかな髪かみを指で梳すく。

「それとも外に出るのは面めん倒どうかな？　ルームサービスでもいいけれど？」

「……ルームサービスのメニューにはもう飽あきました。ラスベガスに着いてから、ずっとそればかりでしたから。それに、部屋に二人でいたら、また……」

　彼は言いかけ、ここに着いてからのことを思い出したように言葉を切って目元を染める。

「また、何？　また抱かれたくなってしまう？」

　私が言うと、彼はさらに肌を染めて、

「違ちがいます。そちらも、もうたくさんです」

　冷たい口調で言うが、恥はずかしげに潤んだ目が、それが噓うそだと物語っている。

　この部屋に入ってから、私たちはほとんどベッドから下りていない。

　激しく愛し合い、放ち、シャワーを浴びてから抱き合って眠ねむる。空腹に目を覚ましてルームサービスで軽い食事をとり、それからまた抱き合って激しく愛し合い……。

　まるで発情期に入った二匹ひきの獣けもののように、私たちはお互たがい以外のすべてを忘れていた。

　すべてを絞しぼり尽つくすような放出を繰くり返したが、完かん璧ぺきに満足できた後の眠りは深かった。疲つかれは残っておらず、体力は充じゆう実じつしている。

　……だが、彼の身体がくれるあまりの快感に我を忘れ、タガが外れてしまった。

　……受け入れる立場の桂人には、負担が大きかったのでは……？

「ともかく、一度くらいは外で食事をしましょう」

　私の腕を押しのけるようにして、桂人が起き上がる。

「身体は、大だい丈じよう夫ぶ？」

　少し心配になって聞くと、桂人はいつもの強気な顔に戻もどって、

「バカにしないでください。これでも私は副コー操・パ縦イロ士ツトですよ。タフでなければできない職業です」

　彼はシーツを身体に巻き付け、裸足で床に下り立つ。

　そして優雅な足取りで、バスルームに向かって歩きだす。

　最初の一歩で少しだけよろけるが、一人でしっかり歩いたことに、私はホッとする。

　激しく愛し合った後。彼は立ち上がることすらできずにふわりと座り込んでしまうことがある。

　しかし、彼がそんな無防備な姿を見せるのは、休日だけ。

　仕事の緊きん張ちよう感かんが少しでもある時には、彼はどんなに感じ、どんなにたくさん放った後だろうが、しっかりと立ち上がって歩く。

　私は、彼のしなやかな後ろ姿を見ながら誇ほこらしい気持ちで思う。

　……さすが、責任感の強い桂人らしいな。

　……ただ……。

　私は、シーツの乱れたベッドに一人で座り、思わず苦く笑しようする。

　……立ち上がれない桂人を抱いてバスルームに運び、一いつ緒しよに風呂ふろに入るのは……なかなか魅み力りよく的な仕事だ。

　……それに、あんなに激しい情事の後、一人でベッドに取り残されるのは、なかなか寂さびしいものがあるんだが。







　　　　有川桂人







「なんだか楽しい場所ですね」

　私は周辺を見回しながら、柄がらにもなくドキドキしてしまう。

　皇賀機長が連れてきてくれたのは、ストリップ沿いにある『アラジン』というホテル、それに併へい設せつされた『デザート・パッセージ』という名のショッピングアーケードだった。

　ラスベガスのホテルにはすべてテーマがあって、そのせいでラスベガス全体が巨きよ大だいなテーマパークのような雰ふん囲い気きになっている。

　この『アラジン』のテーマは『アラビアン・ナイト』。そのために『デザート・パッセージ』はアラビアのスーク市場のイメージらしい。

　入り口は青と白のタイルの貼はられた巨大なモスクのようだったし、アーケードの内部はアラビア風の砂壁の建物に囲まれている。

　石畳の上にはさまざまな屋台が並び、楽しげなライブや大道芸が行われている。

「綺き麗れいですね」

　ガラス細工の店の前で、私は思わず立ち止まってはショーウインドーを覗いてしまう。

　ショーウインドーの中には、金きん彩さいを施ほどこした色とりどりのガラスの瓶びんが並んでいた。香こう水すいを入れるものであろう繊せん細さいで小さなそれらに、私は思わず見とれる。

「どれが一番好き？」

　耳元で聞かれて、私は思わずそのうちの一つを指さしてしまう。

「私は、金色の飾かざりのある深いブルーの瓶が好きです」

　……どうして、目が離はなせないんだろう？

　私は香水瓶を見つめながら思う。

　……私はコロンなどつけないし、使い道もないのに。　>>>♥

　……でも……。

　私の脳のう裏りに、あの時のハワイの快晴の空が蘇よみがえる。

　一年前。昔のつらい恋こいを引きずっていた私は、ストレスで体調を崩くずし、コックピットで倒たおれた。

　パイロットの仕事は、風邪かぜをひくことすら許されない厳しいもの。体調管理は基本中の基本。

　コックピットで倒れることなど……パイロットとしてはとても考えられないような失態だ。

　会社は私に療りよう養ようを命じ、私は身体からだと精神の療養を兼かねて、ホノルルにある訓練所にしばらく勤務していた。

　自己管理ができなかった自分のふがいなさと、飛行機に乗れないつらさと、そして皇賀機長の隣となりにいられないことの苦しさに……私は打ちのめされていた。

　もしかしたら二度とコックピットには戻れないかもしれない、そして皇賀機長にも見捨てられたかもしれない、と思って絶望しそうになった。

　……しかし。

　皇賀機長は、私を迎むかえに来てくれた。

　そして一緒に飛ぼう、と言ってくれた。

　私は、あの時のあの空の青が忘れられない。

　そして……その美しい香水瓶は、あの時の空の青にそっくりだったんだ。

「綺麗です。でも……」

　私は出ていた値札に目をやり……そして肩かたを落とす。

　それはとても高級な品らしく、私が想像した十倍の値段が付けられていた。

　……とても美しい。でも、きっと、私とは縁えんがないものなんだ……。

　そう思い、踵きびすを返そうとして……。

「おいで」

　皇賀機長がいきなり私の肩を抱だいて、店のドアを押した。

「え？」

　ちりんちりん、とドアに付けられたベルが鳴り、奥のカウンターに座っていたお爺じいさんが顔を上げる。

　皇賀機長は彼に向かって、

「あのブルーの瓶が欲しいんだ。包んでくれないか？」

　彼の言葉に、私は驚おどろいてしまう。お爺さんは愛あい想そよく笑って立ち上がり、店を横切ってくる。

　私は慌あわてて日本語で、

「あの、皇賀機長……あれは、とても高価でした。私にはとても……！」

「恋人になってから、一つもプレゼントをあげていない」

　皇賀機長が私を見下ろして言う。

「もしも嫌いやでなければ、受け取ってくれないか？」

　彼の端たん整せいな顔には、とても真しん剣けんな表情が浮うかんでいた。

　私の鼓こ動どうが、トクンと高鳴った。

　店主のお爺さんの手の中で、その美しい瓶は照明を反射してキラキラと煌きらめいている。

　普ふ段だんはまったく物に執しゆう着ちやくのない私の心が……それを見ているとなぜか震ふるえてしまう。

　その瓶の色は、見れば見るほど、あの時の空の色に似ていて……。

「……もちろん嫌ではありません。とても綺麗で、とても気に入りましたし……」

　私がかすれた声で言うと、彼は微笑ほほえんで、

「それなら決まりだ。……それに、私には下心があるんだ」

「下心？」

　私が聞くと、彼は片目をつぶって言う。

「それは、食事の時にでも」

　お爺さんは大切そうに瓶を持ってカウンターに戻り、それを丁てい寧ねいに拭ふいて、厳重に梱こん包ぽう材を詰つめた箱にしっかりと詰めてくれる。

「ガラス作家の一点物でね。私もとても好きだったんですよ」

　お爺さんが、私を見ながら言う。私はしっかりとうなずく。

「とても綺麗です。大切にします」

　皇賀機長はお金を支し払はらい、瓶が詰められた箱の入った紙かみ袋ぶくろを受け取った。

「ありがとうございます。またどうぞ」

　お爺さんの声に送られて、私と彼は石いし畳だたみの道に出る。

　そして彼が、前から知っていたというレストランに向かった。

　スークを模した路地を抜ぬけ、小道を入ると……そこには不思議な外観の建物があった。

　精せい緻ちな彫ちよう刻こくが施された巨大な壁かべ、その下にあるのはアジアの仏像を思わせる金色をした見上げるような大きな扉とびら。きちんとしたお仕着せを着たドアマンが姿勢よくその前に立っている。


　店の前には『Prana』という文字が彫ほられた石の看板が置かれている。



「昔はともかく、今のラスベガスはいかにも観光地というイメージで、ビュッフェ・レストランばかりが思い浮かんでいたのですが……」

　私は、ライトアップされたその巨大な扉を見上げながら、呆ぼう然ぜんと呟つぶやく。

「……こんな店もあったんですね。驚きました」

「目立つのはカジノ目当ての観光客ばかりだし、ホテルの中にあるのはビュッフェ・レストランがほとんどだ。そう思うのも仕方がないけれど……」

　私と皇賀機長が近づくと、ドアマンがうやうやしくドアを開けてくれる。

「……ここはたしかに金の集まる場所だ。リムジンやヘリでラスベガスに乗り付ける、セレブリティーや大だい富ふ豪ごうもたくさんいるんだよ。ここはそういう人々がこっそり集まる店だ」

　皇賀機長は私の背に手を回し、先に行かせてくれる。

　私は店の中を見て、そのリッチさにまた驚いてしまう。

　いかにも高級そうな、銀色のシルクの張られたソファ。席の後ろに飾られ、ライトアップされているのはアンティークらしい美しい陶とう磁じ器き。

　とても洗練されたお洒落しやれな空間で、いかにもエグゼクティヴ、という雰囲気のスーツ姿の男たちや、きちんと盛装した男女が、ゆっくりと食事を楽しんでいる。

　皇賀機長を、オーナーらしきアジア系の男性が出で迎むかえた。

　皇賀機長は彼と親しげに挨あい拶さつを交かわし、そして私たちは、ＶＩＰ専用らしい、個室のある三階に案内された。

　オーナーが両開きの扉を開くと、そこはアジア風とヨーロッパ風が絶ぜつ妙みようにミックスされた空間だった。そしてその部屋の中央には映画で見たことしかないような……。

「すごい。アジア式の……デイベッド？」

　それは彫刻の施ほどこされた、天てん蓋がいと柱を持つ小さな部屋のような物。中の広さは三畳じようくらいはありそうだ。

　今は真ん中の部分が切り取られ、そこにテーブルがはめ込まれ、周りの部分はソファになっている。

　もともとはそこに寝しん具ぐが敷しき詰められていたはずで……いつか見た映画では、中国皇こう帝ていが愛人と戯たわむれていたような……？

「これはアヘン・ベッドと呼ばれるものです。……もちろん、うちではアヘンは扱あつかっていませんし、当時のアンティークではなくそれを模して新しく特注で作らせたものですが」

　オーナーは茶目っ気たっぷりに言い、私をソファに案内してくれる。

　皇賀機長にもソファを勧すすめ、それからうやうやしくお辞じ儀ぎをして出ていく。

「すごい……とても綺麗です」

　柱に精せい緻ちな彫刻を施したそれは、とても美しかった。そして、その名前のせいかどこか……少しだけ淫いん靡びな感じで……。

　テーブルの角を挟はさんだ隣に、皇賀機長が座る。

　ふわ、と微かすかに香かおってきた彼のコロンに、まるでアヘンでも嗅かいだかのように陶とう然ぜんとしそうになる。


「店の名前、『Pranaプラナ』というのは、サンスクリット語で『息吹いぶき』という意味らしい」



　間接照明に照らされた皇賀機長の顔が、いつにもまして端麗に見える。

「不思議で……でも、とても素す敵てきなお店です」

　私は思わずうっとりとため息をついてしまう。彼は微笑んで、

「料理がとても美味おいしいし……それに蕩とろけそうに甘かった長いデートの仕上げに、ちょうどいいかと思って君を連れてきたんだ」

　彼の言葉に、私はハッと気づく。

　……前はいったい、誰と来たんだろう？

　私の心が、ズキリと痛んだ。

　……もしかして、前の恋人と、ラスベガスで甘い甘い時間を過ごした……？

　……そして、その仕上げに、ここに……？

　思わず視線を落とすと、彼は私の顔を覗のぞき込んで、

「前はいったい、誰と来たんだろう？……そう思ったね？」

　言い当てられて、私は驚いて顔を上げる。

　本当なら、問いつめてしまいたかった。しかし……。

「……別に、あなたの過去になど興味はありませんから」

　素直になれない私は、そう言って彼から目をそらすことしかできない。

「本当に？　嫉しつ妬とは？」

　彼の言葉に、私は柄がらにもなくいきなり泣いてしまいそうになる。

　……そうだ。女性じゃあるまいし、嫉妬なんかするわけがないじゃないか……。

　……だから、目を上げて、彼の顔を見て、関係ありませんと笑わなければ……。

　しかし、心が焼け付きそうに痛んで、どうしても彼の顔を見ることができない。

「本当に可愛かわいいんだから」

　彼の大きな手が伸のびて、私の頰ほおをそっと包み込む。

「口では冷たいことを言いながら、今にも泣きそうな顔をする」　>>>♥

　彼の手が、私の顔をゆっくりと上げさせる。

「……べ、別に泣きそうな顔なんか……あ、ん……」

　ふいに皇賀機長の顔が近づいて、唇くちびるが、彼の熱い唇でふさがれる。

「……んん……」

　深く奪うばわれ、そっと舌を絡からめられて、鼓動が速くなる。

「……んん……っ」

　……愛あい撫ぶされ、奪われ、すべてを絞しぼり尽つくされるほど放った。

　……なのに、私の身体からだが、また……。

「……そんな顔をしないで。やましいことは、何もないよ」

　彼は、唇を触ふれさせたままで囁ささやく。

「……父親が法律事務所をやっていると言っただろう？　彼はビバリーヒルズにあるこの店をよく利用している。今のここのオーナーとも顔見知りなんだ」

「……お父さん……ですか……？」

「父に連れてこられた。『デートに使うならこのくらいのランクの店を選びなさい』と言って」

　皇賀機長は言って、肩かたをすくめる。

「もちろん、こんなロマンティックなフロアに父親と二人で来たりはしない。この階に来るのは初めてだよ」

　彼の言葉に、私は少なからずホッとする。

　深いため息をついた私に、皇賀機長は優やさしい顔で微笑ほほえみかける。

「……ホッとした？」

　私はうなずきそうになり……そして慌あわてて彼を睨にらんでやる。

「……それならそうと、最初に言ってください」

　私の言葉を聞いて、皇賀機長が楽しそうに笑う。

　その時、ドアにノックの音が響ひびいた。

　オーナーと、胸に葡ぶ萄どうの形のバッジをつけたソムリエ、そして料理を載せたワゴンを押したウエイターが、扉を開けて部屋に入ってくる。

　空気の中に、ふわ、とスパイシーな香りが満ち、私はとてもお腹なかが空すいていたことに気づく。

　皇賀機長がお奨すすめを頼たのんでおいてくれたらしい。

　テーブルには、料理が次々に並べられていく。

　前菜には、『ハマチのカルパッチョ・レモン皮風味ドレッシング添ぞえ』

　サラダとして『グリルしたアスパラガスのサラダ』

　肉料理が『子羊肉のロースト、ハーブとゴート・チーズ入りのリゾット添え』

　そしてこの店の名物らしい『車エビのロースト、ガーリックヌードル添え』

　最後にソムリエが、辛から口くちの白ワインをグラスに注そそぎ、そして彼らは口々に「ごゆっくり」と言って部屋を出ていく。

　どれも大きな皿に丁てい寧ねいに盛りつけられ、とても美しく……そしてどれもうっとりするほど美味しかった。

　皇賀機長は口は悪いけれど……彼の食事の仕方はとても上品で、そしてどこかセクシーだ。

「不思議なメニューだが、ヌーベル・ベトナミーズ・キュイジーヌというらしい。この店の車エビとこのスパイシーに炒いためたアジア風のきしめんは、まさに絶品なんだ」

　言いながら、彼の美しい指が完かん璧ぺきにカトラリーを操っている。

　コックピットでは少しの迷いもなく正確無比に動き、そして繊せん細さいに飛行機を操る、彼の指。

　そしてその指は、ほんの一時間前までは……。

「……あぁ……」

　私の唇から、知らずに甘い吐と息いきが漏もれた。

　皇賀機長は顔を上げ、そしてふいに真面目まじめな顔になって私を見つめてくる。

「……桂人」

　低く囁かれて、鼓こ動どうが速くなる。

　……ああ、このまま今夜も抱だかれてしまうことができたら、どんなに素敵だろう……。

　……でも……。

　皇賀機長はどこかがとても痛むかのような、切なげな顔で私を見つめる。

「ほんの一時間前まで、君と私は一つだったのに」

　彼の言葉に、身体の奥が、ズキリと甘く痛む。

　……そうだ、ほんの一時間前まで、私は……。

　彼の熱い指、触れ合う肌はだ、そしてセクシーなムスクの香りを思い出す。

　そして、私を何度も快楽の絶頂に押し上げた、彼の……。

「……いけない」

　彼の言葉に、私はハッと我に返る。

　彼は私を見つめ、フッと微び苦く笑しようを浮うかべる。

「思い出すと、また抱きたくなってしまう。別のことを考えなくては。……そうだ」

　彼はさっき買った瓶びんの入っている紙かみ袋ぶくろを出し、その中から店の名前の入った箱を取り出す。

「いちおう、プレゼントということで」

　言って、テーブルクロスの上、私の前に箱をそっと置く。

「開けても、いいですか？」

　私が言うと、彼は笑ってうなずいてくれる。

　私は箱を開き、丁寧に梱こん包ぽう材を解いて、中からあの瓶を取り出す。

　それはズシリと重く、そして間接照明を反射して、お店で見た時よりもさらに華はなやかに煌きらめいて見えた。

「……本当に綺き麗れいな色です」

　私はうっとりと見つめ、それからあることを思い出す。

「そういえば、さっきおっしゃっていた下心、というのは？」

　皇賀機長がその男っぽい唇にセクシーな笑えみを浮かべたのを見て、私はドキリとする。

「フライトまで、あと十二時間を切りました。いくらプレゼントをいただいても、そういうことは……」

　皇賀機長は手を上げて私の言葉を止める。それから、

「前に、私のコロンの香かおりが好きだと言ってくれたね。それはまだ変わらない？」

　唐とう突とつに聞かれた言葉に、私は意図が摑つかめずに呆あつ気けにとられる。

「ええ、もちろん。とてもいい香りだと思いますが……？」

「私のつけているのは、知り合いの店に頼んで調ちよう香こうしてもらったものだ。ほかでは売っていない。……君に私のコロンを半分あげるよ。その瓶に入れて部屋に置いてくれ」

「え？　でも、調香したものなんて、高価なのでは……？」

「フライトの時にはつけて欲しいんだ。私が目を離はなしたスキに、悪い虫が寄ってきたりしないように」

「……は？」

　私はその意味が解わからずに呆ぼう然ぜんとし……それからハッと気づく。

「それではまるで、私とあなたが恋こい人びと同士で、私の身体にあなたの残り香がが移ったみたいじゃないですか！　会社で問題になったらどうするんですか？」

　思わず言うと、彼は肩をすくめて、

「別に問題になどならないよ。コックピットではいつも一いつ緒しよなんだしね」

　言ってから、さまざまなことを思い出したかのように憮ぶ然ぜんとした顔になる。

「ただ、私の香りがすれば、悪い虫どもを今より少しは撃げき退たいできるんじゃないかと思うんだ」

　彼の言葉に、私は思わず手で顔を覆おおってため息をつく。

　……まったく……なんて人なんだ……。







　　　　九條高章







「いやあ、ラスベガスは初めてだったけれど、けっこう楽しめたなあ！」

　空港のターミナルを歩きながら、ラウさんが上じよう機き嫌げんで言う。

「あ、あれからどこに行ったんですか？」

　少し疲つかれ気味の空が、彼に聞いている。

　乗務の十二時間前になるまで、空をベッドから一歩も出さなかった。

　ルームサービスの食事をする時と風呂ふろに入る時以外、私たちはずっと抱き合い、愛を確かめ合っていた。

　そのせいか、彼の長い睫まつ毛げのあたりには疲れが少しだけ残っていて……そこが不思議と色っぽい。

「シンヤと一緒に、グランドキャニオンまで足を伸のばしてたんだ！　素す晴ばらしかったぞ！」

「へ？　二人だけで旅行に行ってたんですか？　珍めずらしいかも……？」

　空が驚おどろいたように言うと、篠原さんは肩をすくめて、

「小型機の予約が取れなかったので、運転手が必要だったんだ。片道五時間かかったし」

「もしかして、ラウさんは運転しつづけだったんですか？」

　空の言葉に、ラウさんは、

「ああ。昨日の昼に帰ってきて、いちおうゆっくり休めたけれど……それまでほぼ運転しつづけだ。しかも旅行中は指一本触ふれさせてくれないし、それどころか……」

　ラウさんは言葉を切って、何かを思い出したかのように深いため息をつく。

　恨うらみがましい目で篠原さんを見るが、彼の方は涼すずしい顔でそっぽを向いている。

　……いったい、何があったんだろう？

「そうですかあ。いいなあ、グランドキャニオン……」

　空は言って、やはり恨みがましい目で私を見上げる。

　ベッドに釘くぎ付づけにさえされなかったら自分ももっとたくさん観光できたのに、とでも言いたげな視線に私はわざと明るく微笑ほほえんでみせる。

「藤崎さん、あなたは風邪かぜをひいていたじゃないですか。まだ少しふらついてますよ？」

　最後の部分を意味ありげに潜ひそめてやると、空はベッドの中でのことを思い出したのか、いきなりカアッと赤くなる。

「えっ？」

「本当にもう大だい丈じよう夫ぶ？　顔が少し赤いみたいだ」

　篠原さんが本気で心配そうな声でたずね、ふいに手を伸ばして空の額にそっと手を当てる。

「ううん。額は特に熱くないみたいだけど……」

「あ、熱とかはホントにないんで！　すぐに治ったんです、ええと……風邪がすぐに治ったから調子に乗って遊びすぎて疲れちゃっただけで……」

　空の言葉に、篠原さんは安心したように笑う。

「それならよかった。とにかく無理はしないで。まあ、帰りは多分、行きよりはずっと楽なフライトになりそうだけれど」

　彼の視線の先、出発ゲート前にあの六人組がいた。

「あ、ユーセフたちだ！」

　空はとても嬉うれしそうに叫さけび、カートを引いたままで小走りになる。

　ユーセフの発作の後。すっかりいい子になった子供たちのそばに、空はずっとついていて、なにかと面めん倒どうを見てやっていた。そこですっかり打ち解けてしまったらしい。

「やっほー！　楽しかった？」

　空の問いかけに、三人は子供らしい明るい笑顔で大きくうなずいて答える。

「ジェットコースターに乗ったり、マジックショーを見たりしたんだよ！」

「プールにも行ったし……あと、サーカスも見た！　動物が出るヤツ！」

「あ、それ、オレも行った！　『ザ・ミラージュ』ホテルでやってたヤツだろ？」

「ええ～、それなら一緒に行けばよかったねえ」

　ユーセフが言って、空の制服の腰こしに抱きついている。最初は萎い縮しゆくしているように暗く見えたが、実は甘ったれらしい。空は笑ってユーセフの髪かみを撫なで、子供たちにすっかり馴な染じんでいる。

「今日もよろしくお願いします」

　大人おとなたち三人も、行きとは別人のように微笑んで頭を下げてくる。

「ラスベガスはいかがでしたか？」

　篠原さんの問いに、彼らは照れたように笑って、

「いやあ、カジノにも行かず、子供たちに付き合って遊んだり、一緒にショーを見たりして楽しんでいましたよ」

「甥おいっ子たちと遊んでやるなんて久しぶりだった。遊園地のジェットコースターが楽しくて、なんだか新しい趣しゆ味みを発見した気分です」

　その言葉に篠原さんは優やさしく笑う。

「楽しまれたようで何よりです。帰りのフライトも、よろしくお願いします」

　六人の後ろには、行きのフライトにはいなかった初老の男性が控ひかえていた。彼は頭を下げて、

「ユーセフ様の主治医です。よろしくお願いいたします」

「ご連れん絡らくはいただいています。こちらこそ、よろしくお願いします」

　篠原さんは彼に対しても丁てい寧ねいに挨あい拶さつをしている。

　ユーセフが倒たおれたと聞いて、彼の実家の方ではたいへんな騒さわぎだったらしく、すぐに別の便で主治医が送り込まれてきた。帰りのフライトには彼も一緒に乗るという連絡は、会社の方からもらっている。

　……これで、とりあえず一安心かな？

　子供たちとひととおり騒ぎ終えた空が、少し恥はずかしそうな顔をして戻もどってくる。

「……う、素す直なおになったらあいつら、めちゃくちゃ可愛かわいい。仕事、忘れそうになった」

　彼の頰ほおが染まっていて、なんだかとても可愛い。

「可愛いのはあなたの方です」

　私が思わず囁ささやいてしまうと、彼はさらにカアッと頰を染める。

　私は、帰りのフライトは快適で楽しいものになりそうだ、と思った。

　……なのに。







　　　　有川桂人







　インド洋上空は、晴れ。

　抜ぬけるような青空の下、微かすかに薄うすい雲が立ち込めているだけだ。

　そういえば、インド洋沖おきの海底火山が噴ふん火かしたと昨夜のニュースで報道されていた。

　付近海域の島の住民に被ひ害がいはなかったようだし、飛行ルートからは遠いためにフライトにはまったく影えい響きようがないと思われる、と出発前のブリーフィングで聞かされた。

　フライトはごくごく順調で、私たちは、このまま無事に到とう着ちやく地に着けると思って疑わなかった。

　……しかし。

「……え……？」

　計器類をチェックしていた私は、思わず目を疑う。

　……自動操縦中のはずなのに、勝手に高度が上がっている……？

　コンピュータにインプットしたはずの数値よりもかなり高度は上がっていて、しかも見ている間にも計器はゆっくりと動いている。

　……なんてことだ……！

「どうした、桂人？」

「皇賀機長、大変です！　高度が……！」

　まるで私の声を合図にしたかのように、操縦室の計器類が、いきなりけたたましい警告音を鳴らし始めた。

「……えっ……？」

　警告音を発しているのは、高度計だけではない。私はあまりの事態に、呆ぼう然ぜんと操縦室の中を見回す。それから慌あわてて計器を確かく認にんして、

「大変です！　カーゴ室の温度が急上じよう昇しようしています！」

　思わず青くなって叫ぶ。

　……まさか、火災？

　荷物室に積み込まれているのは、乗客たちのトランクだけだ。

「何か危険物を持ち込んだんでしょうか？　それが発火した？」

「わからない。確認してみよう」

　皇賀機長は落ち着いた仕草でインターフォンの受話器を取る。

「篠原くんか？……荷物室の気温が上昇しているという警告が出ている。ラウくんと二人で、異常がないか確認してきてくれないか？」

「危険です。私が行きます！」

　私が思わず言うと、彼は厳しい顔で、

「落ち着いて。君には君の仕事があるだろう、有川くん？」

　思わず操縦席を立とうとする私に、皇賀機長は低い声で言う。　>>>♥

　仕事の時の呼び方で呼ばれ、私はハッと我に返る。

　……そうだ、私にはこの操縦席でやるべきことがある……。

　私は取り乱した自分を恥じた。

「ああ……じゅうぶんに気をつけて」

　皇賀機長は言って、受話器を置く。

　……そうだ、私は皇賀機長の右みぎ腕うで。

　……彼のそばで、彼の仕事を完かん璧ぺきにサポートしなくてはいけない。

　私は思い、気を引き締しめて計器類を確認し……そしておかしなことに気づく。

「皇賀機長」

　私は計器を見つめながら言う。

「高度計は上がっています。なのに、飛行機の姿勢は水平のままだと計器には出ています……これはいったい……？」

　困こん惑わくに、私の声がかすれてしまう。皇賀機長は落ち着いた低い声で言う。

「……火山灰の影響が、こんなところまで来ていたようだな」

　その言葉に私はハッとする。

　火山灰は、飛行機の外に飛び出している計測用のピトー管と呼ばれる管を詰つまらせ……計器を狂くるわせてしまう。

　さらに。火山灰は磁気を含ふくんでいるために、操縦系統のコンピュータまでが狂わされてしまう場合もある。

　ほとんど遭そう遇ぐうする機会がないので忘れがちだが……実は、飛行機にとっては火山灰はとても恐おそろしいものだ。

　それが原因で墜つい落らくした飛行機が、過去何機もあり……私は身体からだから血の気が引くのを感じる。

　……なんてことだ……。

　ドアに慌ただしいノックの音がして、外から篠原くんの「篠原です」という声が聞こえた。ロックを外すと、入ってきたのは篠原くん、そしてラウくんだった。

　二人はコックピットのアラームを聞いてとても緊きん張ちようしたように顔を引きつらせるが、外に聞こえないように、慌ててドアを閉める。

「荷物室に、火の気などありませんでした」

　篠原くんの呆然とした声に、皇賀機長はうなずく。

「やはりな」

　皇賀機長は言い、それから私たちの顔を見み渡わたして言う。

「予定変へん更こうだ。ここから一番近い、モルディブの空港に着陸する」

　その言葉に、篠原くんとラウくんは揃そろって息をのむ。

　皇賀機長は、コックピットの中を手で示して、

「この騒ぎは誤作動だから、気にしなくていい。機体に損傷はないはずだ」

「でしたら、どうしてこんな……？」

　ラウくんが、緊張に顔を引きつらせて言う。皇賀機長は冷静な声で、

「インド洋沖の火山灰の影響で、観測管に異常が発生したようだ。もう、計器類はすべてアテにならない」

　言って肩かたをすくめる。

「このまま飛んでもいいんだが……いつ本当に異常が起きないとも限らない。一番近い空港に着陸をするのが一番だろうな」

「ということは……」

　察しのいい篠原くんが、コックピットの中を見回しながら言う。

「……緊きん急きゆう着陸になりますか？」

「一応そういうことになるな。高度も速度もわからない。だが……この飛行機は正常に機能してくれているはずなんだ」

　皇賀機長は、落ち着いた声で言う。しかし……。

　私は、不安に鼓こ動どうが速くなるのを感じる。

　……計器に火山灰の影響が出ているとすれば、そのうちにコンピュータにまで異常が出るかもしれない。

　……そうなったら、着陸はさらに困難になる。

　……いや……。

　私はコックピットの中を見回し、血の気が引くのを感じる。

　……もしかしたら、もう……？

　皇賀機長は腕時計を見、篠原くんとラウくんに向かって、

「一番近い空港に着陸するとすれば、あと四十分程度で着陸体勢に入ることになる。乗客たちがパニックに陥おちいらないように、それを説明してもらえないか？」

　二人は頰ほおを引き締め、そしてゆっくりとうなずく。篠原くんが冷静な声で言う。

「わかりました。皇賀機長と有川さんを信じています」

　ラウくんは少し無理をしているような顔で、しかし豪ごう快かいに笑う。

「あははは、参ったな。でも前回よりもずっとマシです。今度は南の島だしね」

　彼は気密窓の外に広がる晴れ渡わたった青い空を見つめ、どこか祈いのるような声で言う。

「……あの時だって無事だったんだ。今度だって絶対に大だい丈じよう夫ぶですよ」

　二人は、操縦室を後にする。

　私は、計器を見つめながら、

「計器がめちゃくちゃです。高度計すら狂っています。ということは……」

　私の声に、皇賀機長はうなずく。

「もうコンピュータも、計器もアテにならない。私と君の力だけでこの機を無事に着陸させなくてはいけない」







　　　　皇賀凱一







　……陽ひが落ちる前に着陸できるだけ、まだマシだ。

　そう、私は思っていたが……。

　そこから一番近いのは、モルディブ、マーレ国際空港だった。

　とても小さいが設備は整った空港で、緊急着陸にもきちんと対応してくれるだろうと思い、少し安心した。

　しかし……。

　晴はれ渡っていたはずの空がみるみるうちに厚い雲に覆おおわれたのは、それから五分もしないうちだった。南国ではごく当たり前の気象の変化だが、計器が使えず、コンピュータもアテにならない今の私たちには、視覚だけが頼たよりだった。……なのに。

「……なんてことだ」

　私は厚い雲に覆われた気密窓を見つめながら小さく呟つぶやく。

『着陸はもちろんオッケーです。念のため、消防車と救急車も手配しておきます』

　緊急着陸を要よう請せいしたマーレ国際空港の管かん制せい塔とうからの答えは、こうだった。

　しかし彼の声が微かすかに震ふるえているところが、事の重大さを物語っていた。

『……ですが、空港周辺には現在濃こい霧きりが立ち込め、まったく視認のできない状態です』

　彼はかすれた声で、

『管制塔からできる限りの誘ゆう導どうはします。しかし精度に限界がありますし、この霧の中を、計器なしで飛行するなんて……』

「着陸には自信がありますのでご安心ください。ともかく、誘導の方をお願いします」

　私は、取り乱しそうな管制官を安心させるため、ことさら平然とした口調で言う。

　救いは、乗客やキャビン・アテンダントに混乱のないこと、そして桂人が冷静でいてくれることだ。

　高度計は狂い、この機は上じよう昇しようしていることになっている。

　これに混乱して機首を下げれば……飛行機は姿勢を崩くずし、失速し、一気に墜落することになる。

　高度計は、目の前でジワジワと高度を上げていく。

　……もしかしたら本当に上昇しているのかもしれない。

　……機首を下げなくてはいけない……？

　本能的に思ってしまうが……私は必死でその衝しよう動どうに耐たえた。

　……騙だまされてはいけない……。

　桂人も、必死で操そう縦じゆう桿かんを下げることに耐えている。

　……これは、自分の中にある不安な心との闘たたかいなのだ。

「高度二〇〇〇フィート」

　高度計は狂っていたが、桂人が最初から見ていてそれを記き憶おくしてくれていたおかげで、何メートルずつ機体が移動しているのかが把は握あくできている。

　しかし……。

　私はスラスト・レバーを握にぎったまま、思う。

　……高度の解らない状態で機体を下ろすのが……こんなに恐おそろしいことだなんて。

　霧や嵐あらしによる視界不良の飛行はいくらでも経験してきたし、空軍パイロット時代には戦せん闘とう機の計器が故障して、計器なしで空母に着ちやつ艦かんしたこともある。

　どちらも貴重な体験で、それを忘れないために、視界不良の飛行と計器なしの着陸はフライト・シミュレーターで何度か追体験した。

　……しかし。

「まさか、それが組み合わさる状じよう況きように陥るなんて、想像もしていなかったな」

「……はい？」

　桂人が計器を見つめ、計算機の上に素す早ばやく指を走らせながら言う。

「あらゆる状態を想定してさまざまなシミュレーションをしてきた。だがこんな状況は考えたことがなかった」

「……そうでしょうね」

　桂人が計算を繰くり返しながら、硬かたい声で呟く。

「……私も考えたことすらありませんでした」

　管制塔は、飛行機同士の衝しよう突とつを避さけるために造られたもので、そこからの指示だけでは着陸には完かん璧ぺきではない。

　もしも計算が違ちがっていたらいきなり目の前に地上が現れ、墜つい落らくの可能性もある。

　……だが……。

「高度一九五〇フィート」

　私は、桂人の冷静な声を聞きながら、思う。

　……私は、桂人を信じている。

「君の計算でゼロになった時が地上というわけだ。簡単だな」

　私が言うと、緊きん張ちように顔をこわばらせていた桂人がなんとか少しだけ笑ってくれる。

「ゼロでは、すでに墜落ですが？」

　私は無理に気力を振ふり絞しぼり、笑ってみせる。

「そうだな。優ゆう秀しゆうな副コー操・パ縦イロ士ツトを持って嬉うれしいよ」

　私の言葉に、桂人はクスリと小さく笑う。

「私は、真面目なだけが取り柄えですから」

「本気でそんなことを思っている？　私が夜よ毎ごとに君の素晴らしいところをあんなに囁ささやいてあげているのに？」

　桂人はチラリと私を横目で見て、それから少しだけ頰を赤くする。

「気が散って計算が狂くるいます。その話は、着陸した後にしてください」

　桂人は計算機とルートマップを使って必死で計算を続け、そして正確な進入経路を特定する。

「コンピュータに狂いが出るかもしれない。オートパイロットを切る。いいね？」

　私の言葉に、桂人は深くうなずく。

　私はオートパイロットをオフにし、操縦桿を握る。桂人が、

「計器は狂っていますが、私の計算では、規則性があります。……コース２３７。進入角度がずれています。右に五度」

「オッケー。君の言うことを聞こう」

　私は言い、彼の言うとおりに航路を修正する。

　……そうだ、私は桂人を信じている。

　そして……。







　　　　有川桂人







「あと十分でモルディブ、マーレ国際空港に緊きん急きゆう着陸します」

『はい。お客様には、すべてを説明し終わっています』

　インターフォンの向こうから、篠原くんの落ち着いた声が聞こえてくる。

『火山灰の影えい響きようで計器に故障が出たこと、そのためにモルディブに緊急着陸すること。みなさん納なつ得とくしてくださいました』

　篠原くんの後ろで、藤崎くんが、

「子供たちが、キャプテンがんばってって言ってます！」

　と叫さけんでいるのが聞こえた。

「子供たちが『キャプテンがんばって』と言っているそうです」

　私が言うと、皇賀機長は微笑ほほえんで、

「わかった。がんばると伝えてくれ」

　私はそう伝え、そしてインターフォンの受話器を置く。

　……ああ、もう、自分と、そして皇賀機長を信じるしかないんだ。

　私は気密窓の外に広がる、まるでミルクのように濃い霧を見つめながら思う。

　……だから、落ち着かなくては……！

　しかし、自分の身体からだが小刻みに震えるのをどうしても止められない。

　……計器が狂っただけだと、皇賀機長は判断した。飛行機自体に故障はないはずだと。

　……しかし、もしも鳴り響ひびくこの警報の中に、本当の警報が混ざっていたら……？

　……火山灰の影響ですでにコンピュータが故障し、着陸に必要不可欠な機能のどこかに影響が出ていたとしたら……？

　私の身体から血の気が引いていく。

　……私たちは、そのまま滑かつ走そう路ろに激突するかもしれない……。

　私の視界に、異常なほどの数値を示す高度計が入ってくる。

　ふいに、自分の身体がシートに押しつけられているような気がしてくる。

　……上昇している……？

　……もしかして今のこの機は本当に上昇していて、そして姿勢を崩してしまうのでは……？

　……そして失速し、そのまま……？

　私の身体から、更に血の気が引いていく。

　……もしかしたら、私は最初から間ま違ちがった計算をしてしまったのでは……？

　……そして、私はその計算違いのせいで、乗員、乗客、そして……。

　私は震ふるえながら、隣となりに座る皇賀機長の横顔を見る。

　……こんなにも愛するこの人を、殺してしまうのでは……？

「……皇賀機長……」

　私の唇くちびるから、震える声が漏もれた。

「……Ｇを感じます。やはり、この機は上昇していませんか……？」

　口にしたら、本当に機体が上昇しているような気がする。

　……機首を、下げなくてはいけない……？

　……それも、今すぐに……？

　私は、手を伸のばして今すぐにでも機首を下げてしまいたいという激しい衝しよう動どうと闘う。

「有川くん、落ち着きなさい」

　皇賀機長が冷静な声で言う。

「騙だまされてはいけない。ヴァーティゴだ」

「……ヴァーティゴ……？」

　私はその言葉にハッとする。

　ヴァーティゴというのは、日本語では空間識失調のこと。

　空間識というのは、上下左右や傾けい斜しやの感覚。空間識失調とは、それを一時的に失ってしまうことだ。

　目からくる視覚性のヴァーティゴと、三半規管からくる内ない耳じ性のヴァーティゴに分けられ、視覚性のヴァーティゴは、たとえば横よこ殴なぐりの雨を見て機体が傾かたむいているような錯さつ覚かくにとらわれたりすること。内耳性のヴァーティゴは、旋せん回かい中に横を向いた瞬しゆん間かんに上じよう昇しようや下降を錯覚したりすること。

　ヴァーティゴに陥おちいると、自分がどの向きに進んでいるのか、それとも傾いているのか……それすらも認識できなくなる。

　霧きりや雲などで視界を奪うばわれた状態で操縦士がヴァーティゴに陥り、パニックになって操縦を誤り、そのまま失速して墜落してしまった飛行機は、過去に何例もある。

　新米操縦士の時には誰もが『ヴァーティゴだと感じたら、冷静になれ、計器を見ろ』と何度も教え込まれる。

　窓の外と、そして計器を正しく見ればもちろんそれが錯覚であることが解わかるのだ。

　……だが……。

　……視界を奪われ、計器が誤作動し、そして自分の感覚が狂い始めた今……。

　背中に、ジワリと冷や汗あせが流れるのを感じる。

　……いったい、何を頼たよればいいのか……。

「……二人が結ばれるきっかけにもなった、一年前のあの事故を憶おぼえている？」

　皇賀機長が、とても静かな、落ち着いた声で言う。

「……はい……？」

　私の唇から漏れた声は、極度の緊張にかすれてしまっていた。

「操縦が不能になった機体を、あなたは見事に着陸させました。でも、あの時は……！」

　震えている私の手に、皇賀機長のあたたかな手が重なった。

「あの時と同じ、祝福のキスをくれないか？」

　彼の落ち着いた低い声が、私の心を揺ゆらす。

「……皇賀機長……」

「私たちは大だい丈じよう夫ぶだよ」

　まるで愛の言葉を囁ささやく時のような、低く、甘い声。

　彼の声は私の鼓こ膜まくを揺らし、そして私の心までも揺らす。

　……ああ……。

　まるであたたかな蜜みつが満ちてくるかのように、私の心臓がふわりとあたためられた。

　……彼の声は、本当に……。

「私は君を信じている」

　彼はその魔ま法ほうのような声で囁く。

「だから、君も私を信じて欲しい」

　……そうだ、大丈夫。

　……私たちには、皇賀機長がついているんだ。

「……はい」

　私はうなずき、身を屈かがめる。

　そして、手て袋ぶくろに包まれた彼の手にそっと唇をつける。

「愛しています。私の祝福のキスをもらったあなたには、どんなことでもできる」　>>>♥

　彼は、その端たん整せいな横顔に笑えみを浮うかべる。

「ありがとう。愛している。地上に着いたら、やっと二人のバカンスだ」

「はい」

「昼も夜も君を抱だく。……いいね？」

　私は、胸を熱くしてうなずく。

「はい。……皇賀機長。一つ、お願いが」

「君が私に何かを頼たのむなんて珍めずらしい。何かな？」

「完かん璧ぺきな着陸をお願いいたします。買っていただいたあの香こう水すい瓶びんが、割れてしまうといけませんので」

　私が言うと、彼は目を丸くし、それから楽しそうに笑う。

「了りよう解かい。君のためにも完璧な着陸をしよう」

　……こんなに愛し合っている私たちが、こんなところで死ぬわけがない。

　……彼はきっと、私たち全員を助けてくれる……！







　　　　藤崎空







　オレは、一年前のあの事故を思い出していた。

　……操縦不能になった飛行機を、皇賀機長と有川さんは見事に操った。

　……そして、オレたちを無事に地上に帰してくれた。

　オレはシートベルトを握にぎりしめて、自分に言い聞かせる。

　……大丈夫、きっと大丈夫だ！

　そう思うけど、やっぱり震えてしまうオレの手に、九條の手がそっと重なってくる。

「……九條」

　目を上げると、隣のシートに座った九條が、オレを真っ直すぐに見つめていた。

　彼はその端整な顔に微笑ほほえみを浮かべる。

「大丈夫。あの時だって大丈夫だったじゃないですか」

　彼の言葉と微笑みが、オレに勇気を与あたえてくれる。

「うん」

　やっと微笑むと、九條はその瞳ひとみにセクシーな光を浮かべて、

「地上に着いたら、一番いいホテルの、一番広いスウィートを予約します。そこで朝まであなたを抱きます。……いいですね？」

　彼の言葉に、頰ほおが熱くなる。オレは笑い返して、

「……っていうか、一番広いスウィートは、皇賀機長と有川さんに一番に予約されちゃいそうじゃない？」

　彼は可笑おかしそうに笑って答える。

「では彼らとは別のホテルの、一番広いスウィートを、かな？」

　オレはうなずき、そして答える。

「南の島のバカンスだ。楽しまなきゃね」

　言って彼の手を握り返す。

　その時、機体が激しく揺れ、ふわ、と内臓が浮くような感覚が襲おそってきた。

　……降下が、いつもより速い……？

　オレは思わず青ざめる。

　……もしも計器だけじゃなくて、ほかの部分も故障していたとしたら……？

　……オレたちは、このまま……？

　オレの考えを読んだかのように、少し離はなれた席からユーセフが振ふり返った。

　隣となりに座った主治医が必死で励はげましてるみたいだけど……ユーセフの身体からだはこわばり、今にも倒たおれそうに見える。

　……キャビン・アテンダントのオレが、不安そうにしていてどうするんだよ……？

　……それに……。

　ユーセフの胸が大きく上下している。呼吸がまた荒あらくなり始めているのに、オレは気づいた。

　……今、あの子が発作を起こしたら、大変なことになる……！

　オレはユーセフに向かって、無理やりにっこり笑って叫さけぶ。

「大丈夫だよ！　オレたちを信じて！　皇賀機長は、本当にすごい人なんだから！」

　ユーセフはうなずくけど……その目は今にも泣きそうに潤うるんでいる。

『機長の皇賀です』

　ふいに、キャビンに皇賀機長のアナウンスが響ひびいた。

『この機は、あと五分でモルディブ、マーレ国際空港に到とう着ちやくします。……当初の目的地とは違ちがう場所で、申し訳ないのですが』

　彼の、どこかおどけたような口調。

　だけど、なんだか聞いてるだけで安心感が湧わいてくるような、頼りがいのある低い美声。

『計器に故障は出ています。ですが、私と、そして副操縦士の有川は、あなた方全員を無事に地上に送り届けることをお約束します。……ジブリールくん、イブラーヒムくん、そしてユーセフくん』

　皇賀機長にふいに名前を呼ばれて、半分泣きそうだった二人の子供たちも驚おどろいたように上を見上げている。

『応おう援えんをありがとう。地上で、また』

　泣きそうだったユーセフの瞳に、光が蘇よみがえってくる。

　ジブリールとイブラーヒムは「がんばれキャプテン！」と叫び、顔をこわばらせていた大人おとなたちの顔にも少しだけ安あん堵どしたような表情が浮かぶ。

　……ああ、やっぱり皇賀機長はすごい……。

『……着陸、一分前。衝しよう撃げき防止姿勢を』

　皇賀機長の声が、短く言って、アナウンスが切れる。


「Brace for impact!」



　一番前のジャンプシートに座った篠原さんが、英語で叫ぶ。

　オレたちは、さっきまで繰くり返し、乗客たちにその姿勢を練習してもらっていた。

　身を屈めて両手で足首を摑つかむ、もしくはクロスした両手を前の座席についてそこに額を押しつける、衝撃防止姿勢だ。


「Head down! Head down!」



　篠原さんの声に合わせて、オレたちは頭を下げて衝撃に備える。

　キュウイイン、というエンジンの音が高くなる。

　ガタガタ、という不自然な揺ゆれが機体を震ふるわせる。

　チラリと横目で見ると、まるでクリームのように濃こかった霧きりの隙すき間まから、いきなり空港ターミナルの明かりが見えた。

　……来る……！

　オレは思わず目を閉じ、隣にいる九條に向かって囁く。

「……愛してるよ、九條……」

　九條が息をのんだのが解わかる。それから九條は笑みを含ふくんだ声で囁き返してくれる。

「……その答えは、地上で……」

　オレたちは衝撃に備え、そして……。　>>>♥







　　　　皇賀凱一








「MA080, Approaching on the ILS, runway 2L」



　私は、管かん制せい塔とうにどの滑かつ走そう路ろを選ぶかを伝える。管制塔から緊きん張ちようした声が、


『MA080, Cleared to land, runway 2L, wind 233 at 9』



　滑走路の使用許可を出してくれるのが聞こえる。

　本当ならば、こんな不可視状態での着陸は行わない。しかし今は……。


「Landing check list」



　私が言うと、桂人がチェックリストを読み上げてくれる。


「Gear」



　私は、そうであってくれ、と祈いのりながらかろうじてグリーンのランプが灯ともっていることを確かく認にんして答える。


「Down and Green」

「Speed brake」

「Armed」

「Flaps」

「25」



　桂人はうなずき、それから速度計を確認して読み上げる。


「100feet」



　本当ならコンピュータ音声がコールしてくれるはずだが、桂人がそれを計算し、そしてコールしてくれるしかない。


「50feet……30feet……20feet……」



　桂人のコールに合わせて、私は操そう縦じゆう桿かんを操作していく。


「……10feet……」



　桂人の声が、怯おびえたようにかすれた。

　……もしも彼の計算が間ま違ちがっていたとしたら、私たちはこのまま地上に激げき突とつするだろう。

　……しかし。

　私は操縦桿を握にぎったまま、思う。

　……私の桂人は、完かん璧ぺきなはずだ……！

　私は思い、そして気密窓の向こうに目をこらし……。

「……見えた！」

　私は思わず叫ぶ。

　まるでスープのように濃かった霧の向こうに視界が開けた時、目の前には完璧な角度で続く滑走路があった。

　車輪が滑走路に接地する、微かすかな衝撃が伝わってくる。

「……君の計算は本当に正確無比だ」

　私の感かん嘆たんの呟つぶやきに、桂人が震える声で答えてくれる。

「……当然です、皇賀機長。あなたの右みぎ腕うでですから」

　私はスラスト・リバーサーを上にスライドさせ、後方に向かっていた推力を前方に向けて、機速を落としていく。

　速度が60ｋｔまで落ちたところで、スラスト・リバーサーをオフにし、ラダー・ペダルを踏ふんでブレーキをかける。

　桂人は通信機の周波数を変え、グラウンドコントロールに通信を繫つなぐ。


「Ground control, MA080, good evening」



　桂人の冷静な挨あい拶さつに、通信機の向こうは一いつ瞬しゆん沈ちん黙もくする。

　それから通信機の向こうから、半分泣いているような声が聞こえてきた。


『MA080, good evening』



　桂人が、フウ、と深いため息をつくのが聞こえた。

　……彼も、やっと安心したのだろう。

「キャビン、異常ないか？」

　インターフォンに向かって言うと、篠原くんの声が、

『キャビンです。乗客乗員とも、全員無事です』

　彼の声に、私は深いため息をつく。

　霧の向こうから、消防車や救急車がサイレンを光らせて走ってくる。

　私はエンジンを切り、そして前を向いたままで硬こう直ちよくしている桂人に手を差し出す。

「君のおかげだ。ありがとう、有川くん」

　桂人は目を見開き……そしていきなりその美しい目に涙なみだを溢あふれさせた。

「どうした、桂人？」

　思わず慌あわててしまうと、彼は呆ぼう然ぜんと涙を流したまま驚いた顔をする。

「はい？」

　言って、そこで初めて自分が泣いていることに気づいたようだ。

　手て袋ぶくろに包まれた手を上げて、自分の頰ほおに触ふれる。

　煌きらめく涙が、彼の純白の手袋にゆっくりと沁しみていく。

「……あ……私は……」

　私はシートベルトとショルダーハーネスを外し、立ち上がって彼にもう一度手を差し出す。

「行こう。二人のバカンスが始まる」

　彼はうなずき、シートベルトとショルダーハーネスを外す。

　そして私たちは、お互たがいの無事を確かめ合うように、強く、強く抱だき合った。







　　　　＊




　フライト・バッグを持ってタラップを下りると、滑走路には、送そう迎げい用のシャトルバスが停とまっていた。

　窓の中からは、七人の乗客たちと、篠原くん、ラウくん、そして藤崎くんと九條くんの無事な姿が見えた。

　三人の子供たちが窓から顔を出し、元気に歓かん声せいを上げる。

「キャプテン、すごかったです！」

「有川さん、ありがとう！」

　彼らの笑え顔がおを見て、私は心から安あん堵どする。

　……ああ、無事に着陸できて、本当によかった……。

「……よかった……」

　桂人が改めてホッとしたように小さく呟く。私はシャトルに向かって歩きながら、

「君は天才だ。きっといつかは、とても優ゆう秀しゆうな機長になるだろう」

　桂人は驚おどろいたように顔を上げ、そしてその美しい顔の上にどこか苦しげな表情を浮うかべる。

「……皇賀機長……？」

　どこか寂さびしげな声で言われ、私の胸が熱くなる。

「だが……」

　私は彼を見下ろし、彼に向かって笑ってみせる。

「君が副操縦士である間は、絶対に手放す気はない。……覚かく悟ごしておいてくれよ？」

　彼は私を見上げ、そして少し泣きそうな顔で笑ってみせる。

「私も、あなたのそばを離はなれる気はありません。……覚悟しておいてください」

「ああ、それから……」

　私は彼に向かって片目をつぶってみせる。

「……このステイ中、ベッドから出す気はない。それも覚悟しておいてくれ」

　桂人は驚いたように目を見開き、それからツン、と横を向く。

「……あなたの頭の中は、そんなことばかりなんですか？」

　だが、その美しい耳たぶが染まっていて……とても色っぽい。

「会社への報告が終わったら、すぐにホテルを取る。……いいね？」

　囁ささやくと、彼は色っぽく頰を染めたままで、小さくうなずいた。

「……覚悟は……できています」







　　　　藤崎空







「……あ、ああん、九條……っ！」

　自分のものとは信じられないような甘い声が、高い天てん井じように響ひびいている。

　あんなに濃こかった霧きりはすっかり晴れ、窓の外には美しい星空が広がっている。

　マーレ国際空港から水上飛行機で二十分。

　オレと九條は、『ドーニ・ミギリ』というリゾートホテルにいた。

　ここは、アリ環かん礁しようにあるムシマス・ミギリという珊さん瑚ご礁しようの小さな島。島にあるのは、たった六室しかないこのホテルだけ。

　専用のドーニ船を持つ、美しいこのプライベートリゾートは、前に旅行雑誌で見てからずっと憧あこがれていた。

　……まさか、こんなところに来ることになるなんて。

　七人の乗客たちは、会社が用意したホテルに泊とまり、明日の朝、バーレーンに帰るらしい。

　皇賀機長と有川さん、そしてキャビン・アテンダントのオレたちには、このモルディブでの六日間のステイが許可された。

　短いブリーフィングと、会社への報告をすませると、皇賀機長と有川さんは二人きりでさっさと消えた。

　オレは、篠原さんとラウさんが心配だったけど……会社が用意したホテルにいったん泊まってしまったら、休暇とはいえ、また抜ぬけ出せなくなりそうだった。

　だから二人を置き去りにして、九條と一いつ緒しよにタクシー乗り場に急いだ。

　九條はオレが「モルディブのドーニ・ミギリっていうホテルに泊まってみたい」って前に言ったのをしっかりと憶おぼえていてくれたらしい。

　タクシー乗り場の公衆電話で、そのホテルに電話をして素す早ばやく予約を取り、そして運転手に指示して、そのままホテルに行く船が出る船着き場までタクシーを走らせた。

　船がホテルにつき、部屋に案内され……ベルボーイが部屋を出ていった途と端たんに、九條はオレを抱き上げ、ベッドに押し倒たおしたんだ。

「……待って、九條……ああん……！」

　首筋にキスをされて、オレの唇くちびるから、また甘い声が漏もれてしまう。

　彼の指が、オレの上着をそっと脱ぬがせる。

　そしてそれをベッドのヘッドボードにそっとかける。

「……あ、九條……！」

　彼の手が、ワイシャツの上から乳ち首くびをそっと刺し激げきする。

「あ……やあ……っ！」

　キュッキュッと揉もみ込まれて、身体からだに甘い痺しびれが走る。

「……ああん……っ」

　制服のスラックスの下、屹きつ立りつが熱を持ってくるのが解わかる。

「……ダメ、九條、オレ……ああっ！」

　九條の手がオレの身体の上を滑すべり下り、スラックスの布地ごとオレの屹立を握にぎり込む。

「……ああっ！」

「もう、こんなに硬かたくしているなんて」

　九條がセクシーな声で囁いて、オレの硬さを確かめるように屹立をキュッと刺激する。

「……やあ、くう、ん……っ！」

　彼の手の感かん触しよくだけで、オレはいきなり駆かけ上ってしまいそうになる。

「とてもイケナイ人だ」

　囁いて、オレの首筋に、またキス。

「……ああん……っ！」

　そこから走った快感に、腰こしが揺ゆれてしまう。　>>>♥

　彼の手のひらに自分から腰を擦こすりつけるような格好になって、オレは一人で真っ赤になる。

「いやらしいな」

　九條が囁いて、オレの顔を見下ろしてくる。

「自分から腰を振ふって誘さそうなんて」

「ち、ちが……っ」

　……ああ……恥はずかしすぎる、オレ……。

　彼の手の中で、オレの屹立は、弾はじけそうなほど硬くなっている。

　そして、それだけじゃなくて、先せん端たんから……。

「……んん……っ」

　先端から漏れた先走りの蜜みつが、下着をジワリと濡ぬらしてしまう。

「……ああ……」

　ブルッと身体を震ふるわせたオレに、九條が、

「もしかして、握り込まれただけで、もう下着を濡らしてしまいましたか？」

「……う……っ！」

　図星を指されて、オレは真っ赤になる。

「このスケベ野や郎ろう！　こんなにクールな顔をしてるくせに……」

「クールな顔をしているくせに……なんですか？」

　九條が言って、オレを握り込んだ手を揺らしてくる。

「……あっ、ああ……っ」

　オレは身体を震わせ、激しい射精感に必死で耐たえる。

「……だめ、そんなことしたら……っ！」

「ん？　どうしました？」

　九條が言って、オレの言葉を急せかすように屹立をキュッと刺激してくる。

「……ああん、下着を濡らしちゃうから……っ！」

　オレの唇から、恥ずかしい言葉が漏れてしまう。

　九條は小さく笑って、オレの唇にご褒ほう美びのようなキスをしてくれる。

「わかりました、それなら……」

　九條の指が、制服のスラックスの前立てのボタンを外す。

　ゆっくりとファスナーを開かれ、オレの身体が甘い期待と恥ずかしさに震えてしまう。

「……ああ……」

　九條の手が、オレの下着とスラックスをまとめて摑つかみ、そのまま脚あしから引き抜いてしまう。

「……あっ！」

　そして、オレの屹立をそっと握り込む。

「……っ！」

　直じかに触ふれられて、オレはあまりの快感に声も出せずに身体をのけぞらせる。

　彼のもう片方の手が、オレのワイシャツのボタンをゆっくりと開いていく。

　彼の顔が下りて、オレのむき出しになった乳ち首くびをそっと舐なめ上げた。

「……あ、やあっ、ダメっ……！」

　あたたかな舌で敏びん感かんになった乳首を刺激され……オレの屹立がヒクヒクと震えてしまう。

「……ああん、我が慢まん、できなくなる……っ！」

　シーツを握りしめていたオレの手が勝手に上がり、九條の制服の上着の布地を握りしめる。

「……九條……制服が皺しわになる……着き替がえて、お風呂ふろに入って、から……」

　オレは切れ切れに言うけど……。

「ダメです。もう我慢できません」

　九條が言って、オレの乳首をそっと甘あま嚙がみしてくる。

「……ああーんっ！」

　そこから走った鋭するどい快感に、オレの唇から甘い声が漏れてしまう。

　九條が、オレを握りしめた手を動かしてくる。

　手のひらと側面が、クチュ、クチュ、と濡れた音を立てて擦れる。そのリズムがだんだん速くなり……。

「あ、あああぁーっ！」

　オレはもう我慢できなくなって、彼の手のひらの中に、白い蜜を放ってしまった。

「……やだ……ダメって言ったのに……っ」

　恥ずかしさに身を震わせるオレに、九條が甘いキスをくれる。

「本当に可愛かわいい。愛しています、藤崎さん」

　囁ささやいてキスを繰くり返され、オレの身体の奥深い部分が、ジワリと熱を持つ。

「……ああ、九條……」

「……なんですか……？」

「……オレ……欲しくなっちゃった、かも……」

「……はい？　何をですか？」

　イジワルに聞き返されて、オレは思わず泣きそうになる。

「……イジワル！　わかってるくせに！」

　九條はその端たん整せいな顔に、すごくセクシーな笑えみを浮うかべる。

　彼の濡れた手が、オレの脚の間に滑すべり込んでくる。

「……ああっ！」

　脚の間の谷間を辿たどり、奥深い場所にある蕾つぼみに、彼の指先がキュッと当てられる。

「……あっ！　やあっ！」

　そのまま蜜の滑りを借りて、ヌルッと中に滑り込んでくる。

「……あ、ああ、ああっ！」

　内ない壁へきを押し広げるようにして刺激され、圧あつ迫ぱく感かんが、快感に変わっていく。

　オレが喘あえいだのを確かめると、彼の指がだんだん増やされる。

「……あん、ああん……っ！」

「最初は怯おびえていたのに……この一年で、本当に上手になりましたね」

　彼は囁いて、蕾の奥の敏感な部分を刺し激げきしてくる。

「ほら、指を、こんなに締しめ付けてきます」

「……やだ、言うなよお……っ！」

　オレは言葉では抵てい抗こうするけど……蕾で感じる快感を憶おぼえ込んでしまったオレの身体からだは、ヒクヒクと震えて彼を締め付けている。

　そして……。

「……ああ、オレ、また……っ！」

　内壁を刺激され、放ったばかりのオレの屹立が、また放ってしまいそうなほどに反り返る。

「……空……」

　九條が、とてもセクシーな声で、オレの名前を呼ぶ。

　……これは、彼が本気で欲情してくれた合図で……。

「……もう、我慢できない……」

　彼の声が少しかすれていて、オレの心と身体をますます熱くする。

「……我慢しないで……」

　オレは九條の方に両手を差し伸のべる。

「……きて……おまえが欲しい……」

　九條は一いつ瞬しゆん息をのみ、そしてオレの両りよう脚あしを持ち上げる。

「……ああ、愛してる、高章……！」

　屹きつ立りつが蕾に押し当てられ、オレたちはそのまま一つになる。

　オレは、はだけられたワイシャツ、九條はきっちりと着込んだ制服のまま。

　二人は発情した獣けものになったみたいに抱だき合い、そして愛を確かめ合う。

　オレたちは、激しく求め合い、固く抱き合って、そして空高くまで舞まい上がり……。







　　　　有川桂人







　マーレ国際空港から、スピードボートで十五分。

　私と皇賀機長は、『ソネバギリ・リゾート』というホテルの水上コテージにいた。

　施し設せつのほとんどが水上にあるこのホテルは、それぞれのコテージが長い桟さん橋ばしで繫つながっているだけのプライベートな空間だ。

　ブリーフィングと会社への短い報告の後。

　皇賀機長は公衆電話からホテルに連れん絡らくを入れ、部屋の予約を入れた。

　そして皇賀機長は、私を急せかすようにしてタクシーに乗り込み、桟橋に向かった。

　タクシーの中でも、そして従業員が操縦するホテルへのスピードボートの上でも、私たちは終始無言だった。

　だが、私の手の上には、ずっと皇賀機長のあたたかな手が重なっていた。

　椰や子しの葉で葺ふかれた屋根を持つ、可愛らしいレセプションで私たちはチェック・インをした。

　褐かつ色しよくの肌はだをした部屋付きのコンシェルジェが操縦する、木製の小型ボートに乗り込んだ。

　皇賀機長が選んだのは、小型のボートでしかアクセスできない一番広いスウィート。

　月明かりの中、オレンジ色のあたたかな光でライトアップされているのは、『クルーソー・レジデンス・スウィート』の名前がふさわしい、野や趣しゆ溢あふれる、しかし不思議と心弾はずむ雰囲気の建物だった。

　遠浅の海の上に、屋根が椰子の葉で葺かれた二階建ての建物がいきなり建っている。

　小船が近づくにつれ、それが都内の一いつ軒けん家やくらいはありそうな、かなり大きな建物であることが解わかる。

　ボートが着いたのは、建物よりも一段低くなったところに張り出した木製のテラスだった。

　テラスには居い心ごこ地ちのよさそうなデッキチェアが二台置いてあり、そこから直接水に入れるように小さなハシゴが海へと続いている。

　ボートをテラスに繫いだ若いコンシェルジェが、私と皇賀機長の荷物を軽々と抱かかえてヴィラへの階段を上っていく。

　皇賀機長は、私に向かって手を差し出す。

「疲つかれているだろう？　手を」

　彼の声はとても低く、私はその誘さそいを拒きよ絶ぜつすることができない。

　私の手が、勝手に、ゆっくりと上がってしまう。

　彼の瞳ひとみがセクシーに光ったのを見て、私はハッと我に返る。

　……ああ、何をしているんだ、私は……？

　慌あわてて引こうとした私の手を、皇賀機長の大きな手がさらうように捕つかまえた。

「……あ……」

　私の唇くちびるから、小さな、しかしとても甘いため息が漏もれた。

　……いけない……。

　触ふれ合った手と手から、何かとても熱い、蜜みつのようなものが流れ込んでくるような気がする。

　熱い蜜は私の身体の内部に溜たまり、ゆっくりと私を蕩とろけさせていく。

　……まだ、二人きりじゃないのに……。

　……どうしよう、身体が……。

　思わず目を伏ふせると、彼が私の心を読んだかのように小さく笑う。

「……おいで」

　彼が身を屈かがめ、私の耳元に吐と息いき交じりの甘い声で囁く。

「……蜜ハネ月ムーンの始まりだよ」

　死んでしまいそうなほど恥ずかしいのに、身体がどんどん熱くなる。

　私は頰を熱くし、下を向いたまま、彼に手を引かれて階段を上る。

　二人を包むのは、静かな波の音。

　どこか淫靡に曇った、南の島の月明かり。

　ふわりと吹いたおだやかな海風。鼻び孔こうをくすぐるのは、潮の香かおりと、そしてとてもセクシーな彼のコロン。

　ミドル・ノートの獰どう猛もうなムスクが強く香って、私は気が遠くなりそうになる。

　……彼も……。

　私は、隣となりを歩く、まるで空を支配する神のように凜り々りしい彼を見上げながら思う。

　……私に、欲情してくれているんだろうか……？

　テラスから階段を上ったところは、二階層吹ふき抜ぬけの高い天てん井じようと艶つやのある木の床ゆかを持つ広いリビング、そしてアウトドアにつながったダイニングだった。

　オーク材を使って作られた、重厚なアジア風のインテリア。アジア風のスタンドがほの暗く部屋を照らしている。リビングの上を見上げるとそこにはロフトがあって、その上に天てん蓋がいのあるベッドが置いてあるのが見える。

　コンシェルジェは部屋の説明をしながら、照明を順番に点つけていく。

　リビングの右側には、広いバスルームがあった。大きなバスタブは海に張り出していて、入浴しながら海を眺ながめられるようになっている。

　そこから桟橋を渡わたったところに、やはり海を見渡せるガラス張りのシャワールームがある。

　コンシェルジェはシャワーの使い方を説明し、それから身軽に二階への階段を上った。

　私と皇賀機長がついていくと、天蓋付きのキングサイズのベッドが二つ並べられた広い広いロフトと、そしてデッキチェアの置かれているサンデッキになっていた。

　デッキの手すりに寄りかかって見渡すと、月夜の海が広がっているだけ。

　陸地側に目を移せば、かなり離はなれた場所、もっと岸に近い場所に、水上ヴィラがいくつも建っているのが見えた。

「これだけ離れていれば、君の麗うるわしい裸はだかを覗のぞき見られる心配もないな」

　皇賀機長が、日本語で言う。

　真っ赤になって言葉を失う私に、とてもセクシーな顔で笑いかけて言う。

「それに、君の声が届く心配もない」

「……こ、皇賀機長！」

　……コンシェルジェが日本語が解らないだろうからって、そんなことを……！

「どうもありがとう。とても素す敵てきな場所だ。……仕事の疲れを癒いやすのにぴったりだよ」

　皇賀機長が英語で言ってチップを渡すと、若いコンシェルジェは人ひと懐なつこい笑顔を浮うかべてそれを受け取り、静かにボートで去っていった。

「おいで」

　彼は私の手を引いて部屋に入り……そして私たちは無言のままでキスを貪むさぼった。

　そして深いキスを奪うばい合いながら、お互たがいの制服を脱ぬがせ合い……それを床に落とし……。

　窓を開け放したヴィラには、あたたかな海風が吹き込んでくる。

　そして、一糸まとわぬ私と彼は、天蓋からつるされた白い布の中、キングサイズのベッドの上でもつれ合っている。

「……ん、んん……っ！」

　肌に直接触れてくる、彼の滑なめらかな肌、熱い体温。

　抱き合うだけで放ってしまいそうなのに……彼は私の身体からだに巧たくみな愛あい撫ぶを施ほどこして……。

「……ん、ダメ……ああ……っ」

　乳ち首くびをゆっくりと舐なめ上げられ、もう片方を指先でくすぐるように愛撫されて、私の腰こしがヒクリと揺ゆれてしまう。

　反り返った屹立が、彼の滑らかな腹部に擦れて濡ぬれた線を描えがく。

「……くうっ……！」

　私はいきなり放ってしまいそうになり、必死で射精感に堪たえる。

　先せん端たんから流れた快感の蜜が、茎くきを伝い、脚あしの間に滑すべり込んでいく。

　そのくすぐったさまでが、私の快感をさらに高めていく。

「……桂人……」

　乳首に触れたままの彼の唇が、私の名前を呼ぶ。

「……愛している……」

　その陶とう然ぜんとした響ひびきに、私の肌が甘く粟あわ立だつ。

　……ああ、彼の声は、本当に魔ま法ほうのようだ……。

　私は、沸わき上がる快感に耐たえながら思う。

　……人々に絶対的な安心感を与あたえ、心から信しん頼らいさせ……でも、二人きりの時には……。

　……私を、こんなに欲情させる……。

　彼の唇が、私の腹部を滑り下りていく。

「……え？　あっ！」

　私の反り返った屹きつ立りつを、あたたかなものがすっぽりと覆おおった。

「いや、あっ！」

　彼の口こう腔こうに含ふくまれた屹立は、ヒクヒクと震ふるえて、今にも爆ばく発はつしてしまいそうだ。

「やあ、皇賀機長……ああっ！」

　震える私の脚の間に、彼の長い指が滑り込む。

　そして奥深い場所にある蕾つぼみを見つけ出し、そっと入り口を解ほぐす。

「……んんーっ！」

　先走りの蜜の助けを借りて、彼の指先がクチュッと滑り込んでくる。

「あああっ！」

　後ろを探さぐられながら屹立を吸い上げられて、私の身体がのけぞった。

　腰こし骨ぼねのあたりから沸き上がる激しい射精感に、私は必死で堪える。

「ダメ……あなたで……イきたい……！」

　かすれた声で懇こん願がんすると、彼が、私の屹立をそっと口から解放する。

　潮風の中、たっぷりと濡れた屹立がプルンと揺れ……私は唇を嚙かんで射精感に耐えなくてはならなかった。

「私も、君の中でイきたい」

　皇賀機長が私の目を真っ直すぐに覗き込む。私は必死でうなずき、彼の逞たくましい裸の肩かたに手を回す。

「来てください。……お願い」

　彼は一いつ瞬しゆん息をのみ、それから何かが痛むかのような苦しげな顔をする。

「そんな色っぽい声を出されたら、優やさしくできなくなるよ」

「優しくなくてもいい……抱だいて……あっ！」

　私の言葉が終わらないうちに、彼は私の内うち腿ももを両手で強く押し広げた。

　彼の逞しい欲望の先端が、私の蕾に強く押し当てられる。

「……あ……っ！」

　私の蕾は少しだけ抵てい抗こうを示すが、たっぷりと濡らされ、解されていたせいで、ゆっくりと彼を受け入れていく。

「……ああ……っ！」

　限界まで押し広げられ、満たされて、彼の欲望の熱さを身体の内部で感じる。

　彼と私が擦れる、クチュ、という濡れた音。自分がどんなに淫みだらに濡れているかを認にん識しきする。

　……ああ、私を貫つらぬいているのは、愛する、彼の……。

「……んんーっ！」

　思ったら、いきなり私の蕾がキュウンッと反応した。

　皇賀機長は一瞬息をのみ、それからとてもセクシーな顔をして私を見下ろしてくる。

「イケナイ人だ。たった一年で、こんなに上手になってしまうなんて」

　彼が囁ささやいて、私の身体をそっと揺すり上げる。

「……あ、ああーっ！」

　焦じらすような動きに、全身が痺しびれてしまう。

　私が感じたのを確かめてから、彼が徐じよ々じよに動きを獰どう猛もうにしていく。

「……あっ、あっ、ああんっ！」

　放出直前でお預けにされた私の屹立が、とめどなく蜜みつを垂らしながら揺れてしまう。

「……いや、もう……っ！」

　まるで貪るようにして、最奥まで貫かれる。

　私は足先から這はい上ってくるたまらない快感に、意識を飛ばしそうになりながら、

「……お願い、イかせて……っ！」　>>>♥

　私の必死の懇願に、彼はとてもセクシーな声で小さく笑う。

「君がすごすぎて、私ももう限界だ。……一いつ緒しよにイこうか」

　彼が囁いて、私を抱きしめる。そして、その動きをさらに激しくする。

　二人を包む、南国の潮風。

　そして静かな波の音。

　満天の星空の下、私と彼はお互いの身体を抱きしめ合い、感じ合い……。

「あ、あああっ！　愛してる、凱一……！」

　私の身体を、快感が駆かけ上った。

「くうう、ん！」

　私の目の前が、真っ白にスパークする。

　私の屹立から、快感の白い蜜が、ドクン、ドクンと激しく飛ぶ。

　そして私の蕾は、彼の逞しい屹立を、キュッと締しめ上げてしまう。

「愛している、桂人……！」

　彼が熱い声で囁き、ひときわ激しく私を突つき上げる。

　そしてセクシーなため息とともに、私の奥深い場所に、激しく熱い蜜を撃うち込んでくれた。

　彼の燃え上がりそうな熱を、身体の奥で感じながら……私は信じられないほど幸せだった。




　　　　＊




「……あっ」

　裸はだかのまま彼の腕うでの中でまどろんでいた私は、あることを思い出してハッとする。

「あのプレゼントが割れたりしていないか、確かめなくては」

　私が言うと、彼は苦く笑しようして、

「なんて人だ。あんなに優やさしく着陸したのに、そんなことを言うなんて」

「でも！　気になりますから！」

　私は彼の腕を擦すり抜ぬけて、シーツを身体に巻き付ける。

　ベッドから下り、部屋の向こうにある荷物の方に行こうとして……。

「……あっ」

　一歩も歩けないまま、ふわりと床ゆかに座り込んでしまう。

　気が遠くなるほど感じ、数え切れないほど達してしまった私は……腰が抜けたようになって、立つことすらできなかった。

「あんなにイッて。まだ立つのは無理だよ」

　皇賀機長は言い、私を床から抱き上げる。

　私をベッドに座らせ、裸の身体にバスローブを羽は織おって立ち上がる。

「私が取ってきてあげよう。あの中？」

「開けるとすぐの、一番上に入っています」

　彼は部屋を横切って歩き、私の荷物の中から箱を取り出して戻もどってくる。

　私をあんなに抱いた後だというのに、その悠ゆう然ぜんとした歩調が、なんだか少し憎にくらしい。

　私は彼から箱を受け取り、慎しん重ちように蓋ふたを開ける。

　梱こん包ぽう材を開き、中の瓶びんを恐おそる恐る取り出して……。

「大だい丈じよう夫ぶみたいです」

　ホッとため息をついて、照明にその色を透すかす。

「……あなたと見た、あの時の空のようです」

　思わず口を滑すべらせてしまい、ドキリとする。

　笑われるか、もしくは不思議そうにされるか、と覚かく悟ごしながら目を上げると、彼は私を真っ直すぐに見つめていた。

「もしかしてそれは……私が迎むかえに行った時、君が見上げていた、あのハワイの空？」

　いきなり言い当てられて、私はとても驚おどろく。

「どうして……わかったんですか？」

　彼はその唇くちびるに愛いとおしげな笑えみを浮うかべる。

「白状すれば、ショーウインドーに入っていたこれに、私も見とれたんだ。そして、君と同じことを思っていた」

「……え？」

「あの時の、空の色だと」

　彼の言葉に、なぜか私はいきなり泣いてしまいたいような気持ちになる。

　……彼が好きだ。

　私は唐とう突とつにそう思う。

　彼は、倒たおれた私を一言も責めず、静かに私を待ち、そして私を迎えに来てくれた。

　……私は、彼がとても好きだ。

「私の恋こい人びとの心の中には、いつでも青空がある」

　言った皇賀機長の声がなんだかとても愛おしげで、私は思わず頰ほおを熱くする。

「私の恋人の心の中にも、いつでも青空があるんですね」

　私は彼の言葉を、同じように繰くり返す。

　彼はうなずき、手を伸のばして私の髪かみに指を埋うずめる。

　私を引き寄せて、触ふれそうな近い場所から私を見つめて、

「愛している、桂人。君とまた飛べて、本当に幸せだと思っている」

「愛しています、凱一。私もあなたと飛べて幸せです」

　私たちは見つめ合い……そしてそっと唇を重ねた。

　彼と抱だき合う時、私の中には、広い広い空が広がる。

　そして私は、飛ぶことがもっともっと好きになる。


（恋の翼３　ＦＡＩＲＷＩＮＤ　　ＥＮＤ）


















　　　　皇賀凱一







「二つのカップルが、同じステイ先で、同じような一流ホテルを予約する」

　ベッドに座った私は声をひそめて言い、深いため息をつく。

「いつかはこんなことになるんじゃないかと思っていた」

　私のクールな恋こい人びとは、制服の上着を脱ぬぎながら答える。

「いったいなんのことですか？」

　副操縦士の制服に包まれているのは、まるでダンサーのようにしなやかな身体からだ。

　肩けん章しようのある白いワイシャツに包まれた、青年らしくしっかりと張った肩かたのライン。少しの緩ゆるみもなくほっそりと引き締しまったウエスト。紺こん色いろのスラックスに包まれたすらりと伸のびた脚あし。

　制服を着た時の彼はとても凜り々りしく麗うるわしいが……それを剝はぎ取った時、彼がもっともっと美しくなることを私はよく知っている。

　彼は脱いだ上着をハンガーにかけ、それからふいに振ふり返る。

「あなたも着き替がえたらいかがですか？　そうやって見られていると落ち着きません」

　彼が言って、私を軽く睨にらむ。その視線だけで、鼓こ動どうが速くなる。

　……ああ、中学生じゃあるまいし。私は本当にやられている。

　高価な象ぞう牙げのように滑なめらかな頰ほお。

　スッと通った品のいい鼻筋。珊さん瑚ご色の形のいい唇くちびる。

　そして恥はずかしげに瞬まばたく長い睫まつ毛げ。

　最高級のビスクドールのように端たん麗れいな顔をした彼が、こんなふうに目元を染めると……眩暈めまいがするほど色っぽい。

　彼の名前は有川桂人。私が命に代えても惜おしくないほど大切にしている最愛の恋人。そして私の空の女め神がみ。

　コックピットでは、とてつもなく優ゆう秀しゆうな私の右みぎ腕うでであり、完かん璧ぺきなクールビューティー。その彼が、私と一いつ緒しよにいるときだけはこんなふうに無防備な顔を見せる。

　ここはバリ島。一部屋ずつがコテージのような造りになっているので有名な、高級リゾートホテル。

　三週間ぶりにあえた彼との甘い時間をたっぷりと楽しむために、私はここを予約した、はずだったのだが……。

「ジロジロ見て悪かった」

　私は立ち上がってベッドルームを横切り、彼の腰こしを左手で抱だき寄せる。動どう揺ようしたように身じろぎをする彼の顎あごを、右手の指でそっと持ち上げる。

「私の恋人が、あんまり綺き麗れいだから見とれてしまった」

「またそういうバカなこと……ン……」

　柔やわらかな唇を奪うばうと、彼の唇から甘い呻うめきが漏もれる。

　力の抜ぬけた歯列の間から舌を滑すべり込ませ、その柔らかな舌をそっとすくい上げる。

「……ア、ンン……」

　二の腕うでに置かれた彼の手が、私の上着の布地をキュッと強く握にぎり締める。

　私の機長定期技能審しん査さがあったせいで、今月は彼とスケジュールがズレてしまった。そのせいで彼の隣となりには別の機長が乗り、私は桂人が口説かれたりしないかとヒヤヒヤしながら別のルートを飛んでいた。こうして抱き合うのは、なんと三週間ぶりだ。

　私は彼の唇を奪いながら、自分の身体が熱くなるのを感じている。そして桂人もまた、いつもよりも情熱的であることに気づく。

「……ンン、ア……」

　唇を離はなすと、彼は名な残ごり惜おしげな可愛かわいい声を出し、潤うるんだ目で私を見上げてくる。私はたまらなくなって彼の唇にそっとキスをし……それからため息をつく。

「私はとても欲情している。だから黙だまって抱いてしまおうかとも思ったんだが……君の甘い声を隣の二人に聞かせるのはやはり気が引ける」

「……は？」

　桂人は呆ぼう然ぜんとした顔で私を見上げてくる。私は、静かに、と囁ささやいて耳をすませる。

「……藤崎さん、ちゃんと制服をハンガーにかけないと皺しわになるとあれほど……」

「……そんなの後でいい！　九條、キスしてくれよ……」

　いかにも南国らしい開放的な造りのコテージは、とても素す敵てきではあったが……コテージの造りが開放的過ぎるせいで、隣のコテージの声が漏れ聞こえてくるのだ。しかも聞こえてくるのはよく知っている二人の声。

　それに気づいたように、桂人は大きく目を見開く。

「……あの声は、九條くんと、藤崎くん……？」

　目を丸くして呟つぶやく彼に、私はうなずいてみせる。

「このホテルのハネムーンスイートは二つ。そのうち一つをあの二人が予約していたらしい。このままでは君の甘い声を二人に聞かれてしまう」

　桂人は呆然と私を見上げる。それから急に頰をこわばらせ、腕の中からするりと逃にげる。

「甘い声？　なんのことでしょうか？　私は甘い声など上げる予定はありません」

「ええっ？」

「私はあちらで着替えて出かけます。一緒に行きたければすぐに準備してください」

　彼は言い、服の入ったオーバーナイトバッグを持ってリビングへの扉とびらを開く。

　私は彼の背中を見つめながら思う。

　……ああ、なんてことだ……！







　　　　九條高章







「……甘い声？　なんのことでしょうか？」

　かすかに聞こえてきた聞き覚えのある声に、私は動きを止める。

「……私は甘い声など上げる予定はありません」

　……この声は……？

「どうしたんだよ、九條？」

　キスを待つように目を閉じていた空が、不満そうに言って目を開ける。私は静かに、という意味で人差し指を唇の前に立ててみせる。

「……私はあちらで着替えて出かけます。一緒に行きたければすぐに準備してください」

　ひそめられたような声が聞こえ、空が目を丸くする。

「ねえ、この声って……」

「シッ」

　私は慌あわてて言い、空が口を押さえる。

「今の、有川さんと皇賀機長の声だよね？　もしかして隣の部屋に泊とまってるの？」

　空が声をひそめて囁いてきて、私はうなずく。

「そのようです。さきほどから声が聞こえていました」

　私は言いながらベッドルームを見み渡わたす。海に向いた窓はきちんとガラスがはまっているけれど、オープンエアダイニングのある中庭側には、古きよきバリを思わせるようなクラシカルな網あみ戸どと、よろい戸しかない。これでは聞こえてくる声を防ぐすべはないだろう。

「この部屋は南国らしい開放的な造りだから……隙すき間まから聞こえてくるんでしょう」

「えええっ、どうしよう？」

　空が真っ赤になりながら、困ったように言う。

「横よこ谷たに機長のせいでステイ先ではゆっくりできなかったし……だから、オレと九條だって二人きりになれるの三週間ぶりだよ？」

　横谷機長というのは皇賀機長の代わりに我々のチームの飛行機に乗務していた人だ。彼は前から有川副操縦士に目をつけていたらしく、ステイ先では彼と二人きりになろうとばかりしていた。空は女性キャビン・アテンダントたちと結けつ託たくして『有川さんを守る会』を結成し、彼らに付き合って観光ガイドを務め続けた。そのせいで、私はずっとホテルに置き去りだった。

「横谷機長はたしかに危険な雰ふん囲い気きでした。ですから私を置き去りにしたことは責めません。ですが……」

　私はため息をつきながら、彼のしなやかな身体を抱き寄せる。

「……これ以上、我が慢まんはできませんよ」

「ちょっと待って……あ……っ」

　身をかがめ、彼の耳たぶに唇を這はわせる。ここがとても感じやすい空は、そっと甘あま嚙がみするだけで、身体からだをヒクヒクと震ふるわせてしまう。

「……待てってば、九條……っ！」

　空は泣きそうになりながら私の胸に両手をつき、必死の仕草で私の身体を押しのけようとする。私は彼の腰をさらに引き寄せて、

「じゃあ、あなたは我慢できますか？」

「……そんな……オレだって我慢できない……」

「じゃあします。声を殺していてくださいね」

　言って彼の制服のネクタイを解ほどこうとすると、彼は私の手を摑つかむ。見上げてくる目が恥ずかしげに潤んでいるのを見て、鼓こ動どうが速くなる。

「……ダメ。おまえに抱かれて、声を上げない自信がないよ……」

　あまりの可愛らしさに眩暈がする。我を忘れて唇を奪いそうになった時、ピンポン、というチャイムの音が響ひびいた。このコテージは漆しつ喰くいの塀へいに囲まれているのだが、その門の脇わきにチャイムがあったはずだ。

「はい！」

　私は名残惜しい気持ちを抑おさえて彼の身体を離す。英語で応こたえながらガラス戸を開き、置いてあったサンダルを履はいて中庭に下り、門に向かう。後ろから、空がサンダルをパタパタと鳴らしながらついてくる。

　コンシェルジェに教えてもらったやり方を思い出しながら、門についている閂かんぬきを苦労して外し、重い門を開く。そこに立っていたのは……。

「……あ、有川さん」

　そこに立っていたのは、隣の部屋にいたはずの有川さんだった。彼は白い半はん袖そでシャツと麻あさのスラックスという休日らしい格好だったけれど、姿勢がいいせいかとても凜り々りしく見える。

「有川さん！　すみません！」

　私の前に踏ふみ出した空が、慌てた様子で言う。

「オレの声、うるさかったですか？」

　彼は目を丸くし、それから小さく苦く笑しようする。

「そっちでも、気づいていたんだ？」

「ええ、まあ……ちょっとだけ声が聞こえましたし」

　空が真っ赤になって答えると、有川さんはその端たん麗れいな顔に優やさしい笑えみを浮うかべて、

「私たちは今から出かける。夜明けまで戻もどってこない予定だ」

「えっ？　いえ、気を遣つかわせてしまいましたか？　そしたらオレたちが出かけますから……」

「君は、横谷機長と私を二人きりにしないようにずっと気をつけてくれていた」

　その言葉に空は目を丸くする。空たちは、有川さんに気を遣わせないようにとさも偶ぐう然ぜんのように装って同行していたからだ。

「この歳になって情けないとは思うけれど……横谷機長はかなり強ごう引いんで、実は困っていた。君たちが同行してくれて本当に助かった」

　彼は私の方を向き、申し訳なさそうに言う。

「でも、そのせいで九條くんはずっと置き去りになっていただろう？　そのお礼とお詫わび」

　言って唇くちびるに笑みを浮かべ、隣となりのコテージのほうに目をやる。ぴったりのタイミングでコテージの門が内側から開き、皇賀機長が慌てたように外に出てくる。とても慌てていたようで、麻のスラックスの上にスタンドカラーの白いシャツを羽は織おっただけ。露あらわになっている逞たくましい彼の上半身を見て、有川さんが微かすかに頰ほおを染めているのが解わかる。

「桂人。私も加減する。だから君が声を抑えれば……」

　皇賀機長は私たちに気づいて言葉を切る。咳せき払ばらいをして、

「コホン、偶然だな。君たちが隣のコテージにいるなんて」

「二人はもう気づいていたみたいですよ」

　有川さんの声に、皇賀機長が深いため息をつく。それから言う。

「いつかはこうなるんじゃないかと思っていたんだ。ちゃんと打ち合わせをすればよかったな」

　いつも凜々しい彼の、なんとも情けない様子に、思わず笑ってしまう。

「ええ、ぜひ次からはそうしましょう」

　……彼はきっと、本当に有川さんに夢中なんだろうな。

「それじゃあ、私たちは出かけるから。……どうぞごゆっくり」

　有川さんが言って空に向かってチラリと片目をつぶってみせる。空はさらに頰を赤くする。

「桂人、待ってくれ。どこへ行くつもりだ？」

「二人のお邪じや魔まにならないところですよ」

　有川さんはさっきとはうって変わって冷たい声で言い、海岸へと続く階段をさっさと下り始める。皇賀機長が、その後を慌てて追っていく。

「……よかったのかな？　なんだか悪いみたいな……」

「気に病やむことはありません」

　私は空の腰こしを抱だき、門の中に入る。そして内側から閂をしっかりとかける。

「ホテルの部屋でなくても、二人きりならいくらでも愛し合えます」

「それってどういう……ンンッ！」

　彼の言葉を、私はキスで遮さえぎる。二人のキスが深くなり、私は身体の奥に欲望の火が灯ともるのを感じる。

　……ああ、もう、一いつ瞬しゆんも我慢できない……。







　　　　皇賀凱一







　私は砂すな浜はまを歩く桂人に追いつき、その手を捕つかまえる。

「どこへ行こうって言うんだ？　こっちにはバーも何もないぞ？」

「バーに行くつもりだったんですか？　まさか朝まで飲むつもりだったとか？」

　彼の瞳ひとみが、キラリと煌きらめく。威い嚇かくするような顔をした彼は、ワガママで爪つめの鋭するどい、猫ねこ科の動物のようだ。延々と続くホテルのプライベートビーチには、もちろん人ひと影かげなどない。波の音と、椰や子しの葉が揺ゆれる葉は摺ずれの音だけが、私たちを包み込む。

「もしかして……誘さそっている？」

　彼の背中を椰子の木に押し付けながら言う。彼は答えないまま目元をバラ色に染める。

「図星だね。……ここで抱かれたい？」

　彼の耳に囁ささやきを吹ふき込むと、彼は小さく喘あえぎ、それから震える声で囁いてくれる。

「……だって、あなたに抱かれて、声を我慢する自信がありません」

　彼の言葉は、私の心臓を真っ直すぐに射い貫ぬいてしまう。

　私は彼の顎あごを持ち上げ、そして何もかも忘れてしまいながらその柔やわらかな唇を奪うばう。

　……ああ、私の恋こい人びとは、優ゆう秀しゆうで美しく、しかしとても色っぽい。







　あとがき








　こんにちは、水上ルイです。初めての方に初めまして。水上の別のお話を読んでくださった方にいつもありがとうございます。今回の『恋の翼３ FAIR WIND』はアメリカ系航空会社の機長＆美人の副操縦士、クールな新人ＣＡ＆やんちゃな先せん輩ぱいＣＡという二組のカップルが登場します。残念ながらなくなってしまったリーフ出版さんから発刊されたノベルズの文庫化、第三弾だん。今回は文庫用に二カップルのお話を書き下ろしました。独立したお話なのでこの本だけ読んでいただいても全然オッケー。ですが、第一弾と第二弾の『恋の翼 DEPARTURE』と『恋の翼２ ARRIVAL』も読んでいただけると二組のカップルのなれそめもお解わかりいただけるかと思います。この本の前＆前の前の月にルビー文庫さんより発売になっているので多分近くの棚たなにあるはず。探してみよう（←ＣＭ・笑）。



　それでは、お世話になった方々に感謝の言葉を。

　如月弘鷹先生。ご一いつ緒しよできて本当に光栄でした。そしてイラストの使用許可をどうもありがとうございました。改めて見返してみて、皇賀機長や九條の素す敵てきさ、有川の美しさ、そして空の可愛かわいさにうっとりしました。たいへんお忙いそがしいことと思いますが、何か機会がありましたら、いつかまたご一緒できればとても嬉うれしいです。

　ＴＡＲＯ。ＴＡＲＯは本当に相変わらずですな。しかしうちには猫ねこが！　ものすごいやんちゃだけどいつかはまったりするんだろうか？（いや、めちゃくちゃ可愛いんだけど・泣笑）

　元リーフ出版の皆みな様さま、そして元リーフノベルズ編集担当、Ｕ澤様。当時は本当にお世話になりました。そしてこれからもお互たがいに頑がん張ばりましょうね！

　角川書店ルビー文庫編集担当、Ａ澤様。今回は文庫化のお話を本当にありがとうございました。個人的に思い入れの深い作品たちでしたのでお話をいただいた時にはとても嬉しかったです。細かい改かい稿こうがあったり、デザイン変へん更こうがあったり……いろいろとお手数をおかけしました。これからもよろしくお願いできれば幸いです。

　十二月から四月まで、ルビー文庫さんにて水上の本が五冊連続発刊となっております。全員サービスなどもありますのでチェックのほうよろしくお願いいたします（新作の『恋愛夜曲』シリーズの二冊、そしてこの『恋の翼』シリーズがラインナップに入っています）。

　来月はついに五冊連続発刊の締しめくくり、『上海恋愛夜曲』がルビー文庫さんより発刊になります。そちらもぜひよろしくお願いいたします。

　今回の本のご感想、煩ぼん悩のうリクエストなど、気軽にいただけるととても嬉しいです。

　最後になりましたが、この本を読んでくれたあなたへ、どうもありがとうございました。

　またあなたにお会いできる日を、楽しみにしています。

　　二〇〇八年　三月


水上　ルイ　　
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カバー・口絵・本文イラスト／如月弘鷹
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